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［ プロローグ ］　─── 運命の始まり ───




　その出会いは、あまりにも突然だった。

「……暇ひまだ」

　乾いた呟つぶやきは寂れた廃屋に消えていく。

　文明から忘れ去られたような人里離れた山奥。そこにぽつんと建てられた日本家屋の縁側に、一人の少年が寝転んでいた。

「そろそろ何か食べないと餓死しそうだな……まあ、それでもいいか」

　くすんだ灰髪を散らばし、少年は至極真面目まじめな顔で己の未来を予測する。

　唯一の所持品である懐中時計をかざせば、時刻は正午過ぎ。横になったのが昨晩の十時ごろなので、半日以上も無為に過ごしていたことになる。

　これ以上ないほどの時間浪費。それでも彼は身体からだを起こそうとしない。ただ感情の抜け落ちた空虚な瞳ひとみで空を見上げるだけ。

　この世界は普通すぎる。

　普通の人間が普通に生きるだけならそれでもいい。だが生まれつき特別で異常な人間が生きるには窮きゆう屈くつで、残酷すぎた。

　───異能。

　理外の存在たる証明であり、化物が化物たる由ゆ縁えん。

　柊ひいらぎ黒くろ斗とという個体に与えられた、制御不能の強大な力。

　だから彼はここにいる。

　誰とも関かかわらず、誰からも干渉されず、世界から隔かく絶ぜつされたこの場所で、孤独のまま静かに朽ち果てるために。

「……異能こんなもの、なんのためにあるんだか」

　もし「神」なんてものがいるなら答えてくれたのだろうか───そんなことを考えながら諦あきらめるように目を閉じ、

「───すみません。それは神霊であるフェルにもわかりません」

　答える声に首を傾け───呼吸が止まった。

　誰も居なかったはずの庭。顔に影がかかるほどの至近距離にいたのは、一人の少女。

　思わず、目を奪われた。その人間離れした美しさに。

　ほのかに光り輝く桃色の髪に、その身を覆う天女のような幻想的な装い。

　幼さが入り混じった愛あい嬌きようのある容よう貌ぼう、そして緑玉石エメラルドのように透き通った瞳ひとみ───ただそこにいるだけで人を魅了してやまない、暴力的なまでの美しさ。

「初めまして、柊ひいらぎ黒くろ斗と様」

　色しき素その薄い唇くちびるが己の名前を呼び、黒斗はようやく我に返った。













　危なかった。声をかけられなければ、一生見み惚とれていたかもしれない───それほどまでに、目の前の彼女は美しかった。

「……誰だ、お前」

「フェルと言います。一応、神様の端くれです」

「神様、ね」

　いきなり飛び出した荒こう唐とう無む稽けいな回答。しかし黒くろ斗とはその言葉を全く疑わなかった。

　これほど神秘的な少女が、人間であるはずがない。

「それで、その神様が何の用だ？　天国からのお迎えなら待遇次第で受けないでもないが」

「私は天使ではありませんよ。お迎えというのは間違っていませんが」

「へぇ。じゃあ、何ど処こに連れていってくれるんだ？」

　興味を持った黒斗が身体からだを起こすと、少女はふわりと柔らかく笑った。

「───居場所が欲しくはありませんか？」

　その瞬間、辺りの空気が変わった。

　神の名に相応ふさわしい静せい謐ひつな雰囲気を携え、少女は謳うたうように言葉を紡ぐ。

「貴方あなたが望むのなら、私が与えましょう。生きる意味も新しい舞台も相応しい役割も倒すべき敵も、全すべて。貴方の持つ異端の力に使命を授けましょう」

　少女の背後に一条の光が差し込む。

　光は空間を切り裂き、世界を切り分ける巨大な門を顕けん現げんさせる。虹にじのごとき七色の光によって編まれた幻想的な門、その向こう側に見えるのは、違う世界の光景。

「誘いざなう場所は遥はるか遠く、恐ろしい災厄に見舞われた世界。貴方の、黒斗様の力でなければどうすることもできない災さい禍かの坩る堝つぼ」

　───貴方でなければ。その言葉に、どうしようもなく心が震ふるえた。

　これだ。

　ずっとずっと、この瞬間を待ち望んでいた。柊ひいらぎ黒斗という存在を必要としてくれる世界を。この冷たい場所から連れ出してくれる時を。

「一緒に、世界を救いましょう」

　こちらを見据える瞳ひとみを、黒斗は真正面から受けとめる。

　そして差し出された手を掴つかむように右手を伸ばし───。

「断る」

　その手を、思いっきり弾はじいた。

「……へ？」

「理由は三つ」

　呆ほうける少女に、黒斗は指を三本立てて突き付ける。

「一つ、俺は神や造物主が嫌いだ。もし見つけたら捻ひねり潰つぶしてやると、ずっと前から決めていた」

「え、あの……え？」

　少女が混乱する中、黒くろ斗とは畳みかけるように二本目の指を折る。

「二つ。なんか色々言ってたが、結局は力目当ての馬鹿どもと変わらない。俺はそういうのが嫌で引き籠こもってんだ」

「い、居場所が欲しいんじゃ……？」

「三つ。これが一番重要だが、世界がどうなろうと知ったことじゃない。勝手に滅びてろ。以上、回れ右して帰れ。俺は寝る」

「な、な、な───っ!?」

　もう用はないとばかりに背を向けて横になる黒斗。完全にこちらへの興味を失った背中に、フェルはわなわなと唇くちびるを震ふるわせる。

「あ、もう二度と来るなよ」

　ぶちっ。

　彼女の中で、理性とか色んなものが切れた。

「なんですかそれーっ!!　今の流れは素す直なおに手を取って『はい、付いていきます神様！』、っていう流れでしょーが！　何を断ってくれちゃってるんですかこらァ！」

「お前の都合なんて知るか。無駄な期待をするほどこっちもガキじゃねえんだよ」

　先ほどまでの静せい謐ひつな雰囲気は何ど処こに消えてなくなったのか、人差し指を突き付けて叫ぶフェル。しかし、黒斗はそれをあっさり聞き流す。

「ふ……ふふふ……かんっぜんに頭にきました……」

　それが、フェルのやる気に火を付けた。

　だんっ、と思いっきり足踏みし、空いっぱいに響き渡るような大声で、少女は決意の言葉を叫ぶ。

「絶対に諦あきらめません！　貴方あなたが首を縦に振るまで、何日でも何年でも付きまとってやりますからね───ッ!!」

　始まりは突然で、人の都合なんて考えない。

　いつだってそうだ。

　待ち望んでいたときには訪れず、諦めたころにやってくる。

　本当に運命はままならない。




　───そして、あっという間に一ヶ月が過ぎ去った。







［ 第一章 ］　─── 改定者 ───




　彼かの者ものは全すべてを見ていた。

　己おのが世界の外側、無限に広がる可能性の海。超越者にしか見ることのできない数あま多たの世界を、彼の瞳ひとみは容易たやすく見通す。

　退屈だった。

　思い出されるのは、血が滾たぎるままに全てを破壊し尽くした過去。

　国を滅ぼし、英雄を喰くらい、大地を蹂じゆう躙りんし、海を飲み干し、空を引き裂き───超越者である神を殺したとき、彼の者は世界すらも滅ぼした。

　それでも、血は乾く。

　神では足りない。神では満たされない。

　ゆえに、彼の者は探し求める。

　己と同じ存在───世界を壊し、神を殺しうる可能性を秘めた者を。

　滅びた世界に座し、待ち続ける。





　　　　◆　◆　◆






「ふーんふーんふふふーん♪」

　熟れた桃を想起させる髪をなびかせ、神霊の少女・フェルは陽気なリズムを口ずさむ。

　神衣に身を包んだ彼女が一歩踏み出すたび、虚無の世界に「色」が生まれ、それが形となって一つの「道」を作り上げる。

「……随分とご機嫌だな、フェル」

「そりゃそうですよ、毎日毎日説得すること一ヶ月、よ───やく黒くろ斗と様が折れてくれたんですから！」

「強引に連れ出した、の間違いだろ」

　小さく溜ため息いきをつき、黒斗は光り輝く道を歩き続ける。

　目の前に広がるのは星空のごとき虚無の回廊。文字通り吸い込まれてしまいそうな闇やみの中、二人の足元だけが桜色に輝いている。

　何ど処こからどう見ても日本ではない。それどころか地球ですらない。

　フェルが庭先に造った不思議な模様の扉───【神門】を通ってやってきたのが、この空間。彼女いわく、神のみが入ることを許された「世界と世界の狭間はざま」。

「いやー、最初に断られた時はどうなることかと思いましたけど、諦あきらめなければ案外何とかなるもんですね！」

「人の家に無理やり住み着いた挙句、ずっと付きまとってたやつの言うことか！　風ふ呂ろどころか布団にも侵入してきやがって！」

「黒くろ斗と様が素す直なおにならないからですー！　大体、私みたいな可愛かわいい女の子が一緒にいたんですよ？　役得じゃないですか」

　ふふんと得意げに胸を張るフェル。その拍子に、身体からだに不釣り合いな大きさの双丘がぽよんと柔らかそうに弾んだ。

　確かにフェルは可愛い。

　怖いくらいに整った顔立ちに豊かな感情表現。極め付けは男の欲望を詰め込んだような魅惑的な肢体───とびっきりの美少女と称して何ら語弊はないだろう。一ヶ月共に暮らした黒斗であっても、直視すれば未いまだに胸が高鳴る。

　共同生活の間に密着したり素肌を見る機会も多々あったので、そういう意味では役得かもしれない。だが、

「……基本的にうざいんだよなー」

「うざっ……!?　どこがです!?　家事も全部やってあげたじゃないですか！」

「その食事に変なもん仕込むの止やめろって言ってんだよ！」

「ちょっと幻獣のお肉とか伝説の植物の粉末とか入れただけじゃないですか！　栄養満点で美お味いしい上、寿命が延びたり不眠不休で動けたりする逸品ですよ!?」

「んな得体の知れないもん人に喰くわせんなあああああああ！」

　黒斗の叫びが闇やみの中に木こ霊だまする。

　フェルの料理自体は文句なしで美味しかった。しかし時折何ど処こから持ってきたか分からない謎なぞ食材を不意打ちのように入れてくるので、一切気を抜けないのだ。

「だいたい黒斗様の勘は異常なんですよ。味も匂においも全部誤ご魔ま化かしてたのに、どうして料理に入れたものだけはピンポイントで見つけるんですか」

「俺が知るか───って、ちょっと待て。料理のものだけは？」

「……あ」

　露骨に目を逸そらすフェル。

　黒斗は両手でモチモチした頬ほおを掴つかむと、ぐにょーっと左右に引っ張った。

「くろひょひゃま黒斗様、いらいれす痛いですー」

「正直に答えろアホ神。飲み物に何を入れた？」

「……え、栄養剤です」

「効果は？」

「服用すればあら不思議！　腹を裂かれようが頭を撃ち抜かれようが死にません！　これで貴方あなたも不老不死、のエリクサーてきなやつです」

「帰る」

「待ってえええええええ!?」

　一切躊ちゆう躇ちよなく背を向けて歩き出した黒斗を、フェルは抱きつくようにして止める。その際にふにょんと柔らかい物体が背中に押し付けられ、ぐにぐにと形を変える。

「嘘うそです嘘です、そんな効果ありません！　ふつーの栄養剤よりちょっぴり効果が高い程度のものです！　イッツジョーク！」

「なんでそんなもん入れたんだよ！　つうか早く離れろ！」

　背中の感触が気になって仕方ないのか、黒くろ斗との顔が赤くなる。

　フェル、というか神様にそういう習慣がないのか、彼女は下着を付けていない（黒斗がそれを知った経緯については割愛）。おかげで柔らかさとか温かさがダイレクトに伝わってきて、思考が茹ゆだってくる。

「帰っちゃったりしませんか？」

「しない、しないから！」

「ならいいです♪」

　黒斗には見えない角度でにやりと笑うフェル。

　この神様、意外と腹黒かった。ついでに目的のためには手段を選ばなかったりする。

「……で？　なんでそんなもん入れた？」

「例の下地作りの一環です」

「あれか……」

　家に押し掛けてきて以降、彼女は「救世主も基礎が大事です！」と様々な課題を押し付けてきた。課題といっても、出自不明のゲームや本をひたすら消化し続けるだけだが。

　ちなみにジャンルは無作為。「救世主たるもの文武両道であるべき」という謎なぞの持論で、主にファンタジー系統（神とか魔法とか魔術とか）を中心に情報を叩たたき込こまれた。

　別に拒むこともできたが、幸い読書は好きだったので適当にこなしたのだが……それが食事にも適用されていたとは。

「正直に言わせてもらうと、黒斗様の身体からだの中はボロボロでした。おそらく長年の不摂生の影響だと思うんですが、心当たりは？」

「あ～……まあ食ったり食わなかったりだったな」

　自分の化物具合を確認するために数ヶ月何も食べなかったりと、かなり無む茶ちや苦く茶ちややらかした記憶がある。自覚はなかったのだが、健康というわけではなかったらしい。

「アレを短期間で治すとなると普通の方法じゃどうにもならなかったので、仕方なく異界の薬を使わせてもらいました。内緒で仕込んでいたことは謝ります。すみません」

「……お前、そういうのちゃんと気を使ってたんだな」

「失礼ですね！　私の行動は全すべて黒斗様を想おもってのことですよ！」

　俺じゃなくて救世のためだろ、と言いかけて止やめる。彼女が本気で自分のことを想っていることは、この一ヶ月で充分すぎるほど理解していた。

　黒斗は誤ご魔ま化かすように視線を外し、底の見えない暗くら闇やみを適当に眺める。じっと覗のぞきこんでいると吸い込まれる───そんな恐ろしさを感じさせるほどに闇は深く、濃い。

「あまり見ないほうがいいですよ。心が壊れちゃいますから」

「そんなに危険なのか？」

「その闇やみは創世の理ことわりや生命の系けい統とう樹じゆなど、いわゆる真理と呼ばれる類たぐいのものです。神でもない黒くろ斗と様がうかつに『知る』と戻ってこられなくなりますよ───っていうか、出発する前に説明しましたよね？」

「そうだっけ？　面倒な話は聞き流してたからな」

　ただでさえ課題のせいで知識飽和だったのだ。本筋と関係なさそうなことは適当に流しておかないと頭が持たない。

　フェルは不満そうながらも、仕方ないと溜ため息いきをつく。

「……まあいいです。使命のことを覚えてるなら、それで充分ですよ」

「それはちゃんと覚えてるさ。無数に存在する並行世界全すべてを危機に晒さらしている【魔神】を倒す───だろ？」

「ええ、そのために向かっているのが異世界の一つ。私たちが【濾ろ過か世界】と呼んでいる世界です」

　異世界に出現した【魔神】を滅ぼしてほしい。それがフェルの告げた使命だった（ただし救世主は黒斗一人ではなく、全部で六人いるらしい）ちなみに【濾過世界】というのは、いわゆる剣と魔法の世界、「中世ファンタジー」と呼ばれる世界観とのこと。

　魔神、異世界───普通なら正気を疑って当然の単語のオンパレードだが、黒斗はそれらをあっさり受け入れた。なにせ自分自身が「異能」などという摩ま訶か不ふ思し議ぎなものを持っているのだ。今さらその真偽を問うても仕方ない。

「つーか、この手の異世界って一瞬で到着するもんだろ。なんで俺たちはこんな捻ねじり狂った空間を歩いて移動しなきゃならないんだ？」

　フェルに渡された資料───その手のゲームや本において「召しよう喚かん」自体は一瞬だった。こんな面倒なことをさせる理由が分からない。

「時空間移動というのはそんなに便利なものじゃないんですよ。いえ世界間移動なら一瞬なんですけどね。問題は時間軸のほう、これの計算がそりゃもう凄すさまじく面倒なんです。歩きながら常に修正を繰り返さないと、全く別の時代に飛ばされかねません」

「お前、神様だろ。タイムトラベルくらい楽勝じゃないのか？」

「神様といっても神霊は上級神の眷けん族ぞくでしかありませんからね。創世に関かかわる時空間は管轄外。今の時空間移動これも一時的に権限を貸し与えられてるだけなんですよ」

　彼女によれば、神霊と言うのは「神」の中では最下位に属するらしい。本人もそれは自認しているらしく、こうして謙けん遜そんしているのだが───。

「……三千メートル級の山一つ丸ごと再生させたヤツのどこが『眷族』なんだよ」

「その山を一撃で消し飛ばしたのは黒斗様でしょーが。世界に影響を与えないように修復するの大変だったんですからね」

　互いに呆あきれ声の応酬。

　神の名に相応ふさわしい「万物創造」を見せたフェルと、人間でありながら埒らち外がいの「破壊」を引き起こした柊ひいらぎ黒斗。性質こそ正反対だが、どちらも異常には違いない。

　───埒らち外がい。

　見上げるほどに巨大な山を一撃で粉砕する。そんな真ま似ねが普通の人間にできるはずが、できていいはずがない。

　だから、彼はここに来た。

「……フェル、忘れてねえよな。お前の誘いに乗ったら俺が何なのか教えてもらう───そういう約束だ」

「もちろん、忘れてませんよ」

　黒くろ斗との真剣な眼まな差ざしに、フェルはにこりと笑みを浮かべる。

　自分の正体を知る───それが異世界行きを決めた理由の一つ。実のところ理由の中では一番小さいのだが、それでも知りたいことに変わりはない。

「───世界の行く末は決められている。そう言われて、黒斗様は信じますか？」

　突然、フェルが妙なことを尋たずねてきた。

　急な話題転換に訝いぶかしむ黒斗だが、ここにきて話をはぐらかすほど、彼女は意地の悪い性格ではない。

　どう答えようか迷っていると、フェルはパンっと柏かしわ手でを打った。すると二人を囲む暗くら闇やみに、星空のような無数の光点が生まれる。

「これら一つ一つが世界です。科学技術が発達していたり魔法が存在したりと在り様は様々ですが、それらの世界観は全すべて神が『設定した』ものなのです」

「どういう世界になるか、神がコントロールしているとでも？」

「ええ。例えば黒斗様の世界なら科学が進歩する切っ掛け───電気の発見や情報技術の発達など、いくつかの『収束点』が設定され、どのような過程を経ても必ずそこに辿たどりつくようになっているんです」

「……つまり、大まかな未来は最初から決まっているわけか」

「理解が早くて助かります。これも下地作りの成果ですね♪」

「この手の話は頭が沸騰するほど読まされたからな……」

　ここ一ヶ月でどれほど難解な設定集を読まされたことか。おかげでこの程度の話は難なく理解できるようになった。

「ですが、本題はここからです。世界の数が増えていくに連れ、極ごく稀まれに収束点に歪ゆがみが生じるようになりました」

　声に真剣みを帯びさせ、フェルがもう一度柏手を打つ。

　すると無数の星々の中に極一部、陰りを帯びたものが生まれる。濁った黒のような、どことなく不吉なものを感じさせる色合い。

「歪みといっても大勢に影響の無い程度のもので、最初のうちは放置しても問題はありませんでした。しかし世界に生じた歪みは次第に積み重なり、やがて収束点そのものを変えてしまう事態───大規模な歴史転換パラダイムシフトを引き起こすようになったのです」

　陰は次第に濃くなり、やがて完全に光を飲み込んでしまう。全体の総数から見れば本当に極僅わずか、砂漠の一粒程度の割合だが、その世界は確実に消えた。

「……それが起こった世界はどうなる？」

「予測不能、というのが正直なところです。歴史転換が起こった時点で、その世界は神の力が及ばぬものになります。未来がどうなるか、その世界を造った神でさえ分からない」

　フェルは淡々と結末を語る。言外に「滅びる可能性」を含めて。

　神の視点から見れば取るに足らない被害なのかもしれない。しかし世界一つにいったいどれほどの生命が内包されているのか。

「歴史転換は様々な形で現れます。現象としてだけではなく、時には生物───その世界に存在しないはずの生命を生み出すこともあります。例えば……」

　フェルはそこで不自然に言葉を切る。そして、

「普通の世界でただ一人特異な能力を持って生まれたり───とか」

　努めて平然とした声で、決定的な台詞せりふを言い放った。

　黒くろ斗との足が止まる。

　その言葉の意味はすぐに理解できた。つまり───そういうことなんだろう。

「……なるほどね」

　道理で居場所がなかったわけだ。

　最初から、存在するはずの無い人間だったのだから。

「……なんだか、あんまり気にした様子じゃありませんね」

「ん？」

「ああ、いえ。もしかしたらショックを受けるかな～と思って、なるべくあっさり伝えたんですけど……無用な気遣いでしたか？」

「確かに驚いたけど、今さらだしな。むしろ納得したよ」

　高峰を砕くほどの異能と、それを存分に行使できる常人離れした肉体。これで普通の人間なんて言われたほうがよっぽど異常だ。

　フェルは幾いく分ぶん心配そうな表情を残しながらも、再び光の道を歩き始める。

「改定者───歴史転換によって誕生した想定外の存在を、私たちはそう呼んでいます」

「随分と大仰な名前だな。要は世界に生まれたバグみたいなもんだろうに」

「実際、それ相応の力を持ってますから。神が造り出したあらゆる法則にも属さない理外の力を行使する───いわば神に逆らうことのできる唯一の存在ですからね。『神殺し』なんて別名もあるくらいです」

　何だか凄すさまじい話になってきたが、黒斗が聞きたいことは一つだけ。

「……そんな連中を六人も集めないと倒せないのか？　その【魔神】とやらは」

　救世主として召しよう喚かんされるのは、黒斗を含めて六人。フェルが全員同種の存在と言っていたから、残り五人も【改定者】なのだろう。

　そうなると、そこまでして倒さなくてはならない敵───【魔神】の正体が気になる。

「それはあれです。毒をもって毒を制す、というやつですよ」

「つまり【魔神】も改定者なのか」

「それも恐ろしく強大な。アレを放ほうっておけば【濾ろ過か世界】のみならず、他の世界でも大規模な歴史転換が起こるでしょう。そうなれば全世界の終わりです」

「いきなりスケールでかくなったな」

　てっきり一つの世界の話かと思っていたが、予想以上に深刻な事態だった。いや世界が一つ滅びるだけでも充分重大だが、これは次元が違う。

　言葉に詰まる黒くろ斗とを見て、フェルはくすりと笑みを零こぼす。

「もしかして怖おじ気けづいちゃいました？」

「まさか。ただ全世界とか言われても実感が湧わかないっていうか……」

「まあ見知らぬ世界のために戦えっていうのも無む茶ちやな話ですからね。そんな黒斗様に一つアドバイスです」

　そう言うと、フェルは見る者全すべてを虜とりこにするような笑顔で、

「───恋をしてください」

　そんな台詞せりふを、口にした。

「世界を守るために戦えなんて言いません。色んな人と時を過ごして、触れ合って、貴方あなたが本当に守りたいと思えるものを見つけてください」

「……だから恋なのか？」

「はい。好きな人のために戦う───結局のところ、そのほうが人は強く在あれるものです」

　と、フェルが足を止めた。

「見えました。あれが【濾過世界】、最上位神が己の神体で作り上げた神造世界です」

　彼女が指差す先には、周りに浮かぶ夥おびただしい数の光点とは大きさも輝きもまるで違う、虹にじ色の光を放つ光球。

「さ、行きましょう！」

　フェルは黒斗の手を取ると、光へ誘いざなうように駆かけ出だす。

「…………」

　繋つないだ手から温かさが伝わってくる。

　ずっと忘れていた。彼女がいなければ、もう感じることのなかったぬくもり。

　───恋をしてください───

　かつて、同じことを言った女がいた。

　誰でもなく、ただ生きていた自分のそばにいてくれた最初の家族。

　そして───柊黒斗が殺してしまった人。

「……とっくに諦あきらめたと思ってたんだけどな」

　フェルには聞こえない微かすかな声で呟つぶやく。

　諦めたはずだった。期待することを、そして誰かと繋がることを。

　もしフェルが普通の人間だったら、こんなことは思わなかっただろう。彼女が神霊だから、自分と同じ異質な存在だから希望を抱いた。

　もしかしたら、

「ほら、急いで！」

　彼女となら、一緒に───。

　そう思って歩き出そうとした、そのときだった。




　世界が、壊れた。




　比ひ喩ゆではない。

　フェルが「真理」と表現した全すべてを飲み込むような暗くら闇やみに、何の前触れもなく大きな亀き裂れつが奔はしる。

「え……？」

　フェルが間の抜けた声を漏らす。

　亀裂から染み出すように現れたのは「赤」。

　血より濃く炎よりも深く、おぞましさを覚えるほどに綺き麗れいで不気味な、鮮烈の赤。





　　　　───見つけた───






「ぐ……っ」

　声が響く。

　決して大きな音ではない。しかし圧倒的な「格」を有するそれは黒くろ斗との思考をかき乱し、瞬く間に平衡感覚を奪う。そして───。

　裂けた空間が血のように揺れ蠢うごめき、巨大な何かが飛び出してきた。

「な───ガッ!?」

　突然のことに反応が遅れる。正体不明の赤はその隙すきを見逃さず黒斗の身体からだに纏まとわりつき、全身の骨が砕けるほどの力で締め上げてきた。

　一瞬で肺から空気が奪われる。

　急速に霞かすんでいく視界の中で、黒斗はようやく己を縛るものの正体に気付いた。

　手だ。

　真紅のウロコに覆われた巨大な手。鋼鉄さえ易やす々やすと引き裂きそうな巨大な爪つめを有した、異形の腕。

　ミシッ……と不吉な音が鳴る。

　黒斗の脳裏をよぎったのは、一瞬先の未来。

　己を掴つかむ巨腕に力が籠こもり、皮膚を突き破って骨を砕き、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを全て潰つぶす───そんな明確な死のイメージ。

「───う、らあああああああッッ！」

　死の恐怖に突き動かされ、黒斗は雄お叫たけびをあげて己の異能を最大出力で発動させた。

　考えた上での行動ではない。思考を占めるのは、ただ一つの予感だけ。今抗あらがわなければ確実に、死ぬ───っ！

「きゃあっ!?」

　局所的に数百倍にも達する重力空間が生成され、内側と外側の両方から異形の手を押し潰つぶす。フェルが空間歪わい曲きよくの余波で吹き飛ばされたが、気を払う余裕は一ミリもない。

　重力制御。それが柊ひいらぎ黒くろ斗とに与えられた異能。空間を歪ゆがませ、山河を一撃で崩壊させるほどの重力を発生させる異質な力。だというのに───

「ビクとも、しねえ……っ」

　信じられない光景だった。真っ当な生物なら骨まで潰れているはずなのに、巨腕は離すどころか逆に締め上げてくる。

　いや、おそらく腕の主に締め上げるつもりはないのだろう。ただ掴つかんでいるだけ。

　もし相手が本気なら一秒も経たたずに潰されている───触れているから分かってしまう、絶対的な力の差。





　　　　───こちらへ来い───






　再び声が響き、巨腕が黒斗を掴んだまま「赤」の中へと戻り始める。抵抗を許さない圧倒的な力の前に、黒斗は為なす術すべもなく引きずり込まれていく。

「黒斗様！　手を！」

　必死に手を伸ばすフェルの姿が見える。だが───その距離は絶望的なまでに遠い。

　指先は虚むなしく空を撫なで、視界が赤に覆い尽くされる。

　黒斗の意識は、そこで途切れた。





　　　　◆　◆　◆






　目覚めて最初に感じたのは、身体からだを焦がすような熱気だった。

「ぐ……っ。ごほっ……」

　酸素を求めて呼吸した瞬間、肺が焼けついて咳せき込こむ。

　そこは先ほどまでフェルと歩いていた「狭間はざま」ではなかった。足元には焼け焦げた褐色の大地が広がり、見上げる先には紅あかい空が広がっている。

「ここは、何ど処こだ……？」

　脳裏に「異世界」という単語が浮かぶ。まさか別の世界に迷い込んでしまったのだろうか。黒斗はふらつきながらも両足でしっかりと立ち上がり、




　その存在に、気付いてしまった。




　全身が凍りつく。心臓さえ鼓動を止めてしまったかのように、体中が活動を停止する。

　辺りは見渡す限り火の海。煉れん獄ごくという言葉を形にしたような光景。

　だが、今の黒くろ斗とにはそれすらも目に入らない。

　見なければよかったと、目覚めなければ良かったと心の底から後悔した。

　それでも目を逸そらさない。否いな、逸らせない。

　予感なんて生なま温ぬるいものじゃない、今目を逸らせば───確実に殺される。

「───ほう。格の違いを理解できる程度の知能はあるようだな」

　それが言葉を発した瞬間、音は衝撃波となって黒斗の全身を叩たたく。炎は千切れ、焼け焦げた大地に亀き裂れつが入る。

　遥はるか高みから黒斗を見下ろすのは、血よりも赤い真紅の双そう眸ぼう。

　空を背負うかのごとき巨大な翼を広げ、大地を引き裂く爪つめを尖とがらせ、絶対的強者はただそこにある。

　───龍ドラゴン。

　人が幻想した最強の具現化。

　空想活劇と神話の中にしか存在しないはずのそれが、真紅の龍りゆう麟りんに純然たる殺気を漲みなぎらせて立ちはだかっていた。

「……は、いきなりドラゴンとエンカウントかよ。バランスぶっ壊れすぎだろ」

　今にも崩れ落ちそうな膝ひざを支え、それでも黒斗は真正面から龍とにらみ合う。

　赤き龍はその反応に幾いく分ぶん感心したように唸うなり声を上げる。

「我を前にしてまだ口が利けるとは、随分と余裕があるな人間。中々の胆力だ」

「馬鹿言え、感覚が麻ま痺ひしてるだけだ」

　それは嘘うそ偽りない言葉だった。

　ただ立っているだけで心を壊し、存在するだけで空間を支配する圧倒的な威圧感。まともな人間なら対たい峙じした瞬間に狂っている。

「素す直なおに恐怖できたら、そのほうがよっぽど幸せだったろうよ」

　黒斗の返答がよほど愉快だったのか、巨龍は喉のどを震ふるわせるように嗤わらう。それに呼応して炎が天を焼くがごとく立ち上る。

「くくくっ……我と同じ【改定者】の波動を感じて引き込んだものの、矮わい小しような人間だったときは失望したが……どうやら退屈凌しのぎ程度にはなりそうだ」

　大地が鳴動する。

　膨れ上がった殺気はもはや物理的な破壊力を有し、瞬く間に地上を焦土に変えて岩盤を引ひき剥はがす。

「ぐ───ッ!?」

　反射的に重力を障壁に変えて全身に纏まとう。

　理由も状況も、何一つとして分からない。ただ全身を押し潰つぶすほどの殺気が、避けられない戦いを示すのみ。

「【改定者】よ。存分に力を振るえ。己の命と存在を賭とし、この我を打ち砕いてみせろ！」

　赤き龍は吼ほえる。滅びた世界に座し、天高らかに闘争の覇気を放つ。

　暴虐が顕けん現げんした。





　　　　◆　◆　◆






「神格解放───我が手に集え、【神威の明星ブリユーナク】！」

　闇やみ色いろの世界に眩まばゆい閃せん光こうが弾はじける。

　言霊を唱え、フェルは胸の前で合わせた両手をゆっくりと引き離す。

　糸のように伸びた光の帯を掴つかみ、神霊フェルが顕現させるのは神力の具現化たる桜色の雷らい槍そう【神威の明星】。

「せ……りゃああああああああっ！」

　雄々しい叫びを上げたフェルは雷を帯びた槍やりを投とう擲てき。桜色の矢と化した神槍は黒くろ斗とを取り込んだ「赤」に突き刺さる。

　一瞬の拮きつ抗こう。

　力を一点に集中させた雷撃は世界を分かつ隔壁を撃ち抜き、空間に大きな穴を開ける。その瞬間を見逃さず、フェルは躊躇ためらうことなく飛び込み───。

「……なに、この世界……」

　あまりの異様さに、言葉を失った。

　世界というのは神の方針一つで如い何か様ようにも変わるもの。中には創造神の品性を疑いたくなるような、狂った世界も確かに存在する。

　だが目の前に広がるそれは、もはや世界ですらなかった。

　───死んでいる。

　空、大地、海───全すべてに生気が感じられず、ただ劫ごう火かが燃え盛るのみ。

　新しい生命が生まれる余地はなく、生命の箱庭としての役目を失った空間は漫然と存在し続けるだけ。

「……っ」

　冷たい汗が背中を伝う。

　この世界には過去も未来もない。全て残らず滅ぼされてしまった。そのことに気付いて、身体からだの震ふるえが止まらなかった。

　恐怖に押し潰つぶされそうになったフェルを我に返したのは、音。

　全身を叩たたきつけるような轟ごう音おん、そして耳をつんざく咆ほう哮こうが焦土に響き渡る。

「呆ほうけてる場合じゃありませんでした！」

　フェルは再び神格を解放、三対六枚の翼を広げて紅あかい空を翔かける。

　音の発生源はかなり遠いが、雷速で翔けるフェルには関係ない。僅わずか数秒たらずで目的の場所に辿たどりつき───固まった。

「…………………………え？」

　目の前には、炎を統べるように君臨する真紅の巨龍。

　突如現れたフェルには目もくれず、大地に横たわる物体を見下ろしている。

　…………物体？

　それ以上見るなと本能が叫ぶ。

　物体でなければならない。───であるはずがない。

　周りには真っ赤な液体が池のように広がっている。いや、本当はとっくに分かっていた。ただ認めたくなかっただけ。

　だってそれは、もう人の形をしていな───。

「……もう壊れたか。存外呆あつ気けなかったな」

　巨龍が至極どうでもよさそうに言い放つ。

　声は音波となって炎を散らし、その隙すき間まからくすんだ灰色の髪が覗き、

「───黒くろ斗と様ぁああああああああああああああっ!!」

　巨龍も目に入らず、フェルは悲鳴を上げて黒斗のもとに翔かけた。

「あ……あ、あ……っ」

　血の池の中に沈んだ黒斗は、直視できないほど惨むごたらしい状態だった。

　軽傷なんてどこにもない。身体からだ中じゆうに刻まれているのは全すべて致命傷。しかし、それだけならまだ人の形を保っていられただろう。

　最も酷ひどいのは左半身。

　頭の半分、左手、左足は原形を留とどめておらず、骨から筋繊維、内臓までぐちゃぐちゃに潰つぶれて肉の塊と化している。

「くろ、と……さま……」

　呆ぼう然ぜんと彼の名をつぶやく。

　反応はない。

　当然だ。人間がこんな状態で生きていられるはずがない。それでもフェルは物言わぬ黒斗の身体にしがみつき、必死に呼びかける。

「黒斗様、黒斗様！　ねえ黒斗様、起きて！　お願い、目を開けて！」

「無駄だ神霊。それはもう死んでいる。二度と目覚めることはない」

「───っ！」

　泣き叫ぶ少女を見降ろし、巨龍は冷たい声で現実を突き付ける。

　その言葉に、フェルの視界が真っ赤に染まった。

「我が手に集え……【神威の明星ブリユーナク】ッッ!!」

　焼けつくような怒りに身を任せ、フェルは雷を顕けん現げんさせる。

　───雷らい槍そう【神威の明星】。

　一射であらゆる生命体を根源から破壊し、輪りん廻ね転生の輪さえも射抜く神罰の具現化。

　それが数千から数万。文字通り天を覆い尽くすほどの数の槍やりが、巨龍を囲むように展開される。

「ほう……？　雷神の類たぐいだったか。神霊にしては中々の力だ」

　己を狙ねらう夥おびただしい数の槍やりを、龍は面白そうに見渡す。

　神霊は神の中では最下位に分類される。しかし、それはあくまで「神」という超越者の括くくりの中での話。

　念じるだけで世界を改変し、破壊と創造を自在に操る神にしてみれば、虫けらも龍も変わらない。どちらも比べる価値すらない下等生物。

　神が頂点であり、他の全すべてが等しく下にいる。それが絶対の制約ルール。

「そのガラクタの報復か。だが、心しておけ」

　ただ一つの例外を除いて。

「神そ槍れを使えば、貴様は我の『敵』だ。その覚悟があるなら挑んでこい───」

「落ちろぉおおおおおおおおおおっっ!!」

　叫び声と共に、槍は無数の矢となって降り注ぐ。

　何ど処こにも逃げ場はない。一発一発が世界を破壊する文字通り「神の怒り」を前に、巨龍は息を吸い込み、

「──────温いッッッ!!」

　ただ、吼えた。

　地を這はう業火は一瞬にして掻かき消けされ、大気は根こそぎ吹き飛ばされる。

　そして龍を灰も残さず消滅させるはずだった雷らい槍そうは、ただの咆ほう哮こうで欠片かけらも残らず消し飛ばされた。

「そ……ん、な……」

　絶望が心を覆い尽くす。

　全身全霊を賭かけた一撃だった。世界諸もろ共とも全て破壊するつもりで放ち、事実そうなったであろう神の雷。

　それが、微み塵じんも通用しなかった。

「愚か者め。神が絶対とでも思っていたのか？　そこのガラクタのように未み覚かく醒せいの卵ならまだしも、真に覚醒した【改定者】にその程度の神力が通用するとでも？」

　龍の言葉も耳に入ってこない。

　知識としては知っていた。

　世界構造に生まれた致命的なバグ。神が生み出したわけではなく、それゆえに森羅万象を操る造物主でさえどうにもならない存在。

　───【改定者】。神を殺し得る可能性を秘めた、完全完かん璧ぺきなるイレギュラー。

「……つまらん。そこの人間のほうがまだ楽しめたぞ」

　心の折れたフェルを見下ろし、龍は静かに顎アギトを開く。

　赤き龍りゆう麟りんから炎が立ちのぼり、巨大な牙きばと牙の間に収束。限界を超えた質量は真っ赤な光球を形成する。

「消きえ失うせろ」

　死の宣告。

　神ですら滅ぼす災厄を前に、フェルは逃げることもできない。ただ絶対的な死をもたらす紅あかい光が撃ち込まれる瞬間を黙って見送り───。




　星を自壊させるほどの重力圧が、巨龍を頭から押し潰つぶした。




「なに……ッ!?」

　神罰すら防ぐ鉄壁の龍りゆう麟りんが軋きしむ。

　真紅の双そう眸ぼうが向く先は、先ほどまで地に転がっていた灰髪の少年。まだ息があったらしく、まっすぐ龍を睨にらみつけて右手を伸ばしている。

「ぐ……っ。貴様、一体何ど処こにこんな力が……ッ」

　上から降り注ぐ重圧を跳ね飛ばそうとする巨龍。

　光球の形成に力の大半を注いでいたとはいえ、それまで少年が行使した重力とはケタ違いの出力だった。しかも圧力は次第に増していく。

「グオオオオオオオオオオッッ！」

　吼ほえる。

　神槍を容易たやすく消し飛ばした咆ほう哮こうはしかし、一帯を押し潰す重力圧に弾はじかれる。

「はっ……はっ……」

　制御範囲を大幅に超過した重力に、右手が悲鳴を上げる。

　思考なんて残っていない。意識も飛びかけている。

　残っているのは元始に刻まれた闘争本能。目の前の敵を叩たたき潰す───ただそれだけ。

「───おぁああああああああああああああああああああああッッッ!!」

　一気に倍増した重力圧に耐えきれず、龍は悲鳴を上げて大地に押し潰された。同時に限界を迎えた黒くろ斗との右腕があらぬ方向にひしゃげる。

　巨龍の転倒。それがフェルの意識を現実に引き戻した。

　何を呆ほうけているのか。龍に負傷した様子は見られない。すぐにでも起き上がってくる。

　逃げるなら、今しかない───っ！

「神域展開、【神門】を限定領域で構築。時空間移動開始───っ」

　可能な限り手順を省き、自分と黒斗の真下に異界へ繋つながる門を構築する。

　向かう先は【濾ろ過か世界】。このままだと黒斗は一分とたたずに死ぬ。改定者の傷を治せるのは改定者だけだ。神でさえどうすることもできない。

　幸い、この世界と【濾過世界】の位相はそこまで離れていない。この程度の演算なら五秒もあれば───そうフェルが気を抜いた瞬間、地に伏せていたはずの巨龍が壮絶な殺気を放って起き上がった。

「この我から───」

　地の底から響き渡るような声だった。

　その内に秘めた激情に呼応するように炎が立ちのぼり、一気に膨れ上がった力の波動は余波だけで世界を崩壊させていく。

「逃げられると思ったか、神霊ッ！」

　炎が収束し、紅球が凄すさまじい速度で生成されていく。その密度は先ほど見せたものとは比べ物にならないほど高い。

「く───っ!?」

　このままだと間に合わない。フェルが咄とつ嗟さの判断でいくつかの演算をすっ飛ばし、強引に【神門】を形成した直後───。

　紅あかい閃せん光こうが、全すべてを覆い尽くした。




「……逃がしたか」

　残光を残し、光の帯が消えていく。

　直線状を跡形もなく焼き尽くした龍の息吹ドラゴンブレスは次元の壁すら破壊し、その向こうには神でなければ入れないはずの「狭間はざま」の世界が広がっている。

「ククク……まさか本当に逃げられるとはな」

　嗤わらいが止まらない。

　彼は見ていた。二人を肉片も残さず消し去ったであろう光の奔流。そしてそれを直前で防いだ黒い重力球を。

　防がれたのは一秒にも満たない僅わずかな間。

　それでも、あの少年は確かに防いだのだ。必殺の一撃を。

「───やっと、見つけた」

　巨きよ躯くを歓喜に打ち震ふるわせ、龍は嗤う。

「さて、これからどうしたものか。ヤツらを追うにしても別の世界にいては感知できない。面倒だが一つ一つ探していくしかないか───む？」

　突然、辺りの空間に無数の亀き裂れつが入った。

　亀裂は無理やり開けられた次元の穴を中心に、瞬く間に広がっていく。

「この世界も限界か。まあいい、もうここにいる意味もない」

　境界線が壊れたことで世界そのものを維持できなくなっている。境界を再構築できる神がいない以上、この世界はじきに消えてなくなるだろう。

「ゆっくり時間をかけて探し出すとしよう。楽しみは取っておくものだ」

　巨龍は翼を広げると「狭間」へと飛び去っていく。まずはどの世界から滅ぼしていこうかと、隠しきれない愉悦を滲にじませながら。




　彼かの者ものに名はない。

　ただ後に彼の存在を知る神々から、彼の者はこう呼ばれることになる。

　龍の中の龍。最強の具現化。

　神を打倒し、世界を滅ぼした本物の「神殺し」。

　───【真龍】と。





　　　　◆　◆　◆






【濾ろ過か世界】内部、大陸の東に位置する大都市アヴィオール。

　その一画の庭先で、一人の少女が剣を振るっていた。

「２９８……２９９……３００。これで終わり、っと」

　日課の鍛錬を終え、乱れた呼吸を素早く整える。

　騎士隊の正式作法で訓練用の模造剣を収めると、途端に汗が噴き出してきた。用意しておいた水を頭から被かぶり、火照った身体からだを冷ます。

「あー気持ちいいー……」

　水滴を拭ぬぐい、少女───クーレルカは空になった桶おけを放ほうり投げた。

　赤みのかかった茶髪は癖っ毛なのか、肩のあたりで軽くウェーブがかかっている。

　動きやすさを優先させた服は健康的な肢体を浮き彫りにしており、髪を振って雫しずくを飛ばすと腰に構えた細剣レイピアがカチャリと揺れた。

　その後ろで、同じ赤茶毛の男が少女の投げ捨てた桶を拾いあげる。

「……クー。何度も言っているが、いい加減そのがさつなところを直せ」

「あれ？　父さん、いつの間に帰ってきてたの？」

　父さん───少女にそう呼ばれた男はスレイ。クーレルカの父親である。

　いつもの小言に、クーレルカは気の強そうな瞳ひとみを不機嫌そうに歪ゆがめた。

「別にいいでしょ。誰に迷惑かけてるわけでもないし」

「そんなだからいつまでも騎士見習いのままなんだ。騎士に求められるのは単純な力だけではない。最も重要なのは力を制御する心だ」

「またそれー？　もう耳にタコができるほど聞いたってば、騎士隊長様」

　不機嫌そうに言葉を返し、クーレルカは大きく伸びをする。

　───騎士。その称号はこの世界において少し特別な意味を持つ。

　精霊や魔獣などの外敵から都市を守護している領護軍、その中でも一握りの精鋭のみを集めたのが騎士隊。通称《エインヘル》と呼ばれる都市防衛の要である。

　そしてこの街、機甲都市アヴィオールの騎士隊長がスレイ。

　その娘、クーレルカは十代にして騎士見習いに抜ばつ擢てきされた実力者。もっとも、ここ最近は騎士への昇格試験に三回連続で落ちていたりするが。

「次の昇格試験は近々行う。しっかり準備しておけ」

「今度こそさくっと受かってやるわ。大体三回も落とされたことがおかしいのよ。一対一なら父さん以外に負けないのに」

「そうあってほしいものだ」

　不ふ貞て腐くされる娘を一いち瞥べつし、スレイは小さく溜ため息いきをつく。

　彼女が落とされている理由は明確だが、それは彼女自身で気付かなければならないこと。試験官の一人である自分が口を出すべきではない。

「それで、どうして帰ってきたの？　自こ宅こには滅めつ多たに寄りつかないのに。まさか今の小言を言うためじゃないでしょ？」

「実はしばらく街の警備を強化することになってな。そのうち、お前にも動員命令が下るかもしれん」

「見習いのアタシに？」

「近頃、辺りの精霊の様子がおかしい。大規模な戦闘になる可能性もある。精霊機甲の手入れは怠るな」

　詳しいことは何も語らず、スレイは背を向けて歩き去っていく。そのときだった。

　どぉん───大気を揺るがすような轟ごう音おんが鳴り響く。

「な、なに!?」

　咄とつ嗟さに見上げると、まだ昼間だというのに空が真っ赤に染まっていた。それも夕日のように綺き麗れいな朱色ではなく、血のように不気味な真紅。

「父さん、あれは……って、もういないか」

　異常な光景に振り返ると、すでにスレイはいなかった。

　目をこらすと赤毛の髪はすでに遠く、大小様々な建物が入り組む街中を壁から壁に跳び移り、強引に駆け抜けている。

「さすが、領護軍最強の騎士」

　なんにせよ騎士隊の長が向かった以上、見習いの出る幕ではない。クーは汗を流しに向かう途中で振り返り───。

「そういえば、聖域の辺りに何か落ちたように見えたけど……気のせいよね」

　すぐに興味を失い、風ふ呂ろ場ばに直行した。





　　　　◆　◆　◆






　───落ちていく。

「まさかいきなり空中に投げ出されるなんて……っ。黒くろ斗と様、あと少しです！　頑張ってください！」

　ぐったりした黒斗を抱え、フェルは一直線に地表へ落ちていく。

　何とか二人揃そろって龍から逃げることができたが、【神門】の出現位相を大きくずらされてしまった。そうでなければ上空五千メートルに召しよう喚かんされるなどあり得ない。

　黒斗の鼓動は確実に弱くなっている。元々生きているのが奇跡のような重傷、急いで手を打たなければ───。

「ごほっ……」

　黒くろ斗とが大量の血を吐き出し、僅わずかに残されていた生気が急速に失われていく。

　ダメだ。このままじゃ下に着く前に命が尽きる。

「……黒斗様、失礼します！」

　確実に死へと近付いていく黒斗に、フェルは迷わず己の唇くちびるを重ね合わせた。

　するとフェルの全身がほのかに輝き、指先から少しずつ光の欠片かけらになって消えていく。桜色の光は黒斗の潰つぶれた左半身に集まり───。

　二人は折り重なったまま、街の中央にそびえ立つ塔の頂上に激突した。







　───くろ……さま！

　声が聞こえる。

　───起きてください！　……さま！

　必死の呼びかけに、ゆっくりと沈んでいた意識が浮上していき───黒斗は冷たい金属の上で目覚めた。

「黒斗様！　良かった……間に合ったぁ……」

「フェ……ル？」

　起き上がろうとするも、身体からだが言うことを聞かずに倒れる。全身の感覚が鈍く、まるで自分の身体じゃないようだった。

「まだ動かないでください。あと少しで同調が終わりますので」

「なにが……どうなって……？」

　尋たずねようとして、思い出した。

　見るだけで恐怖を与える絶対的な力と格。耳をつんざく咆ほう哮こう。そして大おお爪づめの一振りが左半身を引き裂き───。

「そうだ……俺は、あの龍に……」

　殺された───はずだ。それなのに左腕や左足もちゃんとある。いったいどうなっているのか。

「フェル、あの後どうなったんだ？」

「あー……今から説明します。先に言っておきますけど、驚かないでくださいね？」

　暗示めいた言葉の後、顔に影がかかる。

「…………は？」

　結論から言えば、それはフェルだった。

　ただし、そのサイズはもとの十分の一程度、片手で掴つかめるほどの大きさしかない。

「えーっと……フェル？　その姿は何の冗談だ？」

「本当に冗談ならよかったんですけどね……」

　大幅に小さくなったフェルは溜ため息いきをつき、淡々と事情を説明し始めた。

「まず最初に黒くろ斗と様は瀕ひん死し、というかぶっちゃけ『何でアレで死んでないの？』的な状態でした。なので一刻も早く治療する必要があった───ここまではいいですか？」

「ああ」

　なにせ身体からだの半分が潰つぶれてたのだ。普通なら即死だろう。

「ですが、【改定者】を治せるのは同じ【改定者】だけです。神の創造した生物じゃありませんからね。けどこのままじゃ間に合わないと判断したので、私の身体を切り離して黒斗様にくっつけました。以上です」

「待て。色々すっ飛ばし過ぎだ。なんで身体を切り離したら小さくなるんだよ？」

「私の身体はは単なる肉体じゃなくて、エネルギー体に近いものなんですよ。ほらアメーバとかスライムとかいますよね？」

「不定形生物か」

「そうそう。簡単に言うとあんな感じで、形を自由に変えられるんです。それで黒斗様の欠損部分に無理やりくっつけた、というわけです」

「分かりやすいけど例えが嫌すぎるわ！」

　自分の半身がそんなもので構成されている───おかげで助かったとはいえ普通に気持ち悪い。もうちょっと別の言い方はなかったのだろうか。

「あとですね、その関係で二つほど言わなくちゃいけないことがありまして……」

「……ん、なんだ？」













　追い打ちをかけるように、フェルがおずおずと切り出す。

　その表情は申し訳なさに溢あふれていて……もの凄すごく嫌な予感がした。

「なんとなーく分かってると思いますが、神と【改定者】というのは相あい容いれない存在なんです。それでですね、今の黒くろ斗と様はその二つを同時に持っている状態でして……」

「……光と闇やみが合わさって最強？」

「それなら夢があって良かったんですけど。残念ながらふつーに打ち消しあってゼロな感じです」

　フェルの言葉に、黒斗は手のひらに重力球を形成しようとする。が、いつものように身体からだの奥から力が湧わきあがってくる感覚はなく、手のひらに変化はない。

「ぶっちゃけ、今の黒斗様は身体が丈夫なだけの一般人です」

「うわお」

　思わず変な声が出た。

　重力圧、空間歪わい曲きよく───色々試してみたが全すべて不発。今まで呼吸するのと同じレベルで出来ていたことが、一切出来なくなっていた。

「これどーすんの？」

「……さあ？」

　フェルも困り顔で首を傾かしげるのみ。

　異世界に行って特殊能力を得るというのは王道の展開だが、異世界に辿たどりついて力を失うなんて前代未聞だ。

「……とりあえず、これは置いておこう。それで、もう一つは？」

「実は逃げるときに転移座標を狂わされてしまいまして、現在位置が不明です。【濾ろ過か世界】にいることは間違いないんですが」

「【濾過世界】……ここが……」

　まだ感覚の鈍い身体に喝を入れ、何とか起き上がる。

　二人が落ちた場所はそれなりに大きな円形の空間だった。天井はなく、床はよく分からない白い金属で作られ、外周には柱が何本もそびえ立っている。

「どうやら塔の頂上に落ちたようですね。かなり大きめの街みたいですよ」

　端まで歩くと、眼がん下かに街の様子が一望できた。この塔はちょうど街の中央に位置しているらしく、街そのものが巨大な円を描いていることが分かる。

　だが───。

「……想像してたのと随分違うな」

　フェルの話では古典的な中世の世界観、言い方は悪いが原始的なイメージだった。

　しかしこの塔もそうだが、目の前に広がる街は現代日本とまではいかないものの高層建築物や機械などが目につき、近代レベルの技術はあるように見受けられる。

　それに何よりも、街は見る限り平和そのもの。とても魔神の脅きよう威いに困こん窮きゆうしているようには見えない。

「本当にここで合ってるのか？」

「【濾ろ過か世界】特有の霊力も感じられますし、そのはずなんですけど……」

　フェルも自信がなくなってきたのか、不安げな表情を隠せない。

「とりあえず下に降りるか。誰かに聞けば分かるだろ」

　なんにせよ、動かなければ始まらない。黒くろ斗とはちびフェルをつまんで頭の上に乗せ、下に降りる道を探そうと辺りを見回し───ようやくそれに気付いた。

「……なんだ、これ」

　振り返った先、広場の中央にそびえ立っていたのは巨大な水晶。

　黒斗の倍ほどの大きさはあるだろうか。まるで辺りの空間を支配しているかのように、水晶は自然と視線を惹ひき付つける不思議な魔力を放っている。

「随分と大きな水晶ですね。は～、凄すごく綺き麗れいです……」

　頭の上でフェルが感嘆の声を上げる。

　フェルの言う通り、目の前にあるそれは怖いくらいに美しかった。

　色は吸い込まれてしまいそうなほど深い蒼あお。表面は自然のものとは思えないほど滑らかで、まるで生きているかのように絶え間なく光の欠片かけらを零こぼしている。

　息を呑のむほどに幻想的な光景。

　しかしそれとは対照的に、水晶の台座は人工的なもので彩られていた。

「水晶の下にあるのは……機械？　管とかいっぱい通ってますし、大量の霊力を感じます。水晶の中から吸い取っているのでしょうか？」













　黒くろ斗との頭から離れたフェルは水晶の周りをふよふよと飛び回る。

　機械は完全に塔と一体化しており、水晶と同じ色を微かすかに滲にじませている。水晶が神秘的な雰囲気を放っているからこそ、機械の異質さが際立つ。

　真面目まじめに観察するフェル。一方で、黒斗は水晶から目を離せずにいた。

　吸い寄せられるように一歩近づく。

　心なしか光を増した水晶の中、紺こん碧ぺきの向こう側から声が聞こえてくる。耳を澄ましても微かにしか聞こえないほど小さな声。

　なぜだろう。その声は、とても寂しそうに聞こえた。

「……黒斗様？　どうかしましたか？」

　フェルの言葉も聞こえず、黒斗はゆっくりと水晶の表面に触れる。

　声は次第に大きくなっていく。

　寂しい、誰か助けて───その声は孤独に満ちていた。だから、黒斗は手を差し伸べるように手のひらを押し当て、

「黒斗様、あそこに階段がありますよ。早く行きましょう」

「あ、ああ」

　声をかけられて我に返る。ほとんど無意識で動いていた。

　フェルに急せかされて階段を下りる直前、黒斗はもう一度水晶に視線をやる。気のせいだろうか、その光は少し陰りを帯びているように見えた。

　塔の外周に沿って造られた螺ら旋せん階段を下っていく。

　ただの金属製の塔かと思っていたが、内部では歯車や導管が複雑に入り組んでいる。どうやらこの建物自体が巨大な機械になっているらしい。水晶と同じ色の光を放つ導管を辿たどれば、この塔を中心に街全体へと広がっている。

「やはり、あの水晶は霊力の源のようですね。それを街中に送っていると。それにしても、この塔の仕組み……もしかして精霊機甲？　だとしたら、この世界はまさか……」

「おーい、そろそろ外に出るぞー」

　ぶつぶつと独り言をつぶやくフェルに告げ、黒斗は外に出る扉の前に立つ。

「……ふう」

　ここを出れば異世界の街並みが広がっているはず。はたして何が待ち受けているのだろうか。黒斗は緊張しながら扉を開け放ち───

　待ち構えていた十数人の重装兵に囲まれた。

「……え？」

「侵入者発見、確保おおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　合図と共に、兵士たちが四方八方から飛びかかってくる。

　突然のことに混乱する黒斗は何もできず、あっという間に両手両足を拘束されて地面に組み伏せられた。

「うおおおいっ、なにこの突然すぎる展開!?　そろそろキレるぞ！」

「このっ、抵抗するな！」

　暴れる黒くろ斗とだが、力を失っている上にこの人数差ではどうすることもできない。兵たちの重装で押し潰つぶされる形で、いとも容易たやすく動きを封じられてしまった。

「くそっ、フェル！　こいつら何とかしろ───フェル？」

　ふと気付けば、頭の上に乗っていた神霊の少女がいない。

　視線を下げれば黒斗の懐に潜り込むフェルの姿が見える。翡ひ翠すいの瞳ひとみが悲しげに黒斗を見つめ……そっと目を逸そらした。

「フェルぅううううううううううううう!?　お前見捨てる気かあああああああああ！」

「さあ、ついてこい！」

　黒斗は捕えられ、狩られた獲物のような恰かつ好こうで近くの大きな建物に運ばれていく。

　階段を下り、向かった先は地下の牢ろう獄ごく。

「そら、ここに入ってろ」

「ぐへっ」

　兵たちは牢ろうの中に黒斗を投げ入れると歩き去っていく。残ったのは指揮官と思おぼしき赤茶毛の男と、部下が一人だけ。

「スレイ隊長、聖域に侵入した不審者を捕えました。武器のほか、精霊機甲の所持は確認できません」

「分かった。取り調べは俺がやる。お前たちは持ち場に戻れ」

「了解しました！」

「……というわけだ。しばらく大人しくしていろ」

　兵士が敬礼して走り去り、隊長と呼ばれた男も後に続く。

　捕まるわけにはいかない───黒斗は咄とつ嗟さに叫んだ。

「ちょっと待てぇ！　呼ばれたから来たのにいきなり牢ろう屋や行きとかどういうことだ！」

「……白昼堂々と聖域に侵入しておいて、その言い草か」

　呆あきれ顔がおの隊長に、黒斗はわざと得意げな表情を作って言い放つ。

「この国の責任者に伝えろ。救世主が魔神を倒しに来た、ってな」

　無能力者になってしまっているが、この際それは置いておく。今はここから抜け出すことが先決。

　六人の救世主の一人。その名に、隊長は慌てふためいて黒斗を解放し───

「…………何を言ってるんだお前は？」

　───なんてことはなく、ひたすら胡う散さん臭くさそうなものを見る目だった。

「あ、あれ？　救世主ですよ？　もうちょっと反応してくれてもいいんじゃない？」

「……何を隠してるのか知らないが、そんな嘘うそが通用すると思うなよ」

　スレイは大きな溜ため息いきをつくと、真っ直ぐ黒斗を見据え、




「魔神を打ち倒した五人の救世主たち───五百年も前の昔話だろうが」




　子供に言い聞かせるような声で言い放ち、足早に去って行った。

「……え、どういうこと？」

「あー……それがですね……」

　困惑する黒くろ斗とに、フェルがうにょっと懐から顔を出す。

「あの龍から逃げるときに転移座標を狂わされた、というのは伝えましたよね。それが空間軸だけじゃなくて、時間軸までずれちゃったみたいで……」

「時間、軸？」

　嫌な予感が最高潮ピークに達する。

　魔神を打倒した五人の救世主。五百年も前の昔話。

　その言葉が指し示す真実は一つだけ。

「───つまりですね。この世界は本来私たちが召しよう喚かんされるはずの時間から、五百年後の未来なんです」

「……はあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　牢ろう獄ごくに叫び声が木こ霊だまする。




　救世主になるはずだった少年、柊ひいらぎ黒斗。

　道中で死にかけた上に力を失い、

　やっとの想おもいで辿たどりついた世界は、とっくの昔に救われていた。







［ 第二章 ］　─── 機甲都市アヴィオール ───




　彼女はずっと暗くら闇やみの中にいた。

　光も届かない真っ暗で冷たい場所。何もかもが消え去った世界で、ただひたすら命が尽きるのを待つだけの人生。

（……寂しい）

　おぼろげな意識の中、心は温ぬくもりを求める。

　だけど、それは決して手に入らない。

　この世界は彼女に生きることを許さない。そのことは他ならぬ彼女自身が一番よく理解していた。

　何分、何時間、何日、何年───時間の感覚もなくなり、心は少しずつ壊え死ししていく。

（…………？）

　突然だった。

　何の前触れもなく虚無の世界がひび割れ、そこから光が漏れ出す。

（……あったかそう）

　手を伸ばす。

　それがいけないことだと分かっていながら、彼女は温もりを、外の世界との繋つながりを求める。もがいてもがいて───そこに辿たどりつく。




　パキン、と何かが砕ける音がした。





　　　　◆　◆　◆






「もう一度最初から聞くぞ。名前は？」

「柊ひいらぎ黒くろ斗と」

　無味乾燥とした一室に二人の声が響く。

「ヒーラギクロト……妙な名前だな。何ど処こから来た？」

「雲の上から」

　黒斗は至極真面目まじめな顔で真上を指差す。その拍子に両腕にかけられた手錠の鎖がかすかに揺れた。

　ちなみに指の先に空など広がっていない。取調室の灰色の天井だけ。

「……何が目的で聖域に侵入した？」

「たまたま落ちた場所があそこだった、それだけだ。侵入したつもりはない」

「最後の質問だ。お前は何者だ？」

「さあ？」

　誤ご魔ま化かしているとしか思えない返答に、スレイは大きな溜ため息いきをつく。

「ふざけてるのか？」

「仕方ねえだろ。全部本当のことなんだから」

　黒くろ斗とは頭の上で手を組み、退屈そうに椅い子すを後ろへ傾ける。

「本当に、名前以外何も思い出せねえんだよ」

　どうしてこんなことになったのだろうと、フェルの言葉を思い返しながら。




「黒斗様ー、そろそろ機嫌直してくださいよ～」

　倒すべき敵【魔神】が五百年も前に討伐されていた───。

　衝撃の事実を前に、救世主として呼ばれたはずの少年、柊ひいらぎ黒斗は、

「なんだよ五百年ってよー。がっつり大昔じゃねえか、そりゃ伝説とか言い伝えとかになるだろうよちくしょー」

　思いっきりやさぐれていた。

　不ふ貞て腐くされたように薄い布が敷かれた床をごろごろと転がる。

　傍はたから見ると駄だ々だをこねる子供そのもので、桜色の髪が特徴的な美少女（ただしデフォルメサイズ）のフェルは頭を抱え、素す直なおに頭を下げた。

「……すみませんでした。私のせいで、こんなことになってしまって」

　黒斗は転がるのを止やめると、横になったまま静かに言い放つ。

「謝まるな。お前のせいじゃない」

　そう、誰のせいでもない。

　彼女がいなければ黒斗は確実に死んでいた。仮に誰かのせいにするならば、それはあの赤い巨龍だろう。責める相手が違う。

　……だからこそ、こんなにもやもやするのだが。

「まあ力を失ったまま召しよう喚かんされても迷惑だったろうし、これはこれで良かったのかもな」

「迷惑どころか非難轟ごう々ごうですよね。救世主として呼ばれたのに何の力も持ってないとか詐欺ですよ詐欺。下手したら無一文で放ほうり出されてましたよ」

　半ば無理やり笑う二人。それって投獄中いまとあんまり変わらないんじゃ、とは絶対に言わない。心が折れる。

「……しかしこの状況はどうしたもんか。普通に歩いてただけなのに犯罪者扱いだ」

「聖域、と言っていましたね。よほど特別な場所なんでしょう。軍隊が近くに配備されているのも、それで納得がいきます」

「で、俺たちは運悪くそこに落ちた、と。本当に踏んだり蹴けったりだな。お前、実は疫病神なんじゃねえの？」

「失礼ですね！　そんなことは……ないと……」

　ここ一時間足らずの出来事を思い出して自信がなくなったのか、フェルの声は尻すぼみに小さくなっていく。

　翡ひ翠すいの目に涙が滲にじむのを見て、黒くろ斗とは慌てて話題を変える。

「とにかく、まずは牢こ屋こから出よう。話はそれからだ」

「……そうですね。このままじゃ黒斗様が犯罪者になっちゃいますもんね」

　フェルは目元を拭ぬぐうと、きりっと表情を引き締める。

　黒斗も冗談抜きで自分の人生が懸かっているので真面目まじめモードに。

「まず救世主や魔神の単語を出すのは論外です。さっきの反応からして、頭のおかしい人と思われるのがオチですから」

「もう半分思われてるっぽいけどな。いっそ脱獄するってのは？」

「それは最終手段ですね。考えなしに飛び出しても捕まるだけですし、仮に逃げきれたとしても無一文ではのたれ死ぬのが関の山です」

　救世主と神霊が真面目に話し合う内容がこれ……情けなくて泣きたくなる。フェルはしばらく額に手を当てて考え込んでいたが、やがて渋々切り出した。

「この際、手段は選んでいられませんね……記憶喪失を装いましょう。うまくいけば保護してもらえるかもしれません」

「何も覚えてないふりをするってことか？　無理があるだろ」

「ええ、遅かれ早かれ見破られるでしょう。でもそれでいいんです。少しでも時間を稼げれば、その間に現状を把握して対策を立てることもできます。今はとにかく外に出ることが先決です」




　以上、回想終了。

　かくして黒斗は記憶喪失を装い、取調室で領護軍（この世界の軍隊兼、警察のような組織らしい）の騎士隊長を名乗る赤茶毛の男、スレイと向き合っていた。

　ちなみにフェルは黒斗の服の中に隠れている。出立前にフェルから渡されたこのコートは内側が異空間に通じているらしく、何でも収納自在という優れものだ。

「記憶喪失か……まあいい、ひとまず信じよう」

「え？　本当に？」

　あっさりと言いのけられ、黒斗は思わず聞き返してしまう。

　まさかこんな簡単に受け入れられるとは思っていなかった。そのせいか、喜びよりも先に不審感が湧わきあがってくる。

「埒らちが明かないからな。ヒーラギクロト、お前は自分の名前以外何も覚えていない、あそこにいたのは単なる偶然───そうだな？」

「黒斗でいい。それで、俺はどうなる？」

「とりあえず釈放だ。ついて来い」

　顎あごで促うながされ、黒斗はスレイの後ろについて領護軍本部の廊下を進む。

　先ほどの取調室にしてもそうだが、壁は微かすかな弾性を帯びた不思議な金属で造られている。この時代───五百年後の濾ろ過か世界は高度な金属加工技術を有しているらしい。

　と、フェルが服の中から顔をだし、スレイに聞こえない小声で話しかけてきた。

「割とあっさり解放されましたね。素す直なおに喜んでいいのか微妙なところですけど」

「ああ、何か裏がありそうだ。注意しておこう」

　短く会話を切り上げ、手持無沙汰の黒くろ斗とは辺りを見回す。

（……あの箱はなんだ？）

　彼の目を引いたのは、片手に収まる程度の小さな箱。

　天井に取り付けられたそれは電球のように発光していた。一定間隔で設置され、日当たりの悪い廊下を明るく照らしている。

　好奇の視線に気付いたのか、スレイが振り返って軽く言い放つ。

「ただの発光匣ルクスだぞ。そんなに珍しいものでもあるまい」

「るくす？　あの箱のことか？」

「……どうやら本当に何も覚えていないようだな」

　その言葉で、黒斗はスレイが自分を試したことに気付いた。

「カマかけたのかよ。喰くえねえオヤジ」

「記憶喪失など、そう簡単に信じるわけにもいくまい。だが今のお前の言葉に嘘うそはなかった。少なくとも俺が見た限りではな」

「あっそ。で、ルクスって何だ？」

「精霊機甲の一種だ。衝撃を与えると発光する」

　スレイはそれだけ言うとあっさり先を急ぐ。肝心の精霊機甲とやらについては教えてくれないらしい。やがて出口について手錠が外される。

　だが、それで「はいさようなら」と行くはずもなく。

「最初に言っておくがクロト、お前の容疑が晴れたわけではない。記憶喪失といえども、聖域に侵入した不審者に変わりはないからな」

「……だろうな」

　こんな不審な人間、疑うなというほうが無理な話だろう。

「一つ確認だ。お前には帰る場所も住む家もない。間違いないか？」

「これからどう生きていこうか、真剣に悩む程度には困ってる」

　なにせ出身は異世界の上、本来の時間軸から五百年もずれているのだ。フェルの伝つ手ても使えなければ金もない、戸籍や身分もなしと、割と本気でお先真っ暗な状態。

「……ポンコツ神様は役に立たなそうだしな」

「黒斗様、何か言いましたか？」

　耳みみ聡ざとく聞きつけたフェルが服の中から脇わき腹ばらをむぎゅーと抓つねってくる。スレイはそんな黒斗たちの様子には気付かず、何か思案するように目を閉じ、

「ならばちょうどいい。クロト、俺の家に来い」

　驚くような一言を言い放った。

　黒くろ斗とは数秒ほど呆あつ気けにとられた後、おそるおそるその言葉の真意を尋たずねる。

「えーと、それはどういう……」

「言葉の通りだ。お前の今後が決まるまで、俺の家に住まわせてやる。ただし、監視役をつけさせてもらうがな」

「……そういうことか」

　つまり、スレイはこちらの動向を管理したいのだ。もし不審な動きを見せたら即座に対処できるように。それには側そばに置いておくのが手っ取り早い。

　服の中に潜むフェルを一いち瞥べつすると、彼女は小さく頷うなずいた。

　監視というのが些いささか厄介だが、状況はおおむね望んだ方向に転んでいる。今一番重要なのは生活拠点を手に入れること。拒否する理由はない。

「それじゃ……世話になる」

「ああ。そうしてもらえると、こちらもありがたい」

　こうして、黒斗たちは右も左もわからない世界で仮拠点を手に入れたのだった。

　すぐに出発するというスレイに従い、黒斗たちは領護軍の本部を後にする。見上げるほどに大きな門をくぐると、辺りの景色は一変した。

「「おお～！」」

　黒斗とフェルの歓声が重なる。

　そこに広がっていたのは現代日本とはまるで違う街並みだった。

　まず目につくのは金属の多さ。建物や道路だけでなく、街中の至るところに色の違う様々な金属が使われている。

　現代日本のように洗練されてはいないが、昇降機などカラクリ仕掛けの機械も多く見受けられ、それによって上層、下層などに分かれている。

　自然を一切排除した景色。しかし決して無機質な冷たさを感じさせるものではない。

　その要因の一つは、網目のように張り巡らされている導管。

　おそらく先ほど見た巨大な水晶と繋つながっているのだろう、淡く光る導管はどこか幻想的で、レトロな情景に未来的な情緒を与えている。

　落ちつきなく視線を動かす黒斗に、スレイは苦笑いを浮かべる。

「気になるなら、後でゆっくり回ればいい。今は先を急ぐぞ。監視役の人間を紹介する必要がある」

「アンタがやるんじゃないのか？」

「俺は少し忙しくてな。ちょうど歳としが同じくらいの見習いがいるから、そいつに任せる。同年代のほうが何かとやりやすいだろう」

　そうこうしているうちに二人は大通りを外れ、物静かな住宅街に足を踏み入れる。

「ここに並んでいるのは全すべて軍専用の邸宅だ。俺の家もここにある……まあ滅めつ多たに帰ることはないが」

　上等な住宅が立ち並ぶ閑静な通り。スレイの自宅は、その中でも一際大きな邸宅だった。

「少し待っていろ。監視役の人間を呼んでくる」

　鍵を開けて中に入ると、スレイは二階へ上がっていく。

　リビングに残された黒くろ斗とは服の中から引っ張り出したフェルをテーブルに置き、大きく伸びをして一息つく。

「お疲れですか？」

「息つく暇ひまもなかったからなー。でも、ようやく落ちつけそうだ」

　異世界への旅立ちから生死の境を彷徨さまよい、見当違いの時代に迷い込んで力を失った挙句に投獄。目まぐるしい状況の変化に心は疲れきっていた。

「……さて。これからどうするよ？」

　改めて彼女に問いかける。

　力を失い、倒すべき敵───【魔神】は遥はるか昔に討伐されて世界は平和そのもの。何もかもが想定外だった。というか、やることがない。

「五百年前に戻ることはできないのか？　今度は時間軸だけ操作して───」

「以前に申しあげたとおり、私の時空間移動は借り物の力です。自由に使えるものではありません。ましてや力のほとんど失った今の私では……」

「つまり、この時代の【濾ろ過か世界】で生きるしかないってことか」

　力の大部分を黒斗に与えてしまったフェルでは時空間移動することさえ不可能。正しい時代に行くことも、元の世界に戻ることもできない。

　責任を感じて目を伏せるフェルの額を、黒斗は指先で軽く小突いた。

「……黒斗様？」

「いちいちそんな辛気臭い顔をするな。過ぎたことだ」

「で、でも……」

「過程はどうあれ、無事に世界は救われたんだ。なら自由に『第二の人生』を満喫させてもらうさ。元々【魔神】を倒した後はそうするつもりだったしな」

　だから帰れなくなったこと自体は大した問題じゃない───のだが、さすがに召しよう喚かん早々目的を失うとは思っていなかった。

「……で。お前はどうするんだ、フェル？」

「どう、とは？」

「いや、一人で仲間の神霊のところに戻るって選択肢もあるだろ」

　フェルの目的は救世主を連れて帰り、世界を救うこと。それが達成された今、下界に留とどまる理由はないはずだ。

　しかしフェルは肩をすくめると呆あきれたように言い放つ。

「戻りませんよ。っていうか今の私じゃ戻れませんし。なにより、黒斗様を放って帰るわけないじゃないですか。も─、心配性なんですから♪」

「……頭を撫なでるな。あとその『全部分かってますから』みたいな目もやめろ」

　ふわふわと浮かんで頭を撫でてくるフェルを睨にらみつける黒斗。

　しかし口では拒否しながらも、決してその手を撥はねのけようとはしない。フェルもそんな黒くろ斗との心の内が分かっているから、慈しむように撫なで続ける。

「大丈夫ですからねー。フェルがついてますから、ってみぎゃああああっ!?　痛い痛いつままないでーっ!?」

「調子にのるな」

　流石さすがにいらっとしたので、頭をつまんで適当に締めておく。

「ううぅ……頭がきりきりします……」

　呻うめくフェルを服の中に投げ入れ、さてこれからどうしようかと思い悩んだ。まさにそのときだった。

「はー、気持ち良かったー。誰もいないって良いわねー！」

　何の前触れもなく、扉が勢いよく開け放たれた。

　自然と黒斗の視線はそちらに吸い寄せられ───固まる。

「……あ……れ……？」

　少女も扉を蹴けり開けた体勢のまま、黒斗を見て固まっている。

　綺き麗れいな少女だった。

　シャワーでも浴びていたのだろう。肩けん甲こう骨こつまで伸びた赤茶の髪は水気を含んでつやつやと輝いている。だが黒斗の目に映るのは赤茶色ではなく、肌色。

　裸だった。

　湯あがりでほんのり赤く染まった艶なまめかしい肌。水滴が首筋、柔らかそうな乳房（頭頂部はタオルで隠れていた）、お腹なか、へそを伝い、そして唯一身に着けていた白い下着に吸い込まれていく。

　余計な脂肪は一切なく、それでいて女性らしい丸みを残した肢体に、黒斗は魅入られたように目が離せなくなる。

　一方の少女も混乱していたが……やがて自分の身体からだ（ほぼ全裸）を見下ろし、羞恥と怒りで顔を真っ赤に染め上げた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！　この、覗のぞき魔ぁ……っ」

「待て落ちつけ！　その状態で動く、な……」

　黒斗の静止も虚むなしく、少女が一歩踏み出したことで胸を隠していたタオルがずり落ちる。必然、黒斗の目は露あらわになった桜色の突起に吸い寄せられ───。

「───ッッッ!?　死っ、ねええええええええええっ!!」

　剥むき出だしの足が宙を舞う。

　綺麗な足だな、と間抜けな感想が浮かぶと同時に、強烈な回し蹴りが首に炸さく裂れつ。黒斗の意識はそこで途切れた。




　ぺちぺち。

「おーい、黒斗様ー？」

　ぺちぺちぺち。

「生きてますかー？　生きてたら返事してくださーい。黒くろ斗と様ー？」

　ぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺち。

「叩たたきすぎだ！」

「あ、起きた」

　いつまでも続く刺激に、堪たまらず目が覚める。

　覆いかぶさって頬ほおを叩いていたフェルを摘つまみ上げると、綺き麗れいな木目の天井が見えた。どうやらベッドに寝かされていたらしい。

「……どのくらい寝てた？」

「ほんの数分です。いやー、それにしても綺麗に吹っ飛ばされましたね。黒斗様にも見せてあげたかったですよ。頭から落ちた時はさすがに冷や汗かきましたけど」

「頭……？　痛っ───」

　ずきんと後頭部に痛みが奔はしる。触れると大きなたんこぶが出来ていた。

「……強烈なのをもらったみたいだな」

「まー黒斗様的には良いものを見させてもらったわけですし？　それくらい甘んじて受けましょうよ」

　嫌いや味みな物言いに、脳裏に焼き付いた記憶が再生される。

　しなやかながらも出るところはちゃんと出ている異性の肉体。そして最後に一瞬だけ見えた桜色の───。

「黒斗様、顔が真っ赤ですよ？」

「……うるさい」

　フェルで耐性ができていたとはいえ、さっきのあれは刺激的すぎた。いつまでも脳裏にこびりついて離れない肌色の幻想を振り払い、弾みをつけて立ち上がる。

「ここは何ど処こだ？」

「今日から黒斗様の部屋になる予定の二階の空き部屋です。大丈夫そうなら下に戻りましょう。事故とはいえ女性の裸を見ちゃったんですから、ちゃんと謝ってくださいね」

「……分かってる」

　少女の怒りの形相を思い出し、憂ゆう鬱うつな気分で部屋を出る。

　一階へ下りていくと予想通りというべきか、言い争う声が聞こえてきた。一方はスレイ、もう一方は先ほど見事な蹴けりを繰り出した少女の声。

「あの変態と一緒に暮らせ？　冗談じゃないわよ！」

「少し落ち着け。これは正式な仕事だ。街の警備体制を強化している今、手が空いているのはお前しかいない。それくらい分かるだろう？」

「それでも嫌なものは嫌！」

　大声でまくし立てる少女に対し、スレイは宥なだめるように言葉を重ねる。が、少女の怒りは増す一方。

　できれば回れ右して二階に戻りたかったが、そういうわけにもいかない。黒くろ斗とが意を決してリビングに足を踏み入れると、二人の視線が集中する。

「起きたか。派手に頭を打ったようだが、大丈夫か？」

「少し痛むだけだ。何ともない」

「…………」

　やはりというか、少女は呪のろい殺さんとばかりに睨にらみつけてくる。

　改めて見ると、美しい少女だった。

　赤い髪は編み込んで一房にまとめられ、服は動きやすさと優雅さを兼ね備えた制服のような出いで立たち。彼女の凛りんとした雰囲気と良く合っている───のだが、黒斗の脳裏には彼女の裸体が色濃く残っており、思わず目を逸そらしてしまう。

「クロト、紹介しよう。娘で、騎士見習いのクーレルカだ。クー、こいつはさっき話した聖域に侵入したクロト。記憶喪失で何も覚えていないらしい」

「黒斗だ。その……さっきは悪かった」

「……ふん」

　少女───クーレルカは頭を下げる黒斗に見向きもせず、不機嫌そうに唸うなるだけ。

　完全拒否の構えを崩さない娘に、スレイは溜ため息いきをつく。

「……クー、別にクロトだけに責任があるわけじゃないだろ。風ふ呂ろ上がりに裸でうろつくのはやめろと、さんざん言ってきたはずだが？」













「ぅ……そ、それは一人だと思ってたから……」

「言い訳するな。だいたいお前は普段からガサツで───」

「あーあーあー。聞こえな─い」

　耳を塞ふさいであらぬ方向を向くクーレルカに、スレイは再び溜ため息いき。嫌がる娘の気持ちは分からないでもないが、彼女以外に手の空いている人間がいないのも事実。

　スレイは仕方なく奥の手を使うことに。

「───騎士見習いクーレルカ。これより騎士昇格試験、一つ目の課題を言い渡す」

「へ……？　ちょ、ちょっと待って！　まさか───っ」

「聖域に侵入した不審者の監視。および当該人物が都市防衛に危険をもたらすと判断された場合の対処を命じる。これは領護軍騎士隊長としての命令だ。拒否した場合は不合格、以後一年に渡り昇格試験への参加を禁ずる」

「職権乱用よ！　だいたい父さんは相変わらず本部で寝泊まりするんでしょ!?　この変態と二人で暮せってこと!?」

「誰が変態だ！　つーか裸でうろついてたお前に言われたくねえ！」

「あんですってぇ!?」

　さすがに黙っていられず言い返すと、少女も負けじと噛かみついてくる。

　このままでは言い争いに発展しそうな雰囲気に、スレイは強引に話を終わらせる。

「とにかく、しばらくお前の仕事はこいつの監視だ。ひとまず街の案内も兼ねて大通りにでも行って来い」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ。知るかっ！」

　そう吐き捨てるとクーレルカは足音荒く二階へ走り去っていった。力任せに扉を閉める音を最後に、静けさが戻ってくる。

「……すまんな、あんな娘で」

　開口一番、スレイが謝罪の言葉を口にする。

「あれでも一応騎士見習い、仕事の重要性は分かっているはずだ。すぐに戻ってくる」

「別に気にしてねえよ。あれはあれで当然の反応だしな。自分で言うのもなんだが、娘を得体のしれない男と同居させるか？」

　まっとうな父親の考えとは思えない。万が一、何かあったらどうするのだろうか。

　だがスレイは黒くろ斗との言葉を一いつ蹴しゆうする。

「アイツはああ見えてかなり強いぞ？　さっきお前を捕まえた重兵装の兵士、あの程度なら何人同時にかかっても相手にならん」

「え、マジ？」

「当然だろう。お前が何かしでかしたときに力尽くで制圧できる人間でないと、監視役など務まるはずもない」

　素す直なおに驚く黒斗。同年代の、しかも少女がそこまでの力を持っているとは。

　しかしスレイは困ったように溜息を重ねる。

「だが精神的に未熟でな……。いつまでも騎士になれない理由もそこにある。だから戦闘以外の任務で心を鍛えてほしい。それでお前の監視役を任せた」

「つっても、あの様子じゃ───」

　降りてこない───そう言いかけた時だった。再び扉が荒々しく開け放たれ、クーレルカが現れる。腰に長剣と短剣を携えて白い金属製のブーツを履いていたりと、明らかに何ど処こかへ出かける様相。

「……言っとくけど、別に許したわけじゃない。仕事だからやるだけよ」

　それだけ言って、クーレルカは外へ出ていく。

　黒くろ斗とは少しだけ躊ちゆう躇ちよするもスレイに無言で促うながされ、小走りでその背中を追った。




　無言のクーレルカに連れられて黒斗が向かったのは、遥はるか頭上まで伸びている昇降機。歯車が回転する重厚感に溢あふれた音と共に、二人は上へ上へと昇っていく。

「結構高くまで上がるんだな」

　お世辞にも快適とは言えないが、これはこれで味があっていい。ちなみにフェルは気を使っているのか、先ほどから服の中に隠れたまま一言も喋しやべっていない。

「着いたわ」

　やがて昇降機は地上百メートルほどで止まり、二人は無人の高台に降り立つ。

　柵の向こう側に広がるのは、鋼に彩られた巨大な街。

「ここはもともと物見台として作られたらしいんだけど、もう随分前から使われなくなっちゃってね。今では展望台として活用されてるの」

「確かに、いい眺めだ」

　改めて見下ろすと面白い形の街だった。城じよう塞さい都市と言ったほうが適切かもしれない。

　街を形作るのは円形状に広がる鋼鉄の大地。外周区には高い壁がそびえ立ち、外の世界と街を切り離している。

　限られた空間を効率的に使うための多重階層構造を取りながら、閉へい塞そく感を感じさせない造り。さらに街中に走る淡い光の線が近未来的な雰囲気を生み出している。

　街の外には他の都市に向かう列車が走り、見上げれば巨大な飛空挺ていが空を翔かける。

　鋼鉄と幻想を重ね合わせたような───そんな街。

「……さてと。クロト、だっけ？」

　街を背後に、クーレルカはまっすぐ黒斗を見据える。

「ひとまず、さっきのことについては水に流すわ。だからアンタも忘れなさい」

「……それでいいのか？」

　予想外の提案だった。もう一発殴られるくらいは覚悟していたのだが。

　クーレルカは若干納得いかない雰囲気は残しながらも、仕方ないとばかりに軽く肩をすくめる。

「昇格試験まで持ち出されちゃうとね。さすがに監視対象と不仲じゃ仕事にならないわ。一発蹴けりいれたし、それでチャラにしとく。ということで……」

　こほんと咳せき払ばらいし、クーレルカは握手を求めるように右手を差し出してくる。

「クーレルカよ。呼びにくいしクーで良いわ」

「ひいら───じゃなくて、黒くろ斗とだ。改めてよろしく」

　クーレルカ、もといクーの手を取って握り返す。

　先ほどの一件はこれでお終しまいという暗黙の了解を交わし、クーは吹っ切れたような表情で柵に背中を預ける。

「それじゃ、言われた通り街の案内でもしましょうか。どこか行きたいところはある？」

「いきなり言われてもな。この街のこと何も知らねえし……っと、そうだ。あちこちに通ってる導管は何なんだ？」

「あれ？　霊力を各地区に送るための媒体よ」

「れいりょく？」

「……そっか。記憶がないってことは常識も分からないのよね。想像以上に面倒くさい」

「そういうことは小声で言ってくれ。割と傷つく」

　どう説明するか迷い、クーは顎あごに手を当てて考え込む。

「霊力についてだったわよね。簡単に言えば、この世界に存在する見えないエネルギーよ」

「エネルギー……」

「アタシたちの生活は霊力がないと成り立たない。この昇降機も含めて、全すべての精霊機甲は霊力で動いてるの」

　精霊機甲。その単語は先ほども聞いた。

　クーは腰のベルトに手を伸ばし、そこに括くくり付つけられていた炎の紋様が描かれた赤い匣はこを投げ渡してくる。

「それが精霊機甲。種類は色々あるけど、今渡したのは携行用の小さいやつ」

「前に見たルクスってやつと外装が違うな」

「発光匣ルクスは光源になる生活用の精霊機甲だけど、それは発火匣イグニース。炎を生み出す精霊機甲よ」

　無言で促うながされ、黒斗は手にぴったり収まる大きさの匣を調べる。

　特殊な金属で出来ているようで丈夫そうなのに驚くほど軽い。それほど大きくないし、複数持ち歩いても邪魔にならないだろう。

「どうやって使うんだ？」

「貸して。発火匣に限らず、精霊機甲の使い方は全部一緒よ。ある程度の強さで衝撃を与えるだけ」

　クーは発火匣を取ると剣の柄に軽く打ちつける。

　すると内部からカチカチと機械じみた駆動音が響き、発火匣の外装が青白く光る。そしてクーの手ごと匣そのものが燃え上がった。

「───と、まあこんな感じ」

「いやいや手も一緒に燃えてるんですけど!?」

　細い手を覆う火炎に慌てる黒くろ斗と。だが吹き出しそうになるのを堪こらえているクーを見て首を傾かしげる。

「……熱くない、のか？」

「熱くないわよ。いやー、思った通りの反応。何も知らないとこういうのでも驚いてくれるのね、新鮮でちょっと楽しいかも」

　どうやら本当に熱くないらしい。黒斗は確かめようと手を伸ばし、

「あっ、馬鹿───っ」

「へ……熱っちぃいいいいいいい!?」

　じゅっと嫌な音がして、慌てて引っこめた。見れば炎に触れた部分が軽く焼けている。

「何やってんのクロト。炎なんだから熱いに決まってるでしょ」

「さっきと言ってることが違うだろ！　熱くないんじゃないのか！」

「それは術者であるアタシだけ。他の人が触ったら普通に火傷やけどするわよ。じゃなかったら炎の意味がないでしょうが」

　言われてみればその通りなのだが、できれば先に言ってほしかった。黒斗は患部に息を吹きかけながら燃え続ける発火匣をもう一度観察する。

「俺は燃やすのに使用者は燃やさない？　どういう仕掛けだ……？」

「別に仕掛けなんてないわよ。これはそういう炎ってだけ。正しくはアタシがイメージしたからそうなった、ってところかしら」

「ごめん。言ってる意味が分からない」

「簡単に言うと、この炎はアタシの想像を形にしたものなの。アタシが燃やしたいと思った物しか燃やさないし、出したい時しか炎は出ない」

　クーはその場で炎を消すと、今度は衝撃を与えずに発火させる。

「精霊機甲のもとになってるのは五百年前まで使われてた精霊術。術者の想像を現実にする術でね、便利だけど才能がないと使えなかったのよ。それを誰でも平等に使えるようにしたのが、この精霊機甲ってわけ」

　霊力を媒介に術者のイメージで現実を塗り替えるのが精霊術。その際に必要となるのは必要な霊力を統御する精神力と、起こす現象を明確にイメージする想像力。その二つを併せ持つ者は少ない。

　だが精霊機甲の場合、そのどちらも必要ない。

　人間が制御できる最低限度の霊力を機甲内部で増幅、さらに外装の色と紋様によってイメージを固定化させている。例えば赤色だと炎を生み出す発火匣イグニース。白だと光源となる発ル光ク匣ス。精霊機甲ごとに起こす現象を明確に規定することで、想像力を不要としている。

　それが精霊機甲。今の世界───機甲社会の核となる文明の利器。

「ちなみにアタシの靴も剣も精霊機甲の一種よ。形は匣はこじゃないけどね」

「へー……これって永遠に使えるのか？」

「さすがにそれは無理よ。内部の霊力が切れたら充じゆう填てんしないと。だから───」

　そこで言葉を切り、クーは発火匣イグニースの火力を十倍近くまで跳ねあげる。

　炎は一気に巨大化するが、それも一瞬のこと。すぐに火力は衰え、やがて完全に鎮火してしまう。それ以後は起動させても火の粉すら出ない。

「こうなるとただの匣はこ、霊力を充填しないと使えない。後の詳しいことは必要になったら説明してあげるわ。とりあえず大通りを案内するから、下に戻りましょう」

　そう言ってクーは昇降機へ戻っていく。しかしその途中で振り返り、まっすぐ黒くろ斗とを見つめて告げた。

「改めて───精霊機甲で造られた街、機甲都市アヴィオールへようこそ」




　それから、クーの案内で大通りのあちこちを巡った。

「この一角は終わり。それじゃ次に行くわよ」

　街を縦断するように南北に伸びた大通りは大勢の人で賑にぎわっており、その中をクーは慣れた足取りで進んでいく。

　黒斗はその背中に追いすがりながら、襟元から首を出したフェルと話し込んでいた。

「ふーむ、さすがに五百年も経たってると文化様式もかなり違ってますね。予想通り精霊機甲の恩恵で技術も進歩しているようですし」

「なんだ。五百年前にもあったのか？」

「構想はありましたが、実物を見たのは初めてです。クーさんの言っていた通り、精霊機甲は使い手の限られていた精霊術を誰でも使えるようにするため、考案されたものです。戦争で多くの術者を失っていましたからね」

　混雑の中ということもあって、二人とも普段通りの声量で話していた。堂々としていれば意外と気付かれないものだ。

「それにしても五百年か……そりゃ伝説になってても不思議じゃないよな」

「救世伝説ですが？　五人の救世主が激闘の末に人類の敵である【魔神】を倒した───ありがちな話ですよねー」

　救世伝説。それはクーから聞いた、はるか昔に勃ぼつ発ぱつした「大戦」の物語。

　突如現れた【魔神】によって世界は滅亡の危機に陥った。そこに神霊に導かれた五人の救世主が異世界より現れ、人類を率いて【魔神】を滅ぼした───そんな伝説。

「本当なら『六人の救世主』だったはずなのに……」

「まだ言ってるのか。いい加減諦あきらめろ」

　未練たらたらに愚痴を洩もらすフェル。まだ割り切れていないらしい。

「だって中にはお姫様と結婚して王族になった人もいるって話じゃないですか！　それに比べて私たちは投獄された挙句に監視付きの居候!?　待遇が違いすぎます！」

「それは言うな……」

　割と本気で泣きたくなる。

　このまま続けると精神ダメージが酷ひどいことになりそうだったので、二人は話題を変えることに。

「何はともあれ、まずはこの時代の常識を学ぶべきですね。五百年前のことも知りたいですけど、今は私たちが生きることを優先しましょう」

「となると……情報源は本か。クーに借りるのが現実的だな」

　クーに「何かあったときのため」ということで多少お金を工面してもらったが、あくまで非常用。なるべくとっておきたい。

「ですね。あとはクーさんに直接聞いて───って、あれ？」

　不意に、フェルが首を傾かしげた。そして身体からだを乗り出すように辺りを見回して、おそるおそる切り出す。

「あの……クーさん、いないんですけど？」

「え!?」

　慌てて前を向く。見える範囲の人ごみの中に、赤毛の少女の姿はない。

　黒くろ斗とは人で溢あふれかえる大通りに立ちすくみ、ぼそりと一言。

「……もしかして迷子？」

「もしかしなくてもそうです」

　こうして、黒斗は見知らぬ街であっさり迷子になった。




　その頃、クーレルカは。

「ったくもー、何ど処こ行ったのよアイツ。余計な手間かけさせてくれるわね」

　ぶつぶつと文句を言いながら来た道を戻り、灰髪の少年を探す。

　しかしただでさえ往来の多い大通り、その中から一人の人間を探すのは不可能に近い。めぼしい場所を見て回ったところで、クーは静かに溜ため息いきをついた。

「このままじゃ埒らちが明かないわね……上から探すか」

　即決すると大通りを外れて裏道に入り、関節を伸ばすように軽く屈伸。そして片足を上げると、金属製のブーツを足元に打ちつける。

　カチリと駆動音が鳴って精霊機甲が起動、ブーツ全体が淡い輝きを放つ。

「せーのっ！」

　頭の中でイメージを固め、思いっきり跳躍して空中に身を躍らせる。

　ふわりと浮かびあがった身体は彼女の数倍はある建物を易やす々やすと跳びこえ、空中を蹴けってさらに跳躍。それを繰り返し、クーレルカは空を駆ける。

「反発足甲エアレイドを人探しに使う羽目になるなんて……見つけたら手錠と縄で二度とはぐれないようにしてやる」

　苛いら立だちをそのまま言葉にして吐き出す。

　俯ふ瞰かんで街を見下ろし、クーレルカは黒斗の姿を探し始めた。




「勝手に動いて良かったんですかね？」

「あの混雑じゃクーだってこっちを見つけられないだろ。それに、少しくらい一人になっても罰は当たらないさ」

　膝ひざに乗せたフェルに言い返し、ベンチに座った黒くろ斗とは大きく伸びをする。近くの樹が木陰を作っており、そよ風が心地良い。

　二人がいるのは大通りを少し外れたところにあった小さな公園。見渡す限り金属で彩られた街の中で、ここだけは自然が残っていた。

　静かで過ごしやすいというのに園内は閑散としており、少し離れたところに香ばしい匂においを放っている屋台があるだけ。他には誰もいない。

「……そういえば朝から何も食ってなかったな」

　時空間転移は激しい目眩めまいがするというので何も食べずに出発したのだ。疲れていることもあり、身体からだが空腹を訴えてくる。

　そんなことを考えながら屋台を見ていると、「きゅるる～」とお腹なかの鳴る音が聞こえた。

「……フェル」

「わ、私じゃないですよ！」

　真っ赤になって否定するフェル。すると、もう一度同じ音が聞こえてきた。

　身体をよじって大樹の幹、その裏側を覗のぞいてみると───いた。

　木陰に隠れるように座り込んでいたのは、まだ幼い少女。色いろ褪あせたローブを羽織り、長く綺き麗れいな金色の髪を無造作に垂らしている。

　その視線の先には、美お味いしそうな匂いをまき散らしている屋台。

「買わないのか？」

　その背中が寂しそうに見えて、黒斗は自然と話しかけていた。

　屋台に夢中で気付いていなかったのか、はたまた声をかけられると思っていなかったのか、少女は海のように蒼あおい瞳ひとみを大きく見開く。

　改めて見ると、とびきり可愛かわいい女の子だった。

　おそらく歳としは十代前半といったところ。まだ幼さを残した顔つきは歳相応の可愛らしさだけでなく、将来を期待させるほのかな美しさを併せ持っている。

　そして何よりも目を引くのは、見み惚とれてしまうほど綺麗な金色の髪。

　膝まで届くほど長い金髪は木々の隙すき間まから差す日の光に照らされ、きらきらと煌きらめいているように見える。

　だが、黒斗が最も気になったのは彼女の服装。

「……変な恰かつ好こうですね」

　フェルも思わず口にするほど、少女の服装は異様だった。

　すっかり擦り切れたボロボロのローブを身体に巻き付け、外だというのに靴も履かずに素足のまま。まるで何ど処こからか逃げ出してきたような恰好。

　不思議に思う黒斗たちの一方で、少女はあわあわと視線を彷徨さまよわせる。しかし再びお腹が可愛かわいらしく鳴り、熟れた林りん檎ごのように顔を真っ赤にする。













「お腹なか、空いてるのか？」

　黒くろ斗とは少女の前でしゃがみこむと、目線を合わせて話しかける。

　それが功を奏したのか、少女は警戒するように黒斗をじっと見つめるも、やがてこくんと小さく頷うなずいた。

「……あの、お金ないから」

　そう言いながらも、少女の目はちらちらと屋台を盗み見ている。

　黒斗は財布を取り出して中を確認してみる。クーに「これで大抵のものは買えるわよ」と言われたので、たぶん大丈夫だろう。

「ちょっと待ってな。すぐ戻ってくる」

　少女にそう言い残し、黒斗は急いで屋台へ。

　そこで肉や野菜を挟んだパンのようなものを二つ購入。片方を少女に差し出した。

「これ、食べていいぞ。おごりだ」

「おごりって、自分のお金じゃないでしょうに」

　フェルのツッコミは軽くスルー。

　少女は黒斗とパンを交互に見比べ、おそるおそる尋たずねてくる。

「……いいの？」

「もう買っちまったからな。いらないなら俺が二つとも───」

「食べる！」

　即答だった。

　よほどお腹なかが空いていたのだろう、少女はパンを受け取ると一心不乱に食べ始める。夢中でパンを頬ほお張ばる少女の隣に座り、黒くろ斗とも一口。

「お、美う味まい」

　適当に勧められたものを買ったのだが、想像以上に美お味いしかった。

　ピタパン（中に具を挟む、薄いパン）のような生地に、甘辛い味付けの肉と香草を入れて軽く焼き上げている。食欲を誘う香りに、自然と口が動く。

「これは当たりだな───って、もう食べ終わったのか。早いな」

　ふと見れば、すでに少女の手にパンはない。だがお腹は再び空腹を訴えるように鳴く。どうやら一つでは足りなかったらしい。

　黒斗は自分の分を二つに分けると、少女に差し出した。

「ほら、こっちも食べていいぞ」

「え？　だ、ダメだよ。自分の分は食べたもん。これ以上は───むにゃ!?」

　遠慮する少女の小さな口にパンを押し込み、無理やり言葉を遮る。

「いいから食え。足りないんだろ？」

　少女は少しだけ迷い……やがてむぐむぐと口を動かし始める。木陰に食事の音が響く中、不意にぽたんと小さな雫しずくが地面を打った。

「あ、れ……？」

　気が付くと、少女は静かに泣き出していた。

　困惑した様子で目元を拭ぬぐう少女。しかし涙は次から次へと溢あふれ出だし、古びたローブに滲にじんでいく。

「お、おい。どうした？」

「あ、や……違う、の……なんだか、急に……っ」

　黒斗は突然のことにどうすればいいのか分からず、迷った末に少女の頭に手を乗せ、あやすようにゆっくりと撫なでた。

「ここで頭を撫でるあたり、天然というかなんというか……」

「え？　まずかったのか？」

「……もういいです。言っても仕方なさそうですし」

　お世辞にも丁寧とは言えない撫なで方かた。それでも触れた手は温かくて、蒼あおい瞳ひとみから再び大粒の涙が溢れ出す。

　黒斗は彼女が泣なき止やむまで、黙って頭を撫で続けた。




「えと、イリア」

　名前を問うと、少女は小さな声で答えた。

「イリアか、いい名前だな。俺は黒斗」

「クロト……クロト……」

　金髪の少女───イリアは噛かみ締しめるように伝えた名前を繰り返す。

　涙の跡はすでに渇き、イリアは先ほどまでとは打って変わってご機嫌な様子で足をぱたぱたとさせている。だが───。

「なあ、この体勢じゃなきゃだめ？」

「だめー」

　可愛かわいらしく言ってのけ、黒斗の膝に座ったイリアは深く背中を預けた。

　小さな身体からだは黒くろ斗との胸にすっぽりと収まり、目の前では溜ため息いきが出るほど綺き麗れいな金髪がしゃらしゃらと靡なびいている。

「……随分懐かれちゃいましたねー」

　フェルの声は皮肉と嫌いや味みに満ちていた。黒斗は無言で頭の上に陣取る神霊を小突き、改めてイリアに目をやる。

　見れば見るほど可か憐れんな少女だった。しかしそれが逆に服の異様さを際立たせている。

　風化して今にも崩れてしまいそうなローブに、薄汚れた足裏。しかしそれ以外は清潔そのもので、髪に至っては光り輝いて見えるほど美しい。

「ちぐはぐというか、何か事情がありそうですね」

「ああ……」

　二人の疑問をよそに、イリアは安らいだ表情で目を閉じている。フェルはもっと近くで観察しようとイリアの正面に回り込み、

「ふぁっ!?」

　唐突に奇声を上げた。

　そして慌てて黒斗の肩に戻ると、こっそり耳打ちしてくる。

「あのですね黒斗様、驚かずに聞いてほしんですが……」

「なんだよ改まって」

　龍の襲撃、五百年後の世界───今日一日でどれだけ驚いたと思っているのだろうか。今さら何を聞いたところで……。

「今まで気付かなかったのですが彼女、ローブの下に何も着てません」

「…………ぶほっ!?」

「ふやっ!?　なに、どうしたの？」

　予想の斜め上を行く言葉に、思いっきりむせてしまう。

　その拍子にイリアの羽織っていたローブがずれ、右足が露あらわになる。

　膝ひざから細いふともも、足の付け根ぎりぎりまで全すべて丸見え。そして、そこにあるはずの下着の端は見えない。

「あー、えーっとイリア？」

「なに？」

「……なんでそんな恰かつ好こうしてるんだ？」

「そんな恰かつ好こう？　……あっ！　わ、わわっ!?」

　間接的に問いかけると、イリアはようやく自分の状態に気付いて服の裾すそを直そうとする。が、慌てたせいで今度はローブ全体がするすると滑り落ちてしまう。

　真っ白な肩が目に飛び込んできて、黒くろ斗とは咄とつ嗟さにイリアを背後から抱きしめた。

　ちょうど胸のあたりに手を当てる形になり、ふにっ、と小ぶりながらも柔らかな感触が手のひらいっぱいに広がる。

「あ、あぶねえ……」

　ローブはイリアの胸元が露あらわになる寸前のところで止まっていた。今の状態で手を放すわけにもいかず、黒斗は彼女を抱きしめ続ける。

「……これは通報した方が良いんでしょうか」

　フェルが至極真面目まじめに呟つぶやく。

　ローブは着崩れて両肩両足はむき出し、辛かろうじて際どいところを覆っているだけ。

　場所が外から見えにくい木陰で良かった。こんなところを誰かに見られたら、間違いなく変質者扱いされる。

「あ、あのね？　別に好きでこんな恰好してるんじゃないんだよ？　その、着るものがなくて……それで、仕方なくこれを……」

　あわあわと手を振って弁明するイリア。

　着るものがないとは、いったいどんな状況なのだろうか。それに彼女のローブは摩耗したようにボロボロ。普通に着ているだけでこんな状態にはならない。













　今度こそ疑問をぶつけようとした瞬間、

「見ーつーけーたぁああああああああああああっ！」

　赤い何かが叫び声を上げて落ちてきた。

　空高くから猛スピードで飛来した少女───クーレルカは激突する寸前に空を蹴けって衝撃を相殺し、柔らかく降り立つ。

「はー、つっかれた。こんな見えにくいところに隠れて……あちこち探し回っちゃったじゃないの。迷ったときは動かないのが鉄則……で、しょ……」

　クーの表情が固まる。

　視線の先にはイリアと黒くろ斗と。より正確に言うのなら、まだ幼い半裸の少女を木陰に連れ込み、後ろから抱きしめている不審者クロトの図。

「…………」

　クーの視線が絶対零度まで下がった。同時に一歩踏み出すと剣の柄に手を掛け、ゆっくりと引き抜いていく。

「待て、絶対勘違いしてるだろお前！」

「勘違い？　この状況で何を勘違いするのかしら？　変態野郎」

　細い直剣を構えるクーはにこやかな笑みを浮かべているが、目が全く笑っていない。

「まあ誰が見たって幼い少女を手て籠ごめにしてる変態ですよね」

「他ひ人と事ごとみたいに言うな！　クー、一端落ち着いて武器をしまえ！」

　冷静に呟つぶやくフェルに言い返し、黒斗はクーを説得しようとする。

　が、この期に及んで少女を放そうとしない（放したらローブがずり落ちるから）黒斗に、クーは刀身にはめ込まれた白い鉱石に指を走らせる。

「……《ルドラ》」

　精霊剣───剣型の精霊機甲が起動して刀身が風を纏まとう。

　辺りの大気が剣に収束していき、渦巻く風にあおられた木々が激しく揺れる。

「さてと……覚悟はいいかしら？」

　やばい、このままだと殺やられる。

　黒斗が本気で命の危機を感じたそのとき、イリアが小さな身体からだに見合わない大声を張り上げた。

「あ、あのっ！　違います！　クロトはわたしを助けてくれたのっ！」

「……助けたぁ？」

　クーは疑わしそうな視線を向ける。

　彼女にしてみれば黒斗は前科がある上（昼間の一件）、現状だけ見れば間違いなく変質者そのもの。だがイリアの必死な顔に、風を振り払って剣を収める。

「で、どういうこと？　ちゃんと説明しなさい」




　数十分後、黒くろ斗とたちはイリアから事情を聴きながら大通りまで戻ってきていた。

「家出ねえ……着るものも準備しないで飛び出すなんて、無謀すぎるわよ」

　隣を歩くイリアを、クーは呆あきれ顔がおで見つめる。

　当のイリアは風化したローブを脱ぎ、黒斗の上着を服代わりにしている。サイズが合わないため裾すそを折って調節しており、歪いびつなワンピースに見えなくもない。

　───家出少女。話をまとめるとイリアはずっと外に出たことがなく、そんな暮らしが嫌で家を飛び出してきたらしい。とはいえ、彼女が本当のことを言っているとはとても思えなかった。何かを隠している───それは黒斗も察していた。

「まあ事情はどうあれ、女の子がそんな恰かつ好こうでうろついているのを放ほうっておくわけにはいかないわね。代わりの服を用意しましょう」

「で、でも、わたしお金持ってないよ？」

「気にしなくていいわよ。黒斗が使ったことにして必要経費で計上するから」

　まずは着替えさせよう───そう言い出したのはクーレルカだった。確かに今のイリアを一人にしたら良からぬ人間に連れ去られかねない。黒斗も賛成だった。

　そんなこんなで三人は女性服を扱う店へ。クーが適当に選んだ服とイリアを連れて試着室に消え、数分後───。

「……よし。こんな感じでどう？」

「わ……わ～！」

　鏡に映った自分の姿を見て、歓声を上げるイリア。くるっと回ると、ひらひらしたロングスカートがふわりと浮かんだ。

　肌の露出は最低限に、白を中心に清せい楚そさを押しだしたコーディネート。煌きらめく金色の髪は丁寧に梳すいた後、大部分はそのままストレートに流し、残りは左右に小分けして三つ編みに。

　可か憐れんという言葉を形にしたようなイリアの様相に、選定したクー自身も思わず唸うなる。

「想像以上に可愛かわいいわね……本当ならもうちょっとこだわりたいところだけど、これ以上は予算的に無理ね」

　そう言うと、クーはイリアが何か言う前に会計を終わらせてしまう。これでイリアは素す直なおに受け取るしかなくなった。

「クー、その……ありがとう」

「どういたしまして。クロトはどう思う？」

「よく似合ってる。可愛いと思うぞ」

「あう……」

　素直な感想を伝えると、イリアは照れたように頬ほおを紅潮させながら上着を返してきた。その反応も可愛らしく、自然と頬が緩む。

「……ロリコン」

「黙れ」

　服の中から失礼なことを言うフェルを指先で小突く。

　買い物を終えて店から出ると空はすっかり茜あかね色いろに染まっており、大通りはさらに人が増えていた。

「さてと、結構いい時間になっちゃったし、アタシたちは家に帰りましょうか。イリアもちゃんと帰りなさい。どんな理由があっても家出なんてダメよ」

　クーは言い聞かせるように告げる。

　確かに彼女の立場ならそう言って当然だし、それは正論だ。見たところ虐待を受けているわけでもない。暗くなる前に帰したほうがいいだろう。

「……そう、だよね」

　イリアは小さく答えて顔を伏せる。

　だが、なぜだろう。黒くろ斗とにはその姿がどうしようもなく寂しそうで、必死に想おもいを押し殺しているように見えた。だから───。

「なら、続きはまた明日だな」

　明日に続く約束を交わす。

「あし、た？」

「待ち合わせ場所は……あの公園でいいか。明日の昼、またそこで会おう」

「……いいの？」

「どうせ暇ひまだし、ずっと家にいるのもつまらないからな。俺の遊び相手になってくれ」

　そう言って、縋すがりつくような目で見上げてくるイリアの頭を優しく撫なでる。

　やがて、彼女は「ありがとう」と言って、小さく頷うなずいた。




　───日が沈んでいく。

　黒斗たちと別れたイリアは夕暮れの中、誰もいない道を寂しく歩いていた。

「楽しかったな……」

　思い返すのは短くも幸福に満みち溢あふれた記憶。

　灰髪の少年と過ごした数時間足らずの時間は、すでに彼女の中でかけがえのない大切なものになっていた。

「……また、明日」

　噛かみ締しめるように約束の言葉を口にする。

　許されないことだと分かっていても、心はどうしようもなく温ぬくもりを求めてしまう。だから、これは最後のわがまま。

「明日だけ……明日だけだから……」

　許しを請うように繰り返し、イリアは路地裏に消えていった。





　　　　◆　◆　◆






　日も完全に沈み、機甲都市アヴィオールに夜が訪れた。家々から発光匣ルクスの温かな光が漏れ出し、鋼鉄の街を幻想的に染め上げる。

「……で、こんな時間に何をしようってんだ？　クー」

「ちょっと鍛錬に付き合ってほしくてね」

　夜も更け、夕食も済ませて後は寝るだけの時間。

　貸し与えられた部屋で寛くつろいでいた黒くろ斗とは突然やってきたクーに連れられ、階段を下って地下へと向かっていた。

「けどお前が料理できるとは意外だったな。それにうまかった」

「失礼ね、これでも自炊歴は長いのよ？　母さんは随分前に亡くなっちゃったし、父さんも仕事で滅めつ多たに帰ってこないからね。家事は一通りできるわ」

　言うだけあって、クーの料理は確かに美お味いしかった。おそらくフェルと同じか、それ以上の腕前だろう。

「さ、着いたわよ。入って」

　家の地下に広がっていたのは、何もないだだっ広い空間だった。

　クーが壁際のスイッチを押すと天井に埋めこまれた発光匣が起動し、窓のない地下室を明るく照らす。

「ここは修行用の地下室。霊力も整えてあるから精霊機甲の訓練にも重宝してるわ」

　クーは壁に立てかけてあった木剣を手に取ると、こちらに投げ渡してくる。そして自分も別の剣を取り、感触を確かめるように軽く切り払う。

「付き合えって……まさかお前の相手をしろと？」

「そうよ。いくら仕事でもタダで面倒を見てあげてるんだもの。家賃代わりとでも思いなさい」

　木剣を肩に担ぎ、クーは好戦的に笑う。

　確かに彼女に迷惑をかけていることは事実。今日もあちこち探し回らせた挙句、結果的に余分な出費を強いてしまった。これくらいの手伝いはしてもいいだろう。

　黒斗は静かに息を吐き出すと、見み様よう見み真ま似ねで剣を構える。

「よしっ！　一人で素振りしても気分乗らないのよね。やっぱ戦ってなんぼでしょ」

「……まさか打つ相手が欲しかっただけじゃないだろうな」

「さあ、どうかしら。んー、とりあえず剣術の心得はなさそうね。別にいいけど」

　クーは無造作に剣をぶら下げ、静かに呼吸を整える。ほんの少し左足を下げただけの、素人目には自然体にしか見えない構え。

「十本勝負よ。どっからでもかかってきなさい」

「黒斗様、怪け我がしないようにしてくださいねー」

　フェルが服の中から投げやりな声援を送ってくる。

　黒斗は自分にしか聞こえないそれを合図に飛び出し───一瞬で視界が暗転した。




「ク～ロ～ト～、あと一本残ってるわよー」

　脇わき腹ばらを小突かれ、黒くろ斗とは無理やり意識を引き戻された。

　見上げた先には白い天井と、切っ先をこちらに向けたクーレルカ。視線で立つように催促する彼女に、黒斗は静かに呟つぶやく。

「……いや、お前強すぎだろ」

　九戦全敗、それが現時点の戦績。

　初戦は何が何だか分からないうちに負け、後の八戦も一瞬で勝負がついてしまった。いくらなんでも実力に差がありすぎる。

「ちゃんと手加減してるわよ。アタシが強いんじゃなくてアンタが弱いの」

「言いにくいこと平気で言うのな」

「事実でしょ。技術とか戦闘経験の差は仕方ないにしても、身体能力だけなら大したもんよ。充分アタシと渡り合える。なのにどうして勝負にもならないのか。答えは簡単───アンタがびびってるから」

　クーは真っ直ぐ黒斗の目を見て、突きつけるように言い放つ。

「理由は分からないけど、アンタは自分が傷つくことを異様に恐れてる。だから攻撃が中途半端になるし、回避行動も遅れる」

「…………」

　黒斗の脳裏をよぎったのは、敗北の記憶。

　一撃で魂の根源まで粉砕する絶対的な力。心を押し潰つぶす壮絶な殺気は、今思い返しても身体からだが震ふるえる。

　それは、紛まぎれもない恐怖の感情。

「……俺は怯おびえてたのか。居もしない影に」

　情けなくて笑いがこみあげてくる。

　龍に恐怖することはまだ許せる。あれはそれほどまでに格の違う存在だった。

　だが、今感じているこれは違う。

　戦うことへの恐怖、敗北することへの恐怖。それは全すべて心の弱さに他ならない。

　そして何よりも───そんな形のないものに怯えるなど、自らを犠牲にして命を救ってくれたフェルへの侮辱でしかない。

　それは、それだけは、認めるわけにはいかなかった。

「……最後の一本、始めるぞ」

「急にやる気になったわね。負けず嫌いは悪いことじゃないけどさ」

　立ち上がった黒斗に、若干退屈そうに剣を構えるクーレルカ。

　彼女の武器は速度だ。

　身体能力は負けていないと言っていたクーだが、敏びん捷しよう性せいは彼女のほうが遥はるかに上。その証拠に、前の九戦は全て初撃でやられた。

　全神経を切っ先に集中させる。

　実力の差は明白、斬きり合いになれば勝機はない。だが何の策もなしに飛び出しても返り討ちにあうだけ。

　だから、待つ。

「……ふーん。反撃カウンター狙ねらいってわけ？　面白い、乗ってあげるわ」

　黒くろ斗との狙いを察したクーは面白そうに笑みを浮かべる。そして───全くの自然体から素早く距離を詰めて木剣を振り下ろした。

　途中の動作は一切見えなかった。分かったのは切っ先が動いたことだけ。

　しかし初動と同時に身体からだを捻ひねった黒斗は、頬ほおを掠かすめるぎりぎりのところで木剣を躱かわした。

「はっ、やればできるじゃない！」

　懐に潜り込んだ黒斗は脇わき腹ばらを狙って左手が振るう。だが───遅い。

　クーは素早く手を引くと同時に身体を捻り、黒斗の剣を迎え撃つ。

　確実に攻撃を防いだであろう軌道。しかしクーの剣は彼女の予想を裏切るように、虚むなしく空を切った。

　振り払われた黒斗の左腕。そこに、あるべきはずの木剣がない。

（どこに───右か！）

　クーは瞬時に何が起こったかを把握する。

　なんてことはない。初撃を躱した瞬間に木剣を左手から右手に持ち替えただけ。実力差を見切り、まっとうに油断していたからこそ通用した技。

　やられる───その瞬間、クーの頭から「手加減」の文字が消えた。

　完全に振り切った体勢のまま、切っ先がぶれる。

　でたらめな速度の一撃は黒斗の木剣を弾はじき、さらに返す刃で反撃の一いつ閃せんを放つ。

（あ、やば）

　完全に振り切ったところで気付いた。いくら木剣とはいえ、本気で打てば骨の一、二本は確実に折れる。

　だが、彼女の心配は杞き憂ゆうに終わった。

　なぜなら木剣が黒斗の腹にめりこむ直前、右腕がいきなり鉛のように重くなったのだ。

「な───っ!?」

　突然のことにクーの体勢が致命的なまでに崩れる。黒斗はその隙すきを見逃さず、素早く喉のど元もとに切っ先を突き付けた。

「俺の勝ち、だな」

　荒い息で勝利を告げる。

　己の敗北を前に、クーは信じられないといった様子で呟つぶやく。

「嘘うそでしょ……アタシが、負けた？」

　確かに油断はしていた。それは認める。

　だがそれを考慮しても負ける相手ではなかったはずだ。最後の不可思議な現象がなければ、こんな結果になることはなかった。

「クロト、アンタいったい何者───って、わきゃ!?」

　問いただそうとした、そのときだった。突然黒くろ斗とが覆いかぶさるように倒れこんできた。不意を突かれたクーは支えきれず、床に押し倒されてしまう。

「ちょ、ちょっとクロト!?　何の真ま似ねよ!?」

「はぁ……はぁ……っ」

　耳元で繰り返される荒い呼吸に、身体からだの芯しんがカッと熱くなる。

　身体にのしかかる確かな重み。生まれて初めて間近に感じた「男」に、クーはぎゅっと目を閉じて───ぬるりと、右手に嫌な感触が奔はしった。

「───クロトッ!?」

　慌てて身体を起こす。

　右手に付いていたのは真っ赤な血。黒斗の左脇わき腹ばらがぱっくり裂け、そこから夥おびただしい量の血が流れ出ていた。傷はかなり深く、一目で重傷と分かる。

「待ってて！　今治癒匣ルミナを持ってくるから！」

　クーは急いで立ち上がると階段を駆け上がっていく。

　その姿が完全に見えなくなるを待って、服の中に潜んでいたフェルが出てきた。

「フェル……これ、どうなってんだ……？」

「無理やり能力を引き出すなんて無む茶ちやをするからです。せっかく塞ふさいだ傷口が開いちゃったみたいですね」

　言うなり、フェルは患部に手をかざす。

　すると桜色の光が黒斗を包み込み、見る見るうちに傷口が塞がっていく。痛みもすぐに引き、数秒で黒斗の身体は元通りになっていた。

「剥はがれた神霊体を再構成して、もう一度傷を塞ぎました。これでひとまず大丈夫です」

「さんきゅ、また助けられたな」

　冗談抜きで死ぬかと思うような激痛だった。フェルがいなかったらどうなっていたか、考えたくない。

「それじゃ私は隠れます。黒斗様は何とかクーさんを誤ご魔ま化かして───」

「ごめん、探すのに手間取った！　すぐに治療を、って……」

　クーが緑色の精霊機甲を手に階段を駆け下りてきたのは、まさにフェルが服の中に潜り込もうとしていた瞬間だった。

　互いに視線を合わせたまま動かないクーとフェルを傍はた目めに、黒斗は大きな溜ため息いきをつく。

　どう言い訳したものかと、頭を悩ませながら。







［ 第三章 ］　─── 襲来 ───




　クーレルカの朝は早い。

　起きるのは日が昇る前。薄暗い部屋の中で目覚めると、すぐに動きやすい服装に着替えて庭先へ出る。

　冷たい空気を肺の中に入れ、丹念に身体からだをほぐす。やがて身体が温まったころには頭も完全に覚かく醒せいしており、それから朝の鍛錬を始める。

「ふっ……ふっ……！」

　今日使うのは訓練用の特殊な玉。少しの衝撃で壊れてしまうそれを切っ先で受け止め、手首の力だけで宙に跳ね上げてもう一度受け止める。

　常に最高速で木剣を振るい、触れる直前で手首を引いて柔らかく受け止める───卓越した技量と集中力がなければできない芸当。一つでも難しいそれを、慣れるにつれて二つ三つと増やしていく。

　余計なことは考えない。全神経を集中させなければ、脆もろい玉はたちまち割れてしまう。

　それなのに───。

「……あーもう！」

　苛いら立だちが募り、剣を振るう腕に力が入る。

　原因は分かっている。昨晩の敗北と、その後の一件だ。

「なんなのよ、アイツはっ！」

　───負けた。

　手加減とか油断とか、そんなものは何の言い訳にもならない。ただ一つ揺るぎない事実として、自分は負けたのだ。

「アタシは、こんなところで躓つまずくわけにはいかないのよ……っ」

　必ず騎士になる。そして、もう二度とあんなことを繰り返さない───この十年間、そのために力を磨き続けてきた。心の中で燻くすぶる迷いを押し殺して。

　ぐしゃり。力加減を間違えて玉が割れる。

　完全に集中力が切れてしまった。これ以上やっても時間の無駄だろう。

「……今日はここまでね」

　片付けを済ませてから家の中に戻り、シャワーを浴びてから朝食の支度を始める。

　手早く簡単に───毎日三食用意しなければならないので手間はかけない。時間を確認すると、いつもならもう食べ始めている頃合い。

「ったく、まだ寝てるのかしら」

　早くしないと冷めてしまう。クーは昨日から増えた居候を起こしに行くことに。

　二階に上がり、気持ち強めに扉を叩たたく。しかし反応どころか人のいる気配もない。

「……まさか」

　念のため部屋の中を確認しても少年の姿はない。だとしたら、考えられる可能性は一つ。

　クーは再び一階に降り、迷わず一番奥の書斎へ。すると予想通り本棚の間、壁にもたれかかるようにして灰髪の少年が分厚い歴史書を読んでいた。

「やっぱりここにいた……朝っぱらから何やってんのよアンタは」

「ん？　ああ、クーか」

　声をかけられてようやく気付いたのか、顔を上げる黒くろ斗と。その頭の上には手のひらに収まる程度の小さな少女が乗っている。

　その横に積まれた本の山が昨日よりだいぶ高くなっていることに気付いて、クーは呆あきれた顔をする。

「まさか、昨日からずっとここにいたの？　一睡もせずに？」

「いやー、つい夢中になって……おかげでこの世界のことはだいたい分かった」

「ですねー。これで苦労することもなさそうです」

　黒斗が凝り固まった肩を回すと、合わせてフェルも「ふいー」と大きく伸びをする。

　二人が書斎に案内されたのは昨晩、訓練を終えた後のこと。できるだけ多くの本を読みたいと言ったところ、ここに通された。

「アンタね……いくら傷が塞ふさがってるって言っても、あんだけ血を流したのよ？　大人しく寝てなさい。倒れても知らないわよ」

　クーは黒斗の手から歴史書を奪い取り、本棚に戻す。題名を確認すると───。

「救世伝説の真実……なに？　五百年も昔のことに興味があるの？」

「俺じゃなくてフェルだけどな」

「そのちびっこが？　機甲人形オートマタがどうしてそんなことを？」

「クーさん、ちびっこはやめてください。昨日ちゃんと名乗りましたよね？」

　失礼な物言いに、フェルは不機嫌そうに唇くちびるを尖とがらせる。小さいのは事実なのだが、改めて言われるとカチンとくるらしい。

　ちなみに機甲人形というのは疑似人格を得た人形型の精霊機甲のこと。ちょうど似たような姿形をしているらしく、フェルを見たクーが都合良く勘違いしてくれた。

　もっとも、手に入れた経緯については「拾った」と苦しいものになってしまったが。

「けど、あの重傷を治せるほどの機甲人形が捨てられるとはね～。しかも人格を初期化されて何も覚えてないなんて」

「ま、まあ……おかげで黒斗様と出会たわけですから」

　答えるフェルの顔は若干引きつっていた。あまり突かれるとぼろを出しそうで、黒斗は話題を変えることに。

「そういえば俺たちを探してたみたいだけど、何か用か？」

「あ、忘れてた。朝ご飯ができたから呼びに来たのよ。続きは後にしなさい」

「クーさん、なんだかお母さんみたいですね」

「うるさい、ちびっこ」

　クーはフェルを掴つかんでリビングに戻っていく。

　残された黒くろ斗とは大きく伸びをすると読み終えた歴史書を脇わきに置き、窓から鋼鉄の街並みを眺める。

「……なんだかんだで生きていけるもんだな」

　異能と目的を失ってなお普通に暮らしている───それが、どうしようもなく虚むなしく思えてならなかった。

　機甲都市アヴィオールでの二日目は、こんな感じで始まった。




　朝食を食べた後、黒斗とフェルは再び書斎に籠こもった。

　ただし今度は本を貪むさぼり読むだけではなく、互いに得た知識を確認するため。そしてまだ知らないことをフェルに補完してもらうためでもあった。

「ではまず、【濾ろ過か世界】の成り立ちから始めましょうか」

　フェルが積まれた本の上に座って小さな指先を立てる。さながら講義のような雰囲気に、黒斗も姿勢を正す。

「そもそも【濾過世界】というのは、無数にある他の世界とは根本から異なります。世界の基本的な役割は生命の箱庭、つまり入れ物なわけですが、【濾過世界】とはその名の通り、異物を濾こすことを目的としています」

「前にそんなこと言ってたな。確か……最上位神が造った神造世界、だったか」

「はい。以前お話しした『世界の歪ゆがみ』を覚えていますか？」

「積み重なると大規模な歴史転換パラダイムシフトが起こる、とかいうアレだろ。覚えてるさ、俺が生まれた原因みたいなものだからな」

　歴史転換が起こると、世界は神が定めた道筋から外れてしまう。

　通常では起こりえない現象が発生したり、存在するはずのない生命が生れ落ちる───確かそんな感じだったはず。

「神側としては、歴史転換はできる限り回避したい現象です。なにせ世界が自分の管理下から外れてしまうわけですからね。そこで考え出されたのが原因となる『歪み』を一ヶ所に集めて解消させる、という方法です」

　だが普通の世界では大量の「歪み」を溜ため込こんだ時点で歴史転換が起きてしまう。それでは本末転倒。

「そのために造られたのが【濾過世界】。神の力を結集させて膨大な量の歪みに耐えられるように調整された世界……だから、この世界だけは壊されるわけにいかなかったんですよ」

「ふーん……あれ、でも【魔神】っていう改定者が生まれたんだよな？　なら歴史転換が起こったってことだろ？」

「う……っ」

　浮かんだ疑問を正面からぶつけると、フェルは何かまずいことを聞かれたかのように言葉を詰まらせる。まさか───。

「まさかとは思うが、歪ゆがみの量が想定以上で歴史転換が起こってしまった……なんて間抜けな話じゃ───」

　フェルは気まずそうに目を逸そらす。それが何よりの証拠だった。

　自分が防ぐ予定だった世界滅亡の危機、その原因があまりにも情けなさ過ぎて、黒くろ斗とは溜ため息いきをつく。

「……まあ、その辺りのことはいいや。次は【濾ろ過か世界】内部の話をしようか」

「そうですね。基本的なことですが、この世界には霊力という特有のエネルギーが存在します。精霊術や精霊機甲の動力源もこの霊力ですね」

「そんでもって、霊力が収束して一つの概念生命体となったのが精霊……まだ見たことないけど、どんな姿をしてるんだ？」

「千差万別ですね。ゲームなんかに出てくる魔物や妖よう怪かいと言われる類たぐいの生物、有名な例を挙げるとオークやゴブリン、果てはドラゴンまで全すべて精霊にカテゴライズされます。中には人に近しい姿をした個体もいますよ」

　精霊───霊力を主食とし、あらゆる行動に自身の構成要素たる霊力を消費する【濾過世界】特有の生命体。寿命はなく、霊力を全て使い切ることで消滅する存在。人間が使っている精霊術も彼らの考案したものらしい。

「精霊術についても説明しておきましょうか。あれは霊力を利用し、自分の望む通りに世界を変える現実改変の術です。できる範囲はたかが知れてますけどね」

「それだけ聞くと凄すごい術だな」

　黒斗は昨日クーから聞いたことを思い出した。起こしたい現象をイメージするとそれが実際に起こる、つまり自分の望む通りに現実を変えているのだ。

　精霊と精霊術、そして精霊機甲。これで最低限の知識については確認できた。

　あと必要なのは───。

「これについては、後でクーに聞いておかないとな」

「ええ……」

　黒斗はすぐ横に置いてあった一冊の歴史書を手に取る。

　五百年前の救世伝説について記したものではない。これは、その後に起こった出来事を記したもの。

「大戦後、魔神の死し骸がいは無数の欠片かけらとなって世界中に飛び散った……か」

「しかも欠片は憑ひよう依いした存在を狂わせる。これによると、それが原因で幾度となく争いが起こったみたいですね」

　強大な【改定者】の一部であり、憑依することで対象の精神を侵す魔神の欠片。

　具体的に何が起こったかは書かれていない。それでも相当な数の人々が命を落としたことだけは分かった。そして、その欠片は五百年たった今でも存在しているという。

「平和そうに見えたけど、案外そうでもないのかもな」

「かもしれませんね……ところで昨日の件ですが、分かったことがあります」

「昨日？　なんかあったか？」

「お腹なかがぱっくり裂けたじゃないですか。もう忘れちゃったんですか？」

「あー……」

　黒くろ斗とは自分の左脇わき腹ばらに触れる。

　昨晩血だまりができるほど出血した箇所には傷跡も残っていない。痛みもないので夢か何かと錯覚してしまいそうなほどだ。

「いいですか。今の黒斗様は非常に危うい状態なんです。それを自覚してください」

「危ういって、逆だろ？　何でか知らないけど能力も使えたわけだし」

　一瞬だけだったが、間違いないだろう。

　クーは明らかに不自然なタイミングで体勢を崩していた。あんなことを可能にするのは柊ひいらぎ黒斗の異能たる「重力操作」以外に考えられない。

「それが問題なんです」

　しかし、フェルは楽観的な思考を斬きって捨てる。

「以前に説明しましたが、黒斗様の身体からだは私の身体で補完されている状態です。【改定者】と神霊───相反するものを無理やり結合させたことで能力は使えなくなりました」

「でも実際使えたぞ。威力はだいぶ弱かったけど」

「だから、それが異常なんですよ。能力が使えたということは、結合が崩れたということ。改定者の性質が活性化し、傷を覆っていた神霊体を剥はがしてしまったんです。その結果が昨日の大量出血です」

　黒斗の受けた傷は致命傷という表現でも足りないほど酷ひどいものだった。だから失った左半身をフェルの神霊体で塞ふさぐことで一命を取り留めている。

　その神霊体が分離するということは、すなわち傷口が開くことと同義。

「……えーっとつまり、俺は力を使うたびに死にかける？」

「簡単に言えば、そういうことです」

　想像以上にまずい状態だった。

　昨晩の身体が焼けつくような激痛がフラッシュバックして青ざめる黒斗。だがフェルの忠告はそれだけに留とどまらない。

「さらに注意すべきは無意識で能力を使ったという点です。それはつまり、これからも感情が昂たかぶって思わず能力を使ってしまい、傷口が開くといった事態が充分想定できるというわけです」

「マジか……」

　あまりに悲惨な状況に、黒斗は思わず床に突っ伏してしまう。

　力を使うと死にかける上、それが自分の意思とは無関係に起こりうる───いつ爆発するか分からない爆弾を括くくりつけられたようなものだ。普通に暮らすどころの話ではない。

「どうにかできないのかよ？」

「単純ですが、戦闘そのものを避けるというのが一番効果的ですね。あと一応、傷そのものをどうにかする方法もありますが……」

「本当か!?」

　思わず大きな声が出てしまう。

　異端分子イレギユラーである【改定者】の肉体は、万物創造を司つかさどる神であっても再生できない。だからフェルの身体からだを使うという荒業しかなかったはずだが……。

「かなり無む茶ちやな方法ですけどね。【改定者】の傷を治せるのは同じ【改定者】だけ。ならその力を吸収すればいいわけです」

「それができたら苦労しねえだろ。五人の救世主がいた五百年前ならまだしも、この時代に改定者はいない───って、あ」

　言っている途中で気付いた。

　つい先ほど、その改定者ついて話していたばかりではないか。無数に分裂して各地に飛び散ったという魔神の肉体のことを。

「魔神の欠片かけら……」

「ちょうど細かく分裂して吸収しやすくなってますからね。黒くろ斗と様は回復できる上、平和を脅かす存在も取とり除のぞける。一石二鳥です」

　得意げに頷うなずくフェル。

　確かにそれが可能ならこれほど有益なこともないだろう。それにこれは、いわば五百年前の後始末。フェルがやる気になるのも当然だ。

「ただ、問題はどうやって魔神の欠片を手に入れるかです。この本から読み取れる限り、欠片を宿した人間である特異点、欠片と融合した精霊である魔獣……どちらも相当危険な存在のようですからね。戦闘は避けられないでしょう」

「矛盾してるだろ、それ」

　傷を治すために欠片が必要なのに、その欠片を手に入れるためには力がいる。そして、力を使えば傷口が開いてしまう。論理が完全に破は綻たんしている。

「ですからこの場合、五体満足に力を使える方法を見つけなければ話になりません。だから『一応』と言ったんです」

「でも、それができれば最高だよな。お前も元の姿に戻れるわけだし」

「……ですね。もう少し考えてみますか」

　それからしばらくの間、二人は書物の山と顔を突き合わせて方法を練った。しかしそう簡単に思いつくはずもなく、時間だけがいたずらに過ぎていく。

「クロトー、そろそろ行くわよー」

　リビングから聞こえてきた声に、黒斗は顔を上げる。

　窓の外を見ればすでに日は高く、イリアと交わした約束の時間が迫っていた。クーレルカも監視役として同行することになっている。

「結局、何も思いつかなかったな……」

「そんな簡単にはいきませんよ。ひとまずクーさんから欠片かけらの詳しい話を聞きましょう」

「じゃあ行くか、っと……」

　立ち上がろうとした瞬間、目眩めまいに襲われてよろめく。咄とつ嗟さに支えにした本の山が崩れ落ち、ばさばさと床に散乱する。

「黒くろ斗と様、大丈夫ですか？」

「ああ……ったく、一日徹夜したくらいでふらつくとは、随分と弱くなったもんだ」

　怪け我がをする前なら一週間不眠不休でも平気だった。どうやら体力のほうも相当落ちているらしい。

　軽く肩や首を回した後、何やら大きめのバスケットを持ったクーと合流して家を出る。

　ちなみにフェルは黒斗の頭の上。機甲人形オートマタという言い訳ができた以上、もう姿を隠す必要はない。

「そうだ、実は父さんに呼び出されちゃってね。待ち合わせ場所までは一緒に行くけど、その先はイリアと二人で行って」

「呼び出し？　俺の監視はどうすんだよ？」

「一時中断だってさ。なんか別の任務があるみたい」

　軽く告げるクーだが、内心ではかなり訝いぶかしんでいた。

　騎士隊エインヘルの隊長である父スレイは任務を途中で中断させるような人間ではない。よほどの緊急事態とみるべきだろう。とはいえ、それを部外者に言うわけにもいかない。

「イリアと二人で仲良くやりなさいな。あ、間違っても手を出したりしないように」

「お前は俺を何だと思ってるんだ！」

「幼い女の子を半裸にした挙句、後ろから抱きついた変質者」

　おかしい、どれも間違ってない。

「……まあそれは冗談として、イリアのことは気にかけておきなさいよ。あの娘、想像以上に訳ありみたいだし」

「分かってるよ」

　だからこそ、こうして会う約束をしたのだ。

　と、頭の上で静かにしていたフェルがおずおずと話を切り出す。

「あの、クーさん。少し聞きたいことがあるのですが……」

「聞きたいこと？」

「ええ。世界中に飛び散ったという魔神の欠片について、詳しいことを教えてください」

「……魔神の、欠片」

　フェルがそう尋たずねた瞬間、クーの表情が強こわ張ばった。

　何か冷たい感情を押し殺したような、そんな顔。しかしそれはすぐにかき消え、普段通りの彼女に戻る。

「妙なことに興味を持つのね。それで、何を知りたいの？」

「基本的な質問ですが、そもそも欠片かけらとはどういうものなんですか？」

「取り憑ついた対象と融合し、存在を変質させるもの……アタシたちはそう認識してる」

「融合……ですか」

「取り憑かれるのは主に人間と精霊。それ以外だと欠片の力に耐えられないみたい。欠片は徐々に対象を侵しん蝕しよくし、やがて完全に乗っ取る……そうなったら終わりよ。破壊衝動のまま滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れまわる怪物になる」

　フェルはクーの変化に気付かなかったようで、普通に会話を続けている。だが黒くろ斗とは一瞬だけ垣かい間ま見みた彼女の表情が忘れられずにいた。

　クーの説明は続く。

「霊力で構成された精霊は欠片と親和性が高いみたいでね、一日もあれば完全に乗っ取られて『魔獣化』する。逆に人間の場合、完全に支配されて『魔人化』するまで相応の時間がかかる。この侵蝕過程の人間を、アタシたちは『特異点』って呼んでるわ」

「本には特異点も危険と書いてありましたが……」

「欠片は感情に反応して暴走、強力な精霊術を発動させるの。それだけでも十分危険なんだけど、問題は欠片同士が引き合うという性質よ」

「……つまり街に特異点がいれば、それに引き寄せられて危険な魔獣がやってくると？」

「ええ。大戦が終結した後も魔獣や魔人化した特異点との戦いは絶えなかったらしいわ。五百年たった今では欠片の数もだいぶ減って、そういうことも少なくなったけどね」

「欠片が減った……？　つまり【改定者】の欠片を消し去ることができるんですか!?」

「改定者？　なにそれ？」

「うえっ!?　あ、いや……く、黒斗様～！」

　興奮して妙なことを口走ったフェルが服の中に逃げ込んでくる。黒斗は仕方なく会話を引き継ぐことに。

「こいつの妄言だ、気にするな。それで、どうやって欠片を消すんだ？」

「魔獣・魔人化しちゃえば簡単よ。欠片と完全に融合してるから、そいつを殺せばいい。だけど討滅は相当危険だからね。魔獣はともかく魔人のほうは特異点の段階で対処するのが最適なんだけど、特異点を殺しても欠片は宿主を変えるだけ」

「イタチごっこってわけか」

「もっと酷ひどいわね。それで魔獣が生まれでもしたら目も当てられないわ。だから特異点は時間の止まった空間に封印するの。そして長い時をかけて内部の欠片を溶かしていくってわけ」

「時間の止まった空間って、そんなの何ど処こにあるんだ？」

「アンタが侵入したあそこよ」

　そう言って、クーは視線を上に向けた。黒斗も釣られて顔を上げると、そこには昨日フェルと共に落ちた塔───《聖域》がそびえ立っている。

「頂上に大きな水晶があったでしょ。あれは異空間に繋つながる扉のようなもので、そこに特異点を封印するの。大量の精霊機甲を運用させる動力源以上に、あの水晶は重要なものなのよ」

「あれが、ねえ」

　黒くろ斗との脳裏に神秘的な雰囲気を放つ蒼あおい水晶が浮かび上がる。

　確かにそれほどの力を持っているなら、侵入しただけで投獄された理由も納得がいく。だが、普通の水晶がそんな力を持っているはずがない。

「でもクーさん、異空間に通じてるって……いったいあれは何なんですか？」

「あの塔が聖域って呼ばれてる理由にもなるんだけど……あそこには神様が降臨するのよ。あの水晶《オファニム》を造ったのも神様」

「……はい？」

　神───その言葉に、思わずフェルと顔を見合わせる。

「信じられないかもしれないけどね」

　二人の反応を疑念と解釈したのか、クーは苦笑いを浮かべる。まさか「神様なら目の前にいる」と言うわけにもいかず黙る黒斗だが、フェルの反応は違った。

「あ、あの……クーさんは会ったことがあるんですか？　その神様に」

「騎士見習いになったときに一回だけね。それがどうかした？」

「その……髪の色は、何色でしたか？」

　恐る恐る尋たずねるフェル。その声は緊張で震ふるえていた。

　クーは質問の意図が分からず不思議そうな顔をするも、真剣な表情を見て取ったのか。まっすぐフェルを見据え───。

「蒼よ。怖いくらいに深くて綺き麗れいな……蒼」

　はっきりと、そう答えた。




「……まだかなー」

　ベンチのに座って足をぷらぷらとさせ、イリアは本日十回目となる同じ台詞せりふを口にした。その動きに合わせて、煌きらめく金色の髪がしゃらしゃらと揺れる。

　待ち合わせの時間まで後少し。眠たそうな瞳ひとみを擦こすりながら、イリアは灰髪の少年が現れるのを待っていた。

　そして十一回目の「まだかなー」を呟つぶやこうとしたそのとき、ようやく待ち人が現れた。

「あっ！　クロト、こっちこっち！」

「早いな。もう来てたのか、イリア」

　ぶんぶんと元気よく手を振ってくるイリアに手を振り返す。公園には相変わらず人通りがなく、園内に見えるのは彼女だけ。

「それじゃアタシは行くわね。クロト、これ持っていきなさい」

　イリアにフェルの紹介を済ませたところで、クーが手に持っていたバスケットを差し出してきた。中には様々な具材を挟んだサンドイッチが詰まっている。

「お昼、まだだったでしょ。イリアと二人で食べなさい」

「おお……ちょうど腹が空いてたんだ」

「クーは一緒に来れないの？」

「ごめんね、騎士隊エインヘルの仕事が入っちゃって」

　クーが申し訳なさそうに言うと、イリアは驚いたように目を見開いて後ずさった。

「……クー、騎士だったの？」

「う、うん。まだ見習いだけどね」

　先ほどまでとは違い、イリアは明らかに動揺していた。その理由が分からず。黒くろ斗とはクーの耳元に顔を寄せてこっそり尋たずねる。

「……なあ、騎士隊って実はやばい部隊なのか？」

「失礼ね、騎士隊はこの街を守る最後の砦とりでよ。……でも領護軍の中でも飛び抜けた実力者が集まってるから、怖がってる人もいるわ」

「なるほどね」

　どんな力であっても、強大であれば畏い怖ふの対象となりえる。それは黒斗自身が一番よく理解していた。

「じゃ、クロト。あとは任せたわよ」

　怖がられていることを察して、クーは足早に歩き去って行く。その背中が完全に見えなくなったところで、イリアがおずおずと尋ねてきた。

「あの……クロトも軍の人なの？」

「俺は違うよ。色々あってクーに監視されることになってな、一緒にいるのはそういう理由だ。イリアは軍が苦手か？」

「……うん。前にちょっと嫌なことがあって」

「……そっか」

　黒斗が頭に手を乗せて優しく撫なでると、イリアは気持ちよさそうに目を細める。

　しばらくそんなことを続けているときだった。突然「きゅるるぅ……」と可愛かわいらしい音がイリアのお腹なかから聞こえてきた。黒斗が昨日のことを思い出して笑みを零こぼすと、イリアは顔を真っ赤にする。

「またお腹が空いてるのか？」

「そ、そんなことないよ！」

　否定しながらも、イリアの目はバスケットに釘くぎ付づけになっている。目は口ほどにものを言うとは良く言ったものだ。

「俺も食べたいけど、先に移動しよう。ちょっと行きたいところがあるんだ」

「行きたいところ？」

「一度精霊を見ておきたくてな。この近くに小さい精霊が集まっている場所があるらしいから、そこでご飯にしよう」

　今朝のうちにクーに頼んでアヴィオールの地図を用意してもらった。これでもう昨日のように迷う心配もない。

「わたし、食いしん坊じゃないもん」

「分かってるよ。ほら、いつまでも拗すねるなって」

「……撫なでてくれたら許してあげる」

「了解。後で存分に撫でさせていただきます」

　傍はたから見るといちゃついているようにしか思えない会話をしながら、二人はゆったりと歩き始めた。
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　一方、黒くろ斗とたちと別れたクーレルカはまっすぐ目的の場所に向かっていた。

「……相変わらず馬鹿みたいに大きな塔ね」

　街のちょうど中央に位置する領護軍本部、その中心にそびえ立つ塔《聖域》を見上げ、クーは仰々しい門を通って数日ぶりとなる本部へ足を踏み入れた。

　───領護軍。

　世界各地に点在する機甲都市を精霊などの外敵から守るために組織された防衛部隊であり、その元となったのは五百年前の大戦で組織された救世軍。都市内部の治安維持も任されているため、所属する人間には良識と力の両方が求められる。

　その中でも特に秀でた人間を集めたのが、領護軍騎士隊・通称《エインヘル》。総勢十五名で組織された、魔獣・魔人などの凶悪な敵を専門とする制圧部隊である。

「訓練ご苦労様」

　一般兵（騎士隊に対して警備隊と呼ばれている）の訓練風景を傍はた目めに、クーは先に進む。その道中で時折好意的とは言えない視線を向けられ、自然と溜ため息いきが出る。

「まったく……面倒ね」

　軍に入ってすぐ騎士隊に抜ばつ擢てきされた彼女を疎む人間は多い。

　多くの兵にとって騎士の称号は栄誉の証あかしであり羨せん望ぼうの的なのだ。それが新兵、しかも女に与えられたとあっては、納得できない者も出てくる。

　実際、入隊直後はよく絡まれたものだ。もっとも、その手の輩やからは一人残らず叩たたきのめしてやったが。

　塔の周りを囲むように建てられた本部宿舎に入り、階段を上って四階へ。その北側の一角が騎士隊に当てられている。

　クーは指定された一室の前で呼吸を整え、扉を数回叩く。

「騎士見習いクーレルカ、ただいま到着いたしました」

「来たか。入れ」

　部屋の中には隊長であるスレイのほか、数人の騎士がいた。クーが入るのと入れ替わりに、騎士たちは武装を身に着けて出ていく。

「何があったの？　見習いのアタシまで召集するなんて」

「それほどの緊急事態ということだ。少しでも戦力が欲しい」

　クーは領護軍最強の騎士であるスレイにこそ劣るが、この街でも三本の指に入る実力者。

　戦力が欲しいならこれ以上の人間はいない。だが───。

「……なら、どうしてアタシだけ別に呼んだのよ？」

　他の騎士たちは先ほど出ていった。つまりわざわざクーだけ特別扱いしたということ。

　訝いぶかしむクーに、スレイは一度呼吸を整え───。

「……《オファニム》に異変があった。信じられないが、封印空間から特異点が逃げ出したようだ」

「な───!?」

　思わず言葉を失うような一言を、言い放った。

　封印した特異点が逃げ出すなんて聞いたことがない。いや、そんなことより特異点が街中にいる、ということは……。

「お前も知っての通り、特異点は魔人化するだけでなく、魔獣のような危険な存在を引き寄せる。すぐにでも捕えて再封印しなければ、この街が危険に晒さらされる」

「……っ」

　痛みと共に過去の記憶が蘇よみがえり、クーはぎゅっと拳こぶしを握りしめる。

　封印───それは言葉通りの意味ではない。

「……魔神の欠片かけらがもたらす災厄を防ぐ。それが聖域に現れし神霊より、我ら騎士隊に与えられた使命だ」

「……分かってる」

「特異点は危険な存在だ。放置しておけば多くの犠牲者が出る。それは他でもないお前が一番よく───」

「分かってるわよ、そんなこと！」

　父の言葉を遮るように大声をあげ、クーは荒い呼吸を繰り返す。そんな娘を見据え、スレイは静かに問いかける。

「まだ、十年前のことを引きずっているのか？」

「…………」

　クーは答えない。

　それだけで彼女の迷いを察したスレイは、言い聞かせるように言葉を紡ぐ。

「人は時に非情な決断を迫られる。大多数を守るために最低限の犠牲を払う───それは必要不可欠で、誰かがやらなくてはならないことだ。でなければ、十年前の悲劇を繰り返すことになる」

　十年前───その光景は今でもはっきり思い出せる。

　視界を埋め尽くす真っ赤な血の海と、むせかえるような死の匂におい。他ならぬ自分自身のせいで引き起こされた地獄絵図。

　もう二度とあんなことを繰り返さない───そのために騎士を志した。

　だけど、いつまでたっても迷いは消えない。もしかしたら違う道が、誰も犠牲にならない道があるんじゃないかと、心の何ど処こかで思ってしまう。

「俺はこれから聖域に向かって神霊を呼び出す。特異点を感知できるのも再封印できるのも彼女だけだ。居場所を特定次第、すぐに確保へ向かう」

　スレイが無言で尋たずねてくる。お前はどうする、と。

　アヴィオールの存亡に関かかわる緊急事態。領護軍の一員ならば災厄を防ぐために特異点を捕えるべき───それが最善。

「アタシ、は……」

　だが、クーは迷う。

　彼女がやらずとも別の誰かがやる。だから、その決断で何が変わるわけでもない。

　それでも何か大切なものを失ってしまうような気がして、どうしても首を縦に触ることができなかった。

　顔を伏せてしまった娘に、スレイは小さな溜ため息いきをつく。

「……分かった。ならばお前には元の任務に戻ってもらう」

「クロトの監視ってこと？」

「ああ、だが昨日までとは状況が違う。この事態はクロトが聖域に侵入したことが発端だ。無関係ということはないだろう。それにやつ自身、いまだ素性が分からない」

「それって……まさか……」

　クロトが特異点という可能性も充分考えられる───そう言っているのだ。

「クロトを捕ほ縛ばくして《聖域》に連れて来い。抵抗するなら交戦も許可する」

　スレイの言葉は右から左へ通り過ぎていく。

　特異点は捕えなければならない。それが絶対の正義。

　しかし、もしあの少年が特異点だったら……命を奪うことになるのを承知の上で、自分は捕らえることができるのだろうか。

　冷たい床は、何も答えてくれなかった。
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　───精霊。

　一定以上の霊力が集まることで霊力そのものが実体化、命と自我を得た存在。実体といっても人間の身体からだとは根本的に異なるため、食事や老いなどの生命活動とは無縁。

　その代わり、彼らには霊力が必要不可欠。

　歩く、飛ぶ、走るなどの活動だけでなく精霊術の行使、怪け我がの治癒、肉体の成長───彼らはただ生きているだけで霊力を消費し続ける。そして自身の霊力を全すべて使い果たしたとき、精霊はこの世から消滅してしまう。

「つまりですね。精霊にとって霊力とは寿命であり、肉体そのものであり、エネルギーでもあるんです」

　フェルの説明を耳に、黒くろ斗とはイリアと並んで階段を上っていく。

「精霊は霊力を喰くらうことで失った寿命を回復し、溜ため込こんだ霊力を使って己の肉体を成長させる。反面、充分な霊力を得られなければ未成熟のままです」

「けど霊力はそこら中にあんだろ？　なら精霊は不老不死ってことにならないか？」

「この世界には霊力が噴き出す噴出孔のような場所がいくつもあります。そこに住み着くことができれば進化も容易たやすいでしょう。しかし、そういう場所は得てして強力な精霊に占有されてしまうものです。そして、強力であればあるほど、精霊の消費霊力は加速度的に増えていきます。なので、いつか必ず霊力が足りなくなるというわけです」

「へー、よくできてんだな」

　三人がいるのは、アヴィオールの東端に群立する研究施設の一つ。

　なんでも生態研究の一環として屋上に精霊の住すみ処かを再現しているらしい。住民向けに無料で開放されているとのことなので、こうしてやってきたというわけだ。

「イリアは精霊を見たことあるか？」

「一度だけ。大きい狼おおかみみたいな精霊が街を襲ってきたときに見たよ」

「精霊が街を襲う？　そういうのってよくあるのか？」

「この機甲都市は霊力に溢あふれてますからね。住処から追い出された精霊が霊力を求めて、という事態なら充分考えられますよ」

「ふーん……」

　魔神の欠片かけらといい、この世界は思っていたほど平和ではないらしい。

　階段を上りきって屋上に辿たどり着くと、そこには緑の草原が広がっていた。敷地は半径五十メートルほど。周囲には半透明の壁のようなものが張り巡らされており、外界と区切られている。

「これは……霊力を遮断する結界ですね。中の精霊が逃げ出さないための処置でしょう。私たちは問題なく通り抜けられますよ」

「よし。イリア、行くぞ」

「うん！」

　受付も何もなかったので、そのまま中に入っていく。

　結界は触れると一瞬だけかすかな抵抗を感じたが、まるで空気の壁のようにするりと透過する。拍子抜けした黒斗が顔を上げたところで、

「うみゃ？」

　ふよふよと宙に浮かぶ小動物と目が合った。

　奇妙な鳴き声を発したそれは、姿形も同じくらい奇妙だった。一見するとなんとなく猫っぽいが、尾の先端が球状になっていたりと細部が違う。そして決定的な違いは、背中に生えた小さな翼。

「これが……精霊？」

「微精霊という精霊の幼体ですね。他にもたくさんいるようです」

　フェルの言う通り、周りを見渡すと至るところに同じような不思議動物がいた。突然やってきた黒くろ斗とたちには見向きもせず、好き勝手に遊び回っている。

「……なんか、想像してたのと違うな」

「一般開放されてるくらいですからね。人に慣れているのでしょう」

　精霊なんていうからもっと神秘的な生物を想像していたのだが……人懐っこいというか、普通の犬猫と大差ない。

「うみゃー」

　空飛ぶ猫型精霊は黒斗、フェルと順番に視線を移し、最後にイリアをじっと見つめた後、ゆらゆらと頼りなく飛び去っていく。

「あれが精霊ねえ……イリアはどう思う？」

「すっごく可愛かわいい！」

　即答だった。こちらを見上げる蒼あおい瞳ひとみはきらきらと輝いている。

「確かにぬいぐるみみたいで可愛らしいですよね。ぎゅっとしたら気持ちよさそうです」

「ぎゅー……抱っこしていいのかな？」

「いいんじゃないですか？　こうして放し飼いにされてるわけですし」

「じゃあ行ってくる！」

「待て待て。先にご飯にしよう」

　駆かけ出だそうとしたイリアを慌てて止める。

「俺もイリアもお腹なかぺこぺこだろ？　せっかくクーが用意してくれたんだから、早く食べようぜ」

「……分かった」

　どうやら好奇心より空腹が勝ったらしい。

　渋々頷うなずいたイリアの手を引いて適当な場所を探すと、少し離れたところに程よい傾斜を見つけた。座ってバスケットを開けると美お味いしそうな匂においが広がり、思い出したかのように身体からだが空腹を訴えてくる。

「それじゃ、いただきます」

「いただきまーす……はむっ、もぐもぐ───」

　食べ始めてからのイリアは一心不乱だった。まるで昨日から何も食べていなかったかのように、パンを口の中に押し込んでいく。

「そんなに急ぐと詰まらせるぞ」

「らいじょーぶ……んぐ!?」

「言わんこっちゃない。ほら水」

　水筒を差し出すと、イリアはごきゅごきゅと一気に飲み干してしまう。

「ぷはー……ありがと、クロト」

「ありがとじゃない。もっとゆっくり食べないとダメだろ……って、ん？」

　くいくいと服の裾すそが引っ張られる。

　振り返ると、先ほどの羽つき猫が「うみゃー」と鳴いてこちらを見上げていた。その後ろには似たような微精霊が三匹、皆一様にパンを凝視している。

「もしかして……欲しいの？」

　イリアが尋たずねると、微精霊たちは肯定するように鳴く。

「なあフェル。こいつらって普通のものを食べられるのか？」

「可能か不可能なら可能ですけど、別段食べる必要はありませんね。彼らの主食は霊力、人間と同じ食事は不要です。ただ……」

「ただ、なんだ？」

「この場所は極端に霊力が薄くなっています。おそらく成長を防ぐために、最低限の霊力しか得られないよう調整しているのでしょう。食事を欲するのはそれが原因かと。ほんの少しですが、霊力を回復できますからね」

　人間を含め、【濾ろ過か世界】のあらゆる存在は少なからず霊力を宿している。

　といっても本当に微々たるもので、喰くったところで腹の足しにもならないほど。だから「精霊モンスターが人間を喰らう」といった事件は滅めつ多たに起こらない。

「はい、どーぞ」

　イリアがパンを差し出すと精霊たちは次々に群がり、あっという間に食べつくしてしまう。そして「もうないの？」とねだるように見上げてくる。

「う……だ、駄目だよ！　クロトの分がなくなっちゃうから！」

「いいよ。全部あげちゃいな」

「いいの？　クロト、少ししか食べてないよ？」

「腹は充分膨れたからな。ついでにそいつらと遊んでこい。俺はここで休んでるから」

「……そっか。じゃあ行ってくるね！　精霊さん、こっちだよ！」

　イリアがバスケットを手に駆かけ出だすと、精霊たちもついていく。

　むぎゅーっと精霊を抱きしめて幸せそうに笑うイリアを横目に、黒くろ斗とは大きく伸びをすると草原に寝転んだ。

「黒斗様、食べてすぐ横になっちゃだめですよ」

「別にいいだろ。そんなことでどうにかなるほど真っ当な身体からだじゃねえ」

「またそんなこと言って……それで、わざわざイリアちゃんを遠ざけた理由は『蒼あおい神様』のことですか？」

「……さすがにお見通しか」

　黒斗は首を傾けてフェルを見据える。

　蒼い神の話を聞いた、あのときの反応───彼女は間違いなく何か知っている。

「黒斗様の想像通り、私は彼女のことを知っています。私と共に救世主を喚よぶために遣わされた神霊六姉妹の一人───《蒼の神霊》ラヴィ。私の姉です」

「お前は、確か末っ子とか言ってたな」

「ええ。ラヴィ姉様は三番目の姉に当たります。まさかまだこの時代にいるとは思いませんでした。神霊六姉妹わたしたちは目的を果たせば下界から去る予定でしたから」

「お前の姉か……どんなやつなんだ？」

「素晴らしい方ですよ。この世界のことを誰よりも大切に想おもっている方です。何を隠そう、精霊機甲を考案したのも姉様なんですよ」

　フェルの声はどこか誇らしげで、姉への敬意が伝わってくるようだった。

「そういえばクーも言ってたな。聖域の水晶を造ったのは神様だって」

「オファニムと呼んでましたね。ラヴィ姉様が造った水晶で、なおかつ異空間に通じているとなれば、まず間違いなく天霊兵装レガリアの一つでしょう」

「れがりあ？」

「いわゆる神器と呼ばれる類たぐいのものです。私たち神霊が己の力を削って造り上げる神力の結晶。異空間に通じるというのは、その能力の中でも最たるものです。黒くろ斗と様に差し上げたそのコートのように」

「これも天霊兵装なのか？」

　この世界に来る前に授けられた黒いコート。この服の内側は異空間に繋つながっており、何でも収納自在という代物だ。防御能力も高く、破れても自動で再生する。

「神が神たる由ゆ縁えんは天地創造───つまり自分の世界を持っているかどうかです。昨日黒斗様も通った【神門】は自分の世界と他世界を繋ぐ門。神力の結晶たる天霊兵装とは、言い換えればその門を物資化したものです」

「つまりこのコートの内側は、お前が創造した世界に繋がってるのか」

「神霊クラスでは世界というより空間程度ですけどね。それでもその空間は神の思い通り、時の止まった空間を作ることもできます。それに分解された魔神の欠片かけら程度なら、高密度の神力を長時間当てて消滅させることも充分可能でしょう」

　神と【改定者】の力は相克関係にある。世界に生まれたバグである【改定者】はこの世の理ことわりに属さず、それゆえに全知全能たる神に抗あらがうことができるのだ。

「今の黒斗様の身体からだも原理自体は同じです。瀕ひん死し状態で弱った【改定者】の力を、神霊の力で中和させて───」

　そこまで言ったところで、フェルが唐突に言葉を切った。そして顎あごに手を当てながら何かぶつぶつと呟つぶやき始める。

「中和……けど黒斗様は無意識で力を使った。改定者の力が活性化したから……なら活性化そのものじゃなくて、力の反動だけ私が打ち消してしまえば───」

「……フェル？」

　心配になって声をかけた瞬間、フェルは勢いよく顔を上げた。

「黒斗様。少し試したいことがあるのですか、よろしいですか？」

「試したいこと？　……まあ危険じゃないなら構わないが」

「ありがとうございます。それでは失礼して」

　そう言うなり、左肩に飛び乗ってくるフェル。そして小さく「同調開始」と呟つぶやくと、彼女の身体からだがほのかな桜色の光を放ち始め───。

「合体完了！」

　光が晴れたとき、フェルの身体は黒くろ斗との左肩にくっついていた。

　呆あつ気けにとられた黒斗はおそるおそるフェルの頭を掴つかんで引っ張ってみる。

　離れない。

「いや何してんのお前!?」

　強く引っ張っても自分の肩が痛いだけ。完全に身体の一部になっていた。

　フェルはちっちっちっと得意げに指を振る。

「いいですか。現在の黒斗様の左半身は私の身体───神霊体です。ということは融合も可能なわけですよ」

「理屈は分かるけど、何の意味があるんだよ。ただ邪魔なだけだろ」

「私がそんな無駄なことをすると思いますか？　黒斗様、手を前に出してください」

　真意の見えない言葉に首を傾かしげながらも、言われた通りに手を前に出す。

　異変はすぐに起こった。

　身体の奥から力が湧わきあがってくるような感覚。慣れ親しんだ感覚に、黒斗は本能的に力をまとめて球体を作り上げる。

　すると小さな黒い球───重力球が手のひらに出現した。

「上う手まくいきましたね。さすが私です」

　黒斗は自分が生み出した重力球を呆ほうけたように見つめ───昨晩の怪け我がを思い出して慌てて身体を確認する。しかし身体の何ど処こにも異常は見られない。

「……なんで？」

「昨晩大怪我をした理由は、力の活性化によってあの紅あかい龍に負わされた傷口が開いてしまったから、というのは今朝お話しましたね」

「ああ。傷を塞ふさいでるお前の神霊体が剥はがれたんだろ？」

「ええ。ですから融合した私が神霊体を制御して、それを未然に防いだというわけです。これである程度は自由に力を使えるようになるでしょう」

　そう言われて、黒斗は色々と試してみることに。

　結果、出力こそ大幅に下がっていたが加重や圧縮など一通り使えることが分かった。

「ちょっと威力不足だけど、これなら充分戦えるな」

「でも無制限に使えるわけじゃありませんよ。私が抑えられる範囲にも限度があります。それを超えると傷が開くだけじゃなくて、融合している私もまとめて分解されちゃいますから、気を付けてください」

「使うのは最小限に抑えろってことか。分かった」

　とにかく、これで戦う手段は確保できた。

　ひとまず融合を解除したそのとき、遊んでいたイリアが戻ってくる。

「ただいまー、ちょっと疲れた～……」

　頼りない足取りで帰ってきたイリアは迷うことなく黒くろ斗との横に寝転ぶ。頬ほおはほんのり赤みを帯び、息も乱れている。どうやらずっと走り回っていたらしい。

「お帰り。楽しかったか？」

「うん！」

　元気よく返事をするイリア。しかし一息ついて疲れがどっと押し寄せてきたのか、次第に目ま蓋ぶたが落ちていく。

「ん……」

「寝ちゃってもいいぞ。ちゃんと起こすから」

　優しく頭を撫なでながら言うと、蒼あおい瞳ひとみの奥がとろんと微睡まどろむ。イリアはもそもそと黒斗の腕の中に入り込み、安心しきった表情で微かすかな寝息を立て始めた。

「……なんだか子犬みたいで可愛かわいいです」

「そうだな」

　お腹なかいっぱい食べて、いっぱい遊んで、疲れたら眠る───なるほど、言われてみれば確かに犬っぽい。心を開いた人間にはとことん無防備になるところも。

　しばらくさらさらした髪の感触を楽しんでいると、それを見ていたフェルが不思議そうに尋たずねてきた。

「初めてイリアちゃんと出会ったときもそうでしたけど、黒斗様って自然と頭を撫でますよね。何か理由でもあるんですか？」

「……理由ってほどじゃないが、昔よくやられたからな。その影響かもしれない」

「へー、家族にですか？」

「まあ、みたいなやつだ」

　わざとぼやかした言葉に、フェルの瞳がキランと輝く。

「そういえば私、黒斗様の家族について何も知りません。私も姉様のことを話したんですから、そちらも教えてくださいな」

　好奇心丸出しで「話すまで逃がさない」と主張する瞳に、黒斗は一つ溜ため息いきをつく。

「別に面白い話じゃないぞ？」

「構いません。それで、頭を撫でてくれた人というのはお母さんですか？」

「……血は繋つながってないけど、一応そういう関係になる。今思い返せば変な女だったな。俺みたいな化け物の面倒を見てくれたんだから」

　一緒にいた時間はそれほど長くはない。せいぜい数年といったところだろう。それでも、記憶は色いろ褪あせることなく残っている。

　そういえば、彼女もフェルと同じようなことを言っていた。確か───。

「男なら恋の一つでもしろ。そうすりゃ自然と人間らしくなる……だったか」

「なんですか、それ？」

「前にそいつに言われたこと。お前も同じようなこと言ってたろ？」

「そんなに乱暴なことは言ってませんよ。私は恋をして『世界のためじゃなくて誰かのために戦ってください』と言ったんです。まあ、自分じゃない誰かのために、というところは同じですけど」

「……誰かのために、か」

「ええ。人は一人では生きていけませんから」

　どんなに強い力を持とうと孤独には勝てない───黒くろ斗と自身、よく分かっていることだ。だからこの世界に来た。元の世界で切れてしまった繋つながりを求めて。

　けれど、ふとした瞬間に思ってしまう。

「……なあフェル。この世界に来たのは、正しかったのか？」

　どんなに「普通」を取り繕うと、柊ひいらぎ黒斗の異常性は変わらない。

　五百年たって力が不要となった今、この世界に自分の居場所はない───そんな不安が心の中に降り積もる。

「───大丈夫ですよ」

　そんな不安を包み込むように、フェルはふわりと柔らかく笑う。

「黒斗様は、ちゃんと、誰かのために行動してるじゃないですか」

　視線の先には、腰に抱き着くようにして眠っている金髪の少女。

「……イリアのことか？　でも、別に俺じゃなくても同じことをしてたはずだ」

　偶然出会ったから。イリアに手を差し伸べた理由なんてその程度のものだ。そこに「柊黒斗」である必要性はない。

「黒斗様、それは違います」

　そんな黒斗の考えを、フェルはばっさりと切り捨てた。

「確かに出会いは偶然でした。けどあのとき黒斗様が声をかけたから、彼女は今こうして幸せそうにしているんです。黒斗様は少々夢見がち過ぎですよ」

「夢見がちって……何ど処こがだよ」

　不ぶ躾しつけな言葉にむっとする黒斗だが、フェルはまるで言い含めるように言葉を綴つづる。

「きっかけなんて偶然でいいんです。劇的である必要はありません。始まりが何であろうと、そこから少しずつ自分の存在を刻み込んでいく……それが人間です。最初から誰かに必要とされてる人なんていませんよ」

　強い信頼があってこそ、人は誰かに必要とされる。周りに誰もいない孤独な人間が本当の意味で頼られることはない。

「もし黒斗様が誰かに必要とされたいのなら、イリアちゃんのように無む垢くな信頼を向けてくれる人を大切にしてください。それは貴方あなたが結んだ絆きずなであり、貴方と世界を繋つなぎ止とめる楔くさびとなりますから」

　フェルは優しく微笑ほほえみかけてくる。

　こういうときだ。彼女が少し間の抜けた少女ではなく、人を導く神霊だと意識させられるのは。

「……相変わらず口が回るというか、人を乗せるのが上う手まいな」

「それは褒めているんですか？」

　黒くろ斗とはもう一度安らかな寝顔を浮かべるイリアを見つめる。

　この世界で何をするべきか、自分が何をしたいのか。それはまだ分からない。

　けれどこんな自分に懐いてくれた女の子くらいは守りたい───そう思った。

「……ふわぁ」

　イリアの寝顔に触発されたのか、急激に眠気が襲ってくる。

　空は快晴、時刻はお昼過ぎ。結界が日光を和らげているので眩まぶしくもない。まさに絶好のお昼寝日和。加えて昨晩一睡もしてないこともあり、どんどん目ま蓋ぶたが落ちていく。

「さすがに限界だ。少し、寝る……」

「分かりました。適当な時間になったら起こしますね」

　芝生に頭を任せて目を閉じる。

「おやすみなさいませ、黒斗様。よい夢を」

　その声を引き金に、黒斗の意識は闇やみの中に溶けていった。





　　　　◆　◆　◆






　どれくらい眠っていただろうか。

　ふと近くに誰かの気配を感じて、黒斗はゆっくりと目蓋を開けた。

「おはよう。随分気持ちよさそうに寝てたわね」

　首を傾けると、いつの間に来たのだろうか。クーがこちらを見下ろすように立っていた。逆光の中でも赤い髪が映える。

「なんだクーか。騎士隊の用事は終わったのか？」

「……いいえ、まだ途中よ」

　答える声は異様なまでに冷たい。しかし寝起きの黒斗はそれに気付かず、呑のん気きに伸びをする。その拍子にお腹なかの上で寝ていたフェルがずり落ち、地面に顔を打ち付けて「へぶっ」と情けない悲鳴を上げた。

「黒斗様、いきなり起き上がらないでください……」

「なーんでお前まで寝てんだよ。起こしてくれるんじゃなかったのか？」

「やー、お二人の寝顔を見てたら自然と……昨日寝てないのは私も一緒ですし」

「お前そもそも寝る必要ないだろ」

　神霊に睡眠欲はない───以前にフェル自身が言っていたことだ。といっても一ヶ月の同居生活の間に何度か布団の中に潜り込んできたが（本人曰いわく色仕掛け）。

「今の私には必要なんですよ」

　クーのことを気にして言葉を濁すフェル。しかしそれだけで分かってしまった。

　今のフェルは力のほとんどを黒くろ斗とに渡した結果、元の身体からだから大幅にサイズダウンしている。黒斗が弱体化したのと同様に、彼女も何かしらの制約を受けているのだろう。

「む～……くろとー……」

　そんなことを考えていると、寝ね惚ぼけたイリアがむぎゅーと抱きついてきた。

　まだ半分夢の中にいるようで、頭を撫なでるとふにゃーと顔を蕩とろけさせて再び寝入ってしまう。それを見て、クーの視線が露骨に厳しくなる。

「……一応聞いておくけど、変なことしてないわよね？」

「真顔で何言ってんだお前は」

「いや、だって出会ってまだ一日でしょ？　いくらなんでも懐き過ぎ。アンタもアンタで頭を撫でる動作が自然というか……とにかく怪しいのよ」

「勘繰り過ぎだ。たまたま側そばにいた俺に甘えてるだけだろ」

　口ではそういいながらも、黒斗は心の奥底で理解していた。

　ただ甘えているだけじゃない。イリアは自分と同じだ。

　失ってしまったものを求め、必死に誰かと繋つながろうとしている。まるでこの世界でひとりぼっちであるかのように。

「……まあいいわ。それより少し話があるんだけど、いいかしら？」

「なんだよ改まって」

　そこでようやく、黒斗は彼女の様子がいつもと違うことに気付いた。

　のどかに微睡まどろんでいた雰囲気は一変し、クーから発せられる冷たく切るような空気に支配される。フェルも彼女の真剣な表情に押されてか、定位置となりつつある黒斗の頭の上に乗ってクーと向かい合う。

「クロト。アンタは気が付くと聖域に倒れていて、自分の名前以外何も覚えてなかった……取り調べでそう言ったらしいわね」

「あ、ああ。だから霊力や精霊機甲のことも何も知らなかったろ」

　忘れかけていた設定を持ち出されて反応が遅れる。

　記憶喪失───それは牢ろう屋やから出るために吐いた嘘うそ。無知が幸いして今のところばれずに済んでいるが、あくまで一時的な措置。いつまでも通じるものではない。

「……それ、嘘よね？」

　だから、そう問われても動揺は小さかった。

「……根拠は？」

「明確な理由があるわけじゃないけど……いくらなんでも落ち着き過ぎよ。記憶がないことを不安に思ってる様子もないし、失ったものを取り戻そうともしない。それどころか新しい暮らしに順応しようとしている」

「だろうな。途中から俺も忘れてたくらいだし」

「……否定しないのね」

「今さらだろ」

　もともと無理のある言い訳だったので、こうなることは想定していた。それに、これ以上否定しても立場が悪くなるだけだ。

「で、俺は牢ろう屋やに逆戻りか？」

「……いえ、アンタが向かうのは牢屋じゃない。《聖域》よ」

　腹の探り合いは性に合わない。クーは真っ向から用件を突きつける。

「《聖域》？　どういうことだ？」

「昨日、封印されていた特異点が《聖域》から逃げ出したわ」

「は……？」

　脈絡のない話の変化に混乱する黒くろ斗とだが、クーは畳みかけるように続ける。

「特異点は危険な存在よ。魔人化する可能性がある上、存在するだけで周囲の魔獣を引き寄せる。だから私たちは特異点を見つけて、もう一度封印しないといけない」

「待て、いきなり何の話───」

「特異点が逃げ出したのは、クロト。アンタが《聖域》に現れた後なのよ」

「……なるほど、俺が疑われてるってわけか」

　ここまで言われるとさすがに察しがつく。

「アンタの捕ほ縛ばく命令が出てる。悪いけど一緒に来てもらうわ。抵抗するなら───力尽くで連れていく」

　冷たい声で告げ、クーは精霊剣《ルドラ》の柄に手をかける。

「……《聖域》に行って、俺はどうなる？」

「今、父さんが神様を呼び出してる。アンタの処理は彼女が決めるわ」

　神様───その単語に、黙って見ていたフェルが軽く頭を叩たたいてくる。

　言われなくても分かっていた。

　フェルの姉である《蒼あおの神霊》ラヴィ。彼女なら今の状況を打破できるかもしれない。捕まってでも会う価値は充分あるだろう。

「んにゅ……クロト、どうしたの？」

　と、話し声が大きかったのか、すやすやと眠っていたイリアが目を覚ました。

　寝ぼけ眼を擦こすりながら辺りを見回し、二人の間に漂う張り詰めた空気に気付いて不安そうに見上げてくる。

「……何かあったの？」

「何でもないよ。心配しなくていい」

　安心させるように頭を撫なでるも、イリアの表情は晴れない。

　それを見た黒斗は少しだけ迷うも、無理を承知でクーに頼み込む。

「悪い、もう少しイリアと一緒に居てもいいか？」

「……日が暮れるまでよ。それ以上は待てない」

「ありがとう」

「別に……お礼を言われるようなことじゃないわ」

　頭を下げると、クーは気まずそうに視線を逸そらす。

　彼女は騎士として当然のことをしただけ。それなのに非情になりきれないところが彼女らしくて、黒くろ斗とは思わず苦笑を洩もらす。

「……クロト、何ど処こかに行っちゃうの？」

「軍のほうでちょっと問題が起こってね。クロトがそれに関係してるかもしれないから、話を聞かなくちゃいけないの。ごめんね」

　イリアを安心させるように優しく告げるクーレルカ。

　無用な混乱を招かないよう、関係者以外には一切情報を洩らさない。特異点という災厄の種が街中に潜伏していることが公になれば、人々は大混乱に陥ってしまう。

　そんなクーの思惑も知らず、黒斗はイリアの頭を優しく撫なでる。

「そういうわけで、一緒に居られるのは後少しだけだ。ごめんな」

「事情があるなら仕方ないよ。けどクロト、軍に呼び出されるなんて何したの？」

「ん～、ちょっと《聖域》に入っちまってな」

「…………え？」

　その瞬間、イリアの表情が固まった。

「偶然入っただけで別に何もしてないんだけど、そのせいで妙な容疑をかけられて───って、イリア？」

　そこでようやく、黒斗はイリアの様子がおかしいことに気付いた。

　脅おびえるように全身をかたかたと小刻みに震ふるわせ、顔は血の気が引いて真っ青。過呼吸を起こして不規則な吐息を繰り返している。

「イリア、おい大丈夫か!?」

　慌てて肩を掴つかみ、無理やり目を合わせる。

　海のごとき蒼あおい瞳ひとみに巣食っているのは恐怖や脅え。黒斗はそんな少女の瞳をまっすぐ見据え、語勢を強めて再び尋たずねる。

「どうした？　何があった？」

「クロト……ごめ、ごめんなさい……っ。わたしがいけないの。わたしが逃げたから、クロトに迷惑かけて……っ」

「落ち着け、言ってる意味が……」

「わたしなの！　わたしが逃げた特───」

　イリアが何かを叫ぼうとした瞬間。まるでそれを遮るように、街の端のほうで大気を震わすような轟ごう音おんが轟とどろいた。

　同時に三人のいる建物が激しく揺れ、たまらず地面に倒れる。

「な、な、なんですか、いきなり!?」

　こてんと転がったフェルが慌てふためく中、クーは腰の精霊剣《ルドラ》に手をかけて油断なく辺りを見渡す。今のは明らかに自然現象ではない。

　揺れが収まり、静寂が戻ってくる。

「……収まった、の？」

　イリアが顔を上げた瞬間、もう一度建物が揺れた。

　繰り返される震動は次第に近くなり、また激しさを増していく。何か巨大なものが近づいてきている───そう理解したときにはすでに手遅れで、




　それは、三人の前に現れた。




　ごぅん───腕の一振りで建物の一角が崩壊する。

　微精霊を閉じ込めていた結界はそれに触れた途端に砕け散り、余波だけで屋上が崩れ落ちていく。そこでようやく、三人はそれの姿を視界に収めた。

「何よこれ……冗談きついっての……」

　クーの呻うめきも、黒くろ斗との耳に入ってこない。

　地を這はうトカゲを見上げるほどに巨大化させたような外見。

　巨大な体たい躯くを覆う薄墨色の鱗うろこは不気味な瘴しよう気きを垂れ流し、辺りの空気を澱よどませる。未成熟な翼は飾り程度に背中から生えているだけで、ほとんど動いていない。

「……っ」

　ぎろりと濁った紅あかい瞳ひとみが黒斗を射抜く。

　姿形も、感じる力の大きさもまるで違う。それでもその姿は、身体からだを引き裂かれた恐怖を呼び起こすのに充分すぎた。

「───なんでこんなところに、竜がいるのよっ！」




　クーの叫びに呼応するように、魔獣───幼竜ミーミルは狂った咆ほう哮こうを轟とどろかせた。







［ 第四章 ］　─── 特異点 ───




　最初に異変を感じ取ったのは、外の監視を命じられていた警備兵だった。

「なあ、なんか変な音が聞こえないか？」

「どーせ精霊機甲の駆動音だろ。この辺は研究施設が多いからな」

「……ま、そうだよな」

　同僚の言葉に、兵士は違和感を感じつつも手元のカードに視線を戻す。

　彼らの担当地区である機甲都市アヴィオールの東外周区は、開発特区として普段から新型精霊機甲の開発が行われていた。なので騒音・異音など日常茶飯事。だから妙な音が聞こえても、特に気にかけることはなかった。

　油断もあったのだろう。

　ここ数十年、精霊などの外敵がアヴィオールを襲撃したという記録はない。その平和が危機意識を弛し緩かんさせ、職務中にカードゲームに興じるという怠慢に繋つながっていた。

　街を覆う隔壁内部をくりぬいて造られた詰所に、カードをめくる音だけが響く。

「……ん？」

　ふと、微かすかな震動が足元を揺らした。

　ちょうど次のゲームが始まる前で、兵たちはカードを取る手を止める。

　意識しなければ気付かないほど小さな揺れは徐々に大きくなり、やがて大地を揺らす地響きへと変わっていく。

「お、おい……これ、まずいんじゃ……」

　一人がそう言ったところで、他の兵たちもようやく異常に気付いた。

　大多数が泡を食って精霊機甲を装備している中、辛かろうじて冷静な判断力を残していた兵が遠話匣アネモスで領護軍本部に連絡しようとする。

「……ほ、本部！　こちら東外周区！　緊急事態発生、急ぎ応援を───」

　揺れはもうすぐそこまで来ている。応答があるや否いなや、慌てて救援を要請しようとした次の瞬間、轟ごう音おんと共に分厚い鉄板で覆われていた壁が吹き飛んだ。

　信じられない破壊力だった。

　並の精霊術では傷一つ付けることのできない強固な隔壁。大戦が終結してから五百年、アヴィオールを守り続けていた壁が土つち塊くれのように砕け散る。

　数人の兵士たちが崩壊に巻き込まれ、物言わぬ肉塊となって転がる。さらに破壊された外壁の欠片かけらが巨大な散弾と化し、混乱する兵たちを次々と絶命させていく。

　そのうちの一つが遠話匣を直撃し、連絡していた兵の右手が根元から引き千切られた。

「あ……え……？」

　認識が追い付かず、兵士は噴き出す血潮を漫然と眺める。

　その上に真っ黒な影がかかり、呆ほうけたように見上げた直後───巨大な腕が彼を踏み潰つぶし、苦しむ間もなく意識は闇やみに沈んでいった。

「りゅ、竜だ───っ！　竜の襲撃だ───っ!!」

　外壁を破壊して街の内部に入ってきた巨大な影を見て、誰かが叫ぶ。

　恐怖に彩られた絶叫は瞬く間に広がり、一瞬の静寂の後、人々は叫び声をあげて滅め茶ちや苦く茶ちやに逃げ惑い始めた。

　避難誘導するはずの警備隊が真っ先に壊滅してしまったことで、恐怖と混乱は悪戯いたずらに大きくなっていく。

　襲撃者───幼竜ミーミルはそんな有象無象には見向きもせず、行く手を遮る建物をなぎ倒して突き進む。

　破壊された建物の残ざん骸がいは逃げる人々の上に落下し、全身から爛ただれ落ちる瘴しよう気きは毒のように広がり、触れたものを焼やけ爛ただれさせる。

　ただ歩くだけ。それだけで夥おびただしい数の死を生み出しながら、災厄の化身は本能の命ずるままに己と同じ存在を探し求める。

　そして───それを見つけた。




　竜の襲撃。

　その報は《聖域》にいた騎士隊長スレイの耳にも届いていた。

「……間違いなく竜なのだな？　ならば警備隊では足止めすら出来ないだろう。無駄な交戦はせず、住民の避難誘導に専念するよう通達しろ。それと騎士隊全員に対霊結界の準備をさせておけ。準備が完了次第、迎撃に向かう」

　遠話匣アネモスで各隊へ指示を送り、スレイは塔の最上階から東外周区を見下ろす。

　高層物が立ち並ぶ区域なだけに敵の姿は確認できないが、あちこちから立ち上る黒煙が相当な被害を予期させた。

「……竜だと？　己の住すみ処かから滅めつ多たに出ないはずの霊獣が何な故ぜこんなところに……っ」

「───決まっている。自分と同じ欠片かけらの気配を察知してきたのだ」

　突然響いた静せい謐ひつな声に、スレイは急いで振り返る。

　聖域に設置された神の遺産───天霊兵装レガリア《オファニム》。異空間に通じる巨大な水晶の前に、小さな光が灯ともっていた。

　不思議な光だった。

　色は濃紺。あらゆるものを呑のみ込こんでしまいそうな深い蒼あおは次第に大きくなり、やがて凝縮して人の形を為なす。

「あれは欠片を宿した精霊───魔獣だ。この街の特異点の気配を感じ取り、己がものとするためにやってきたのだろう」

「……ラヴィ様」

　光が晴れ、そこに浮かんでいたのは一人の少女。

　深海のごとき蒼あおの髪をなびかせ、少女───《蒼の神霊》ラヴィはこの世ならざる格をもって下界に降り立つ。

　ラヴィは己が作り出した《オファニム》、そして粉ふん塵じんの立ち込める街を一いち瞥べつする。

「状況は概おおむね理解した。逃げ出した特異点を再封印しろということだな？」

「はい。しかし状況が変わりました。あの竜が魔獣だとすれば、封印する前に排除しなければ。万が一にも特異点の欠片かけらを吸収されたら、手に負えなくなります」

「分かっている。スレイ、お前は騎士隊を率いて魔獣を撃退しろ。深追いはしなくていい。私は再封印の準備を始める」

　そう言うと、ラヴィは胸の前で両手を強く合わせる。

　パァンと小気味のいい音が鳴り響き、彼女から不可視の波動が放たれて街中に広がる。その瞬間、彼女はアヴィオールの全すべてを見通す「眼」を得た。

「特異点の補足も私のほうでやっておく。お前は竜の排除に専念しろ。どうやら一番弱い幼竜ミーミルのようだが、最強の精霊の一種であることに変わりはない。加えて魔獣化しているとなれば、相当な強さだろう」

「心得ています。では、私はこれで」

　短く答えると、スレイは躊躇ためらいなく塔の頂上から飛び降りた。

　優に百メートル近く落下したスレイは衝突直前で勢いを殺し、すぐさま風のような速度で駆かけ出だす。それを見送ったラヴィは《オファニム》に触れ、その内部を視みる。













「【神域】に捕えた特異点は七人……やはり一人足りないか。だが、どうやってこの空間から逃れた？　いかに魔神の力を宿した特異点であっても媒体が人間である以上、次元の壁を破ることは不可能のはず……」

　見たところ《オファニム》そのものに外傷はない。内部に刻み込まれた【神門】の術式、その一部だけが破壊されていた。

「内部ではなく外部から破壊されている……誰がやった？　破壊となれば神霊にも不可能。そんなことができるのは【改定者】だけだ」

　おそらく意識してのことではないだろう。特異点の解放が目的なら一人ではなく八人全員連れ出しているはずだし、こんな中途半端な真ま似ねをする必要がない。

「いなくなったのは……二十年前に封印した個体か。確か幼い少女だったな」

　なんにせよ、早急に特異点を見つけなければ。ラヴィは先ほど展開した「眼」に意識を溶け込ませる。

　探す場所は竜の進行方向。魔獣が目指すその先に特異点がいるはず───。

「…………な、に？」

　だが彼女の注意を奪ったのは、そこにいた特異点の少女ではなかった。

　その横、灰髪の少年の頭の上に乗っている拳こぶし大だい程度の小さな少女。見間違えるはずがない、あの鮮やかな淡紅色の髪は───。

「フェル……だと!?」

　五百年間音おと沙さ汰たのなかった妹の姿に、ラヴィは目を見開いた。





　　　　◆　◆　◆






　身体からだが重い。

　まるで水の中にいるかのようだった。目の前の存在が発する押し潰つぶすような重圧プレツシヤーで四肢は硬直し、呼吸さえままならない。

　湧わき上がる恐怖を押し殺し、黒くろ斗とは真正面からそれを見上げた。

　───竜。

　濾ろ過か世界に住まう数あま多たの精霊の中でも最上位に分類される、最強の精霊。

　他を圧倒する桁けた外はずれの霊力を有し、たった一匹で街一つを容易たやすく滅ぼす力を持つ───そういった表面上の情報だけなら、黒斗も知っている。

　しかし目の前にいるそれは、精霊という括くくりから完全に外れていた。

　全身を覆う鱗うろこは何かに侵しん蝕しよくされているかのように薄墨色に蠢うごめき、そこから吐き出される不気味な瘴しよう気きは絶え間なく周囲を汚染している。

　本物を、あの絶対的な格を有した紅あかい龍を知っている黒斗だからこそ分かる。

　これは、竜の姿をした「何か」でしかない。

「……二人ともアタシの後ろに」

　突然の襲来に混乱しながらも、クーは何とか正常な判断を保っていた。

　なぜ竜がこんなところに、先ほどイリアが言いかけていたことは？　そんな疑問は全すべて思考の端に追いやる。

　全身の毛が逆立つような不快感で分かる。こいつはただの幼竜ミーミルじゃない。魔神の欠片かけらによって変質させられた精霊───魔獣だ。破壊と暴虐をもたらす災厄の使徒。

　その目が、まっすぐこちらを捉とらえている。判断を誤れば───確実に死ぬ。

「あ……ぁ……っ」

　イリアは動けない。強大な存在に圧倒され、完全に足が竦すくんでしまっている。

　それを見た黒くろ斗とが手を伸ばそうとした瞬間、竜が街中に轟とどろくほどの咆ほう哮こうを上げた。

「がっ!?」

「あ、ぅ……っ!?」

　鼓膜が破れるほどの大音量に耳を塞ふさぐ三人。それを待っていたかのように、竜が大きく腕を振り上げる。

「───っ、《ルドラ》ッ！」

　完全に不意を突いた攻撃、反応できたのはクーだけだった。

　気合で爆音に耐えると素早く腰に手を回し、精霊剣《ルドラ》を引き抜く。刀身から生まれた風圧は反響する音を吹き飛ばし、凄すさまじい勢いで振り下ろされた竜の腕を正面から受け止める。

「ぐ……っ。なんて馬鹿力……っ」

　クーの表情が苦く悶もんで歪ゆがむ。

　信じられないほどの膂りよ力りよくだった。鉄の塊をも吹き飛ばす風の結界が上から押し潰つぶされ、たまらず膝ひざをつく。

「クーっ！」

「アタシはいい！　早くイリアを連れて逃げなさい！」

「な!?　まさか一人で残る気か!?」

「こいつが本気で暴れたらこんな建物、あっという間に崩れ落ちるわ！　生き埋めになりたいの!?」

「───ッ、やばかったらお前も逃げろよ！　イリア、行くぞ！」

「で、でもクロト、クーが！」

　精霊機甲を最大出力で発動させながら叫ぶクーレルカ。その必死の形相に突き動かされ、黒斗はイリアを抱えて階段へ走り出す。

「───はぁっ！」

　二人が遠ざかるのを待ってからクーは風を巧みに操り、巨腕を横に弾はじき飛とばした。

　軌道を逸そらされた腕は黒斗たちが横になっていた傾斜をぶち抜き、建物全体が激しく揺れる。

「さてと……竜と戦うのは、さすがに初めてね」

　精霊剣を振り払い、軽く息を整える。

　精霊と戦ったことは何度かある。強力な個体と戦い、打ち破った経験も一度や二度ではない。だが、目の前にいる敵は今まで戦ってきた精霊とは格が違う。

　竜。

　言わずと知れた最強の精霊。ここにいるのは生まれて間もなく充分な霊力を蓄えていない個体───幼竜ミーミルだが、その力は他と一線を画している。

「ふー……」

　ゆっくり息を吐き、頭の中でイメージを作り上げる。

　勝てるとは思っていない。だが少なくとも、あの二人が建物から脱出するくらいの時間は稼がなくては。

「───来なさい」

　その言葉に応こたえるように、竜の長い尾が下から突き上げてくる。

　クーはすかさずブーツ型の精霊機甲・反発足甲エアレイドを起動、全力で床を弾はじいて棘とげに覆われた靱じん尾びを躱かわす。一撃で屋上を破壊した太い尾は十階建ての建物を上から下までバッサリと両断する。

「全身武器ってわけね……上等！」

　連続で宙を蹴けって加速、一気に距離を詰める。

　これほどの巨体なら小回りは聞かないはず。クーは空中を立体的に駆け回り、振り返る暇ひまも与えず死角である後頭部に回り込む。

「斬きり裂け───《風刃ボレアス》！」

　渦巻く大気を巨大な刃に収束させ、無防備な首に叩たたき込こむ。

　普通の風なら、いくら密度を高めたところで鉄を切ることもできない。だが優れた精霊術師は物理現象を超越する。

　精霊術の威力を左右するのは術者のイメージ、ただそれだけ。

　水の中で火を熾おこすことも、風で雷を切ることも、イメージさえできれば現実となる。

　クーが想像したのは、薄く薄く研ぎ合わせて極限まで切味を増した剣。風を束ねて作り上げた術式・風刃ボレアスは、彼女の想像通り分厚い鉄板でさえ容易たやすく斬り通す。

　だが───。

「───ッ!?」

　悪寒が奔はしり、咄とつ嗟さに後ろへ飛びずさる。

　次の瞬間、鞭むちのようにしなる尾が直前まで彼女のいた場所を薙なぎ払はらった。何とか直撃こそ避けたクーだが、先端に生えていた棘が彼女の脇わき腹ばらを抉えぐり抜く。

　鎌かま首くびをもたげた竜には、かすり傷一つない。

「あれ喰くらって無傷とか、どんな硬度の霊装纏まとってんのよコイツっ！」

　脇腹の痛みに耐えながら連続で風刃を放つ。だが必殺の刃は全すべて竜のうろこに弾かれ、傷をつけることさえ叶かなわない。

　霊装。その名の通り、霊力で造られた武装。

　全すべての精霊が使う基本の精霊術であり、霊力を固めて身に纏まとうだけの単純な術式。だが圧倒的な霊力を保有する竜が使えば、それはあらゆる攻撃を無効化する無敵の鎧よろいと化す。

「《鋼の竜鱗ドラゴンスケイル》とはよく言ったものね……痛つうっ」

　血が止まらない。

　傷は想像以上に深く、少し動いただけで焼け付くような痛みが奔はしる。

　幸い、未成熟な幼竜に飛行能力はない。このまま上空で注意を引いていれば───。

「なっ!?」

　そのときだった。竜の重さに耐えきれなくなったのか、尾の一撃で半壊していた建物が鈍い音を立てて崩れ落ちていく。

　黒くろ斗ととイリアはまだ半分ほどしか降りていない。あの高さから落ちたら……確実に死ぬ。

「ち───っ」

　二人が空中に投げ出されるや否いなや、クーは宙を蹴けって飛び出した。

　だが竜がそれを見逃すはずもなく、自分も落ちながら必殺の尾で薙なぎ払はらってくる。

「邪魔よ、トカゲ！」

　斬ざん撃げきは効かない。クーは大気を固めて圧縮し、剣の動きに合わせて打ち出す。

　拳こぶし大だい程度に押しとどめられた大気は竜の腹に着弾すると同時に炸さく裂れつ、乱回転の衝撃波をまき散らして霊装の上から幼竜を地面に叩たたき落おとした。

　その隙すきに、クーは落ちてきた二人を衝突寸前で拾い上げる。

「クー、助かった！」

「お礼は後！　ひとまず隠れるわよ！」

　地面を砕くような勢いで降り立ち、素早く瓦が礫れきの陰に身を隠す。

　命からがら逃げだし、三人揃そろって荒い息を吐く。

「は……っ、は……っ。くそ、何なんだあの化け物は……っ」

　本気で生き埋めになるかと思った。クーが助けにこなければ、今頃瓦礫の下敷きになっていただろう。黒斗は息を整えながら、瓦礫の隙すき間まから外の様子を窺うかがう。

　少し前まで平和に満みち溢あふれていたアヴィオール東外周区。そこは今や、さながら戦場のような有り様に成り果てていた。

　竜の通った場所には建物も人も何も残っておらず、軽く辺りを見回すだけで原形を留とどめていない死体がいくつも転がっている。

　被害は甚大、中には運悪く建物の残ざん骸がいに当たってのたうち回っている人もいた。

「死なない」のではなく「死ねない」───死ぬより苦しい激痛に襲われながらも、急所を外しているので死ぬことができない。

「う……っ」

　真横でイリアが口元を抑える。

　血と肉と死臭で支配された凄せい惨さんな光景。まともな神経では直視することもできない地獄絵図に、黒くろ斗とはイリアの目を覆うように優しく抱きしめた。

「ごめん……ごめんなさい……っ。わたしが逃げたから……こんなことに……っ」

　誰に向けたものか分からない懺ざん悔げを繰り返し、イリアは泣き崩れる。

　黒斗はその頭を撫なでながら、壁にもたれかかって呼吸を整えているクーに向き直る。

「……クー。あれは何なんだ？」

「あれは幼竜ミーミル、竜の幼体よ。成体と違って飛行能力もないし、力も数段劣る。それでも最強種の一角には変わりないけどね」

「あれで子供なのかよ……」

「でもクーさん、竜は滅めつ多たに自分の縄張りから出ない精霊です。なぜこんなところに？　それに竜は高度な知能を持った高潔な生き物、こんな風に人間を襲うなんて……」

「それは───ぅぐ……っ」

「へ……？　ちょ、ちょっとクーさん!?」

　突然、クーが苦く悶もんの声を上げて地面にうずくまった。見れば脇わき腹ばらから尋常じゃない量の血が流れ出ており、傷口は瘴しよう気きに当てられたかのように黒ずんでいる。

「お前、その傷……!?」

「平気、よ。ちょっとかすっただけ……すぐに、治すから……」

　強がるクーだが、誰がどう見ても重傷だった。しかも治癒匣ルミナを使っているにもかかわらず、一向に傷が癒える様子はない。

「これは……傷口に侵しん蝕しよくした霊力が治癒術を弾はじいています。上書きするには相当強力な精霊術でないと……」

「強力な精霊術って、クーでも無理なんだろ！　そんなレベルの使い手なんて───」

　クーレルカの力量はこの街でトップクラス。まともに精霊術を使ったことのない黒斗に彼女を超える精霊術が使えるはずもない。それに幼竜が徘はい徊かいしているこの状況、下手に動かすわけには───。

「……クロト、任せて」

　と、イリアがおもむろにクーの傷口に手をかざした。

「イリア？　何を───」

「大丈夫。すぐに終わるから」

　強い意志と覚悟を宿した瞳ひとみに、黒斗は一歩引く。

　異変はすぐに起こった。

　何の前触れもなくイリアの長い金色の髪が輝き、そこから光の欠片かけらが溢あふれだす。

「な……なんだ!?」

「精霊術……!?　でも、なんて高密度な……っ」

　フェルが驚きよう愕がくの声を上げる。

　黒斗たちが呆あつ気けにとられる中、煌きらめく金色の欠片はイリアの手に集まって傷口に吸い込まれていく。そして最後の一片が消えたとき、あれほど深かった裂傷は痕あとも残さず消えていた。

　クーは信じられないといった顔で脇わき腹ばらに触れ、そして小さな声で呟つぶやく。

「イリア……クロトじゃなくて、あなただったのね……」

「……っ」

　イリアの肩が小さく震ふるえる。

　やがて髪を覆っていた金色の輝きが完全に消えた直後、不意にイリアの身体からだがふらりと揺れた。

「イリア！」

　倒れそうになったイリアを咄とつ嗟さに支える。

　抱えたイリアの身体はぐったりと力が抜け、頬ほおは熱に浮かされたように紅あかく染まっている。呼吸もだいぶ荒い。

「だい、じょうぶ……久しぶりに、使ったから……疲れちゃっただけ……」

「いや、でも凄すごい汗だぞ！」

　ただの疲労にしては様子がおかしい。

　と、立ち上がったクーが静かに歩み寄ってきた。その目は何な故ぜか氷のように冷たい。

「……クー？」

「精霊術を使った反動ね。欠片かけらが活性化して魂に負荷をかけてる……心配しなくても、この程度ならすぐに収まるわ」

「なんでそんなことが……いや、それより欠片だと？」

「ええ。その娘の中、魂と同化してる魔神の欠片が、精霊術と呼応して身体を侵しん蝕しよくしているのよ」

　クーの言っている意味が分からない。それだとまるで、イリアが───。

「イリア。あなた、特異点ね？」

「…………」

　イリアは何も答えない。呼吸を荒げたまま、わずかに視線を逸そらす。

　それが、答えそのものだった。

「……ちびっこ、さっきの質問に答えるわ。確かに竜は基本的に縄張りから出ない。未成熟の幼竜ミーミルならなおさらね。でも、あれは普通の竜じゃない。魔神の欠片と融合して狂った精霊───魔獣よ」

「魔獣……あれが……」

「魔獣化した精霊は欠片に意識を乗っ取られる。そして一つに戻ろうとするかのように、同じ欠片を求めるのよ。あの竜が襲ってきたのもそう。封印から逃げ出したイリアの気配を察知して来たんでしょうね。喰くらうために」

　イリアの身体が脅おびえるようにビクッと震える。

　しかしそれが本当なら、あの幼竜を街に引き寄せたのはイリアだ。ごめんなさい───必死に呟いていた懺ざん悔げの言葉が脳裏に蘇よみがえる。

「さっきの治癒術を見たでしょ？　欠片かけらの力なのか、特異点は普通じゃ考えられない高度な精霊術を行使できる。それが何よりの証拠よ」

　それだけ言うとクーは呆ぼう然ぜんとする黒くろ斗とから視線を外し、冷たい目でイリアを見下ろす。

「イリア、分かってるわよね。私は領護軍の一員として、あなたをもう一度封印しなくちゃならない。一緒に来てもらうわよ」

「……うん」

　イリアは小さく頷うなずき、赤い顔のまま立ち上がろうとする。

「クーさん。その封印なんですけど、一つ確認してもいいですか？」

　その前に、フェルが立ちはだかった。

「なによ。手短にお願い」

「欠片は魂と同化している───そう言っていましたよね。いくら神の造った異空間と言えども、欠片だけ消滅させるなんて器用な真ま似ねはできないんじゃないですか？」

「……何が言いたいの？」

「封印というのは単なる時間稼ぎ。長い時間をかけて欠片ごと特異点を消滅させる───違いますか？」

「な……っ!?」

　欠片ごと。その言葉が示す真実は一つしかない。

　天霊兵装《オファニム》、あの中に封印されてしまえば、イリアは───死ぬ。

「……他に方法はない。仕方ないことなのよ」

「仕方ないって……人一人の命が懸かってんだぞ！」

　淡々と言い放つクーに詰め寄る。

　欠片は無作為に宿る。ならば、特異点となってしまった人間には何の罪もない。それなのに欠片を消すために犠牲になるなんて、認められるはずがなかった。

「……アンタは何も分かってない」

　対して、クーの反応は冷ややか。

　感情の消えた空虚な瞳ひとみで黒斗を見据え、まるで自分自身に言い聞かせているかのように告げる。

「イリアの存在が魔獣を呼び寄せた。いったい何人死んだと思ってるの？　それに比べればたった一人の命なんて安いものよ。天てん秤びんにかけるまでもない」

「クー、お前……っ」

「やめて……クロト……」

　頭に血が上って思わず掴つかみかかろうとする黒斗。それを止めたのは、衰弱しきったイリアの声だった。

「クーは間違ってないよ。全部わたしのせい……大人しく自分の運命を受け入れなかったから、こんなことには……」

「でも封印されたらお前は───っ」

「わたしは……生きてるだけで誰かを不幸にしちゃうんだよ」

　その言葉に秘められたイリアの感情を、いったい何と呼べばいいのだろうか。

　生きることを諦あきらめた、自分が孤独だと理解してしまった瞳ひとみ。かつての柊黒斗のように誰からも必要とされず、自分の運命を受け入れた表情。

　胸がギュッと締め付けられるような想おもいに、黒くろ斗とがたまらず叫ぼうとした瞬間、竜の尾が三人の頭上ぎりぎりのところを薙なぎ払はらった。

「……さっきの治癒術で居場所がばれたわね。クロト、イリアを連れて逃げなさい」

「逃げるって、何ど処こへ!?」

「万が一イリアを喰くわれると手に負えなくなる。だから出来る限り遠くへ───ッ!?」

　喋しやべっている途中で悪寒が奔はしり、クーは黒斗とイリアを思いっきり突き飛ばす。

　その直後に三人が隠れていた瓦が礫れきが根こそぎ吹き飛ばされ、クーは転がりながら精霊剣《ルドラ》を構える。

「行きなさい！　早く！」

　二人を見ている余裕はない。素す直なおに逃げ去ってくれることを信じ、クーは真正面から竜と対たい峙じする。

「逃げなさい……か。あとで封印して殺すっていうのに、何を言ってるのかしらね」

　自じ嘲ちようするように呟つぶやき、小さく深呼吸して鬱うつ屈くつした思考を振り払う。

　必要なのは時間稼ぎ。

　黒斗とイリアが逃げる時間を、それが無理でも応援が到着するまでの時間さえ稼げればそれでいい。けど、ただ注意を引いてるだけじゃだめだ。少なくとも相手がこちらを脅きよう威いと思ってくれなければ、こいつは自分を無視して特異点イリアを喰らいに行く。

「その鎧よろい……ぶち抜かせてもらうわよ」

　唸うなるように低い声で言い放つ。

　クーは《ルドラ》を右手に持ち替えると、左手で腰に差したもう一振りの精霊剣───紅あかい紋様が刻まれた短剣を抜き放つ。

「行くわよ、《アグニ》！」

　意思に応じて精霊術が発動し、刀身から火か焔えんが吹き出る。

　剣の大きさを超える巨大な火炎は刀身を完全に覆い尽くし、炎の大剣と化す。

「はあっ！」

　反発足甲で加速したクーは一気に竜の真下に潜り込み、炎剣を叩たたきつける。燃え盛る炎は竜の展開した霊装に直撃し、一切の抵抗なく不可視の鎧を焼き消した。

　優れた精霊術師は物理現象を超越する。

　炎は必ずしも空気を燃焼させるものではなく、精霊術で生み出された《炎》はたとえ真空であろうと発生する。

　そして彼女の炎が燃やすのは、不可視のエネルギーたる霊力。

　精霊剣《アグニ》の炎は竜の身体からだを覆っていた霊装《鋼の竜麟ドラゴンスケイル》、その一部を焼き払う。鉄壁の霊装に空いた穴、クーはその僅わずかな綻ほころびを見逃さず《ルドラ》を繰り出した。

　風を纏まとった一撃が、今まで無傷だった竜の体たい躯くに浅い裂傷を刻み込む。

「霊装なしでも滅め茶ちや苦く茶ちや硬いわね。最強種の名は伊だ達てじゃないってわけか」

　素早く距離をとって様子を窺うかがうクーレルカ。

　生身を直接斬きったというのに、傷は信じられないほど浅い。しかも焼失した霊装は元通りになるどころか、さらに高密度の鎧よろいとなって再展開される。

「どんだけ霊力練り込んでんのよ……化物め」

　冷たい汗が背中を伝う。

　霊装を剥はがしても瞬時に再生される。しかもより強く、より硬く。

　こうなると剥がすと同時に強烈な一撃を叩たたき込むしかないのだが、それには二剣を同時に使う必要がある。あの霊装展開速度から判断するに、そんな余裕はない。

　打つ手なし───そう思ったときだった。

　竜が二足で立ち上がり、長い首を天高く伸ばす。そして凄すさまじい勢いで辺りの大気を吸い込み、体内で霊力と混ぜ合わせていく。

　まずい。これは───。

　クーは《ルドラ》を最大出力で発動させ、自分の周りに風の結界を十重二十重と張り巡らせていく。そして次の瞬間───。

　霊力を練り込まれた大気の衝撃波が、咆ほう哮こうと共に拡散した。





　　　　◆　◆　◆






　クーが死闘を繰り広げていた頃、黒くろ斗とはイリアを抱えて廃はい墟きよと化した街を駆けていた。

「黒斗様、いったい何ど処こへ───」

「分からない、とにかく少しでも離れる！」

　竜が来た道を逆走するように街の中心とは反対───外周区へと向かう。

　幼竜がイリアを追ってくるのなら、少しでも人の集まる街の中心部から遠ざけなくてはならない。最初に竜の現れた東外周区なら被害は最小限に抑えられるはずだ。

「あの竜、確か幼竜ミーミルとか言ってたな。強いのか？」

「強いですよ。成体とは比べるまでもありませんが、とても単騎で立ち向かえるような相手ではありません」

「くそ……クーのやつ、無む茶ちやしてなきゃいいんだが……」

「彼女も訓練を積んだ騎士、彼我の戦力差くらい理解しているでしょう。ちゃんと時間稼ぎに徹してますよ。それより、今は心配なのはイリアちゃんのほうです」

「はぁ……はぁ……」

　イリアは荒い呼吸を繰り返している。早くどこか安全なところで休ませないと───。

「くろ……と……わたし、ね……」

「喋しやべらなくていい。大人しくしてろ！」

「逃げようなんて、思ってなかった……ただもう一度、外の世界を見たかっただけ……」

　黒くろ斗との忠告も聞かず、イリアは弱々しい声で話し続ける。

「ずっと、寂しかった……何も見えない真っ暗なところにいて……最後にもう一度だけ、誰かと触れ合いたかったの……そしたら、いつの間にか外にいた……」

　目覚めたとき、彼女は一人で倒れていた。そして何年封印されていたのかも分からないまま、急激な経年劣化でボロボロになった服で逃げ出した。

「少しだけのつもりだったの……でもクロトに出会って、普通に生きるのが楽しくて……もっと一緒にいたいって思っちゃった……」

「───ッ」

　胸が締め付けられる。

　誰かと一緒にいたい───その想おもいは黒斗もよく知っていた。たとえ自分の存在が不幸をもたらすと分かっていても、人は孤独には耐えられない。

　誰からも必要とされないから孤独に震ふるえ、愛に飢える。イリアは、黒斗と同じだった。

　だからこそ思ってしまう。

　彼女は生きるべきだ。生きて、幸せになるべきだと。

「キミたち、大丈夫か！」

　と、前から十人ほどの一団が駆け寄ってきた。クーと似た領護軍の制服───おそらく警備隊の兵士だろう。ここら一帯で救助活動を行っていたらしい。

「ここは危険だ、早く逃げなさい！　真っ直ぐ行けば避難所がある。さあ、急いで！」

「待ってくれ。あっちで騎士が竜を喰くい止めてる。誰か援軍を！」

「心配するな。先ほど騎士隊がこちらに向かっているとの知らせがあった。直に到着するだろう」

「そうか、良かった……」

　ホッと胸を撫なで下ろした、そのときだった。

　背中に凄すさまじい悪寒が奔はしる。

　反射的に振りかえった黒斗の目に映ったのは、遥はるか遠くから急速に迫る透明な「歪ゆがみ」。空間を押おし退のけて奔る衝撃波を見て、フェルは目を見開く。

「あれは……まさかっ。黒斗様、逃げ───」

　フェルが叫ぼうとした直後、不可視の波動が黒斗たちを飲み込んだ。

　霊力が練り込まれた咆ほう哮こう───音速で広がる圧倒的な衝撃波は一瞬で全すべてを薙なぎ倒たおし、無差別に蹂じゆう躙りんしていく。

　後に残っていたのは無数の残ざん骸がい、そして黒い障壁に覆われた黒斗たちだけだった。

「あっぶねえ……ぎりぎり間に合った……」

「間一髪でしたね……」

　二人は咄とつ嗟さに融合して重力障壁を展開、衝撃波を防いでいた。

　障壁を解除して辺りを見回す。

　警備隊の兵士は全員死んでいた。彼らだけじゃない、遠くでは避難所に向かおうとしていた人たちが皆一様に事切れている。

「……《震撃》。竜が好んで使う精霊術です」

　呆ぼう然ぜんとする黒くろ斗との耳を、フェルの声が右から左に流れていく。

「霊力を帯びた咆ほう哮こうは耳にした者の心臓を停止させ、死に至らしめる……機動力に欠ける竜が、目障りな小型生物を掃討するために作り出した術です」

　言葉が出ない。

　障壁を張るのが一瞬でも遅れていたら、自分も同じように死んでいた───その事実に心が押し潰つぶされそうになる。

「……こほっ」

　ふと、イリアが小さく咳せき込こんだ。

　彼女の容体が急変したのはそのすぐ後。まるで身体からだの中で何かが暴れているかのように、激しく悶もだえ苦しみ始めた。

「は、ぁ───っ、くぅ───ッ」

「イリア!?　いきなりどうした───なんだこれ!?」

　慌ててイリアを地面に横たわらせると、首筋の辺りが黒く不気味に変色していた。竜の纏まとっていた瘴しよう気きのような汚濁は少しずつ広がり、イリアの身体を侵しん蝕しよくしていく。

「これは……まさか魔獣に呼応して欠片かけらが活性化した!?　このままじゃ……っ」

　欠片に呑のみこまれてしまう───続きは聞かなくても分かる。

　一目見ただけで理解してしまった。これはダメだ。こんなものに侵されたら、人の身体なんてあっという間に狂わされてしまう。───人の身体ならば。

　だから、黒斗は己の右手を侵蝕部に押し付けた。

「黒斗様!?　いったい何を───」

　ビリッと鋭い痛みが奔はしり、イリアから離れた汚濁が黒斗の右手を這はいずり回まわる。

「く……ぁ……っ」

　身体が蝕むしばまれていくような感覚を気合でねじ伏せると、汚濁は黒斗の中に吸い込まれ、消えていく。

　そして全すべての汚濁を喰くらい尽くしたとき、イリアの異変は収まっていた。

「活性化した力を無理やり奪い取った……？　いくら同じ【改定者】とはいえ、そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　フェルが信じられないといった声音で呟つぶやく。

　力が不安定になっていることが幸いしたのか、あるいは「柊ひいらぎ黒斗」がよほど【魔神】に近い性質を有していたか。そうでなければこんな簡単に吸収できるはずがない。

　そのときだった。ズシンと、足元が大きく揺れる。

「……幼竜です。真っ直ぐこっちに近付いてきてます」

　クーは足止めに失敗してしまったのか。あるいは、もう───。

「……イリア、少しだけここで待っててくれ」

　黒くろ斗とは身を隠すのにちょうどいい窪くぼみを見つけ、そこにイリアを横たわらせる。そして最後に頭を軽く撫なでると、震源に向かって歩いていく。

「まさか、戦うつもりですか？」

「これ以上逃げても被害が増えるだけだ。ここで決ケ着リをつける」

　あの竜はイリアを狙ねらっている。イリアを喰くらうまで何ど処こまでも追いかけてくるだろう。ならば道は一つしかない。

　イリアを巻き込まないように距離を取り、幼竜を待ち構える。

　敵の姿はすぐに見えた。《震撃》で崩壊した建物の残ざん骸がいを押おし退のけ、不気味な瘴しよう気きを垂れ流しながら迫ってくる。

「……っ」

　構えようとして初めて、黒斗は自分の手が震ふるえていることに気付いた。

　何とか抑えこもうとしても震えは止まらず、無意識のうちに竜から逃げるように一歩引いてしまう。

「黒斗様……」

「……情けねえ。口では止めるとか言っておきながら、結局これか」

「仕方ないですよ。アレは今の黒斗様の手に負える相手じゃありません。怖い、逃げ出したいと思うのは当然の感情です」

「違う。俺が怖いのは……あの竜が、アイツに似てるからだ。俺を殺したアイツに」

　力の大きさも威圧感もまるで違う。それなのに、ただ同じような外見というだけで心は脅おびえきってしまっている。

「さっきもそうだ。残ってクーと一緒に戦う選択肢もあったのに、俺は迷わず逃げ出した。心が弱かったからだ。異能なんて持っていても、これじゃ何の意味もねえ……っ」

　血が滲にじみ出でるほど強く、拳こぶしを握り締める。

　結局、柊ひいらぎ黒斗はその程度の人間でしかなかった。力は持っていても、それに見合う心の強さを持っていない。

　しかし、フェルはそんな黒斗の言葉を否定する。

「心が弱い、ですか……では、どうして貴方あなたはここにいるんですか？」

「……それは」

「後ろに守りたい人がいるから。そうですよね？」

　後ろにはイリアがいる。今ここで逃げ出せば、彼女は確実に殺される。

「強者を前にして脅えないのは心の強さじゃない。そんなのはただの異常者です。どうしても勝ちたいから、負けられないから、譲れない何かがあるから、恐怖を押し殺して戦うんです。今の黒斗様のように」

　言葉が心に沁しみ込んでいく。

　交わした誓いの通りに、彼女はこんなちっぽけな自分を導いていくれる。

「貴方あなたは、弱くなんかない」

　震ふるえはいつの間にか止まっていた。

「……ありがとう、フェル」

「お礼なんていりませんよ。さあ、行きましょう！」

　その言葉を合図に、黒くろ斗とは全身に重力を纏まとって飛び出した。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　地面を陥没させるほど強く踏み抜き、竜の顔面に拳こぶしを叩たたきつける。

　重力を纏った拳は鉄塊を粉砕させるほどの威力となり、竜の頭部は真横の建物に突っ込んで粉ふん塵じんを撒まき散ちらした。

　だがそれと同時に、曲がりくねった長い尾が死角から黒斗を狙ねらう。

「黒斗様、後方に重力圧！」

　フェルの言葉に条件反射で対応し、黒斗は後ろを見ることなく重力波を放つ。尾は突然発生した下向きの力に軌道を変えられ、誰もいない地面を薙なぎ払はらう。

　さらに黒斗は落下しながら重力を集約させ、竜の胴体に弾丸のような速度で飛び蹴げりを叩き込んだ。

　隕いん石せきが落下したような衝撃に、鋼鉄の大地がひび割れていく。

　黒斗は大きく跳躍して距離をとると、油断なく構えて竜の様子を窺うかがう。

「やっては……ねえよな」

「ええ」

　黒斗の言葉に応こたえるように竜が起き上がる。重力で強化した攻撃を二発も叩きこんだというのに、一切ダメージを与えられていない。

「精霊は霊装という不可視の鎧よろいを纏っています。特に竜の霊装は特別硬く、並の攻撃では掠かすり傷きず一つ付けることはできません」

「どうすればいい？」

「力を一点に集めて強引に突破する、もしくは霊装の上からダメージを与えるしかありませんが……今の黒斗様では圧倒的に威力が足りません。ですが、それは倒す必要があればの話。倒せないのなら、動けなくしちゃえばいいんです！」

「───ああ！」

　黒斗は腕を振るうと、重力波で辺りの建物を次々と破壊する。先ほどの《震撃》でこの辺りの人間は全すべて死んでいる。被害を気にする必要もない。

　飛び散る無数の残ざん骸がい。黒斗はそれに地面から持ち上げた瓦が礫れきを加え、竜の全身に纏わりつかせていく。

　押し固められた鉄塊は金属製の繭となり、竜の動きを完全に封じ込めた。

「圧縮加工された鉄の枷かせ、多彩な精霊術を使う成体ならまだしも、未成熟な幼竜では脱出不可能……これで終わりです！」

　いくら堅けん牢ろうな鎧よろいを纏まとっていようと身動きを封じてしまえば関係ない。内部は空気の入る余地もないので《震撃》を放つことも不可能。あとは騎士隊が到着するまで重力圧をかけ続ければ───。

　その瞬間、ドンッ、と竜を封じ込めた鉄繭が激しく揺れた。

　振動は何度も何度も繰り返され、限界まで押し固められた鋼鉄にひびが入っていく。

「……おいおい。勘弁してくれよ」

　全身から冷や汗が流れる。

　そして十回目の振動と同時に鉄塊はバラバラに千切れ飛び、傷だらけの竜が怒りの咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

「霊装を爆発させて自分ごと封印を吹き飛ばした……？　そんなことする竜なんて聞いたことが……っ」

　常軌を逸した光景に呆ぼう然ぜんとするフェル。

　竜にとって人間など食料にもならない下等生物に過ぎない。襲うことさえ稀まれだというのに一人の少女を喰くらうために自らを傷つけるなど、明らかに異常だった。

「これが欠片かけらの意思……なんて剣けん呑のんな……」

　竜が一歩踏み出す。

　全身に傷を負っているというのに怯ひるむ様子はなく、ただ狂気じみた殺気を放って前に進むのみ。そこに生物らしい感情はない。

　幼竜は黒くろ斗との前で止まり、大きく口を広げる。

　体内だけではなく周辺一帯から霊力が収束し、一点に集まって圧縮されていく。

「聞かなくても分かるけど、アレはやばいよな」

「……《竜撃砲》。莫ばく大だいな霊力を持つ竜のみが使える最強の精霊術。霊力を極限まで圧縮させて放つ、いわゆる『龍の息吹ドラゴンブレス』というやつです」

　大気が震ふるえる。

　超高密度に圧縮された霊力は存在しているだけで空間を歪ゆがませ、触れたもの全すべてを消滅させる圧倒的な破壊力を生み出す。

「万事休す……ですね」

　逃げ場はない。あれを撃ち込まれたら最後、この辺りは塵ちり一つ残さず消し飛ぶだろう。今さら距離を取ったところで結果は変わらない。

「また竜に殺されるのか。つくづく縁があるな」

　諦あきらめたように軽口を叩たたき、目を閉じる。

　そして極限まで高められた霊力の砲弾が撃ち込まれる瞬間を静かに待ち───。

「やめてえええええええええ！」

　ここにいてはならない少女の叫びが、聞こえた。

　黒斗の目に映ったのは、息を荒げながら竜の前に立ちはだかるイリアの姿。

「イリア……っ!?　何してる、早く逃げろ！」

「わたしを食べに来たんでしょ？　あなたの目的はわたしだけでしょ？　ならクロトには手を出さないでッ！」

　ぎろりと竜の眼めに射抜かれ、イリアの身体からだが震ふるえる。

　絶対的な死の恐怖。前にするだけで押し潰つぶされそうな殺気に脅おびえながら、それでも彼女は一歩も引かない。

　今にも崩れ落ちそうな膝ひざを必死に奮い立たせ、黒くろ斗とを守るためにその身を晒さらす。

「イリア───ッ!?」

　必死に力をかき集める黒斗。だが……絶望的なまでに足りない。

　黒斗が叫ぶ中、無防備なイリアめがけて《竜撃砲》が放たれ───凄すさまじい速度で走り抜けてきた二つの閃せん光こうが、竜の首を上にかち上げた。

　軌道を変えられた真っ白な極光は遥はるか上空で爆発、その衝撃波で残っていた建物が大地ごと根こそぎ吹き飛ばされていく。

「うわー、すっごい威力。直撃してたら街の半分は消し飛んでたわね」

「呑のん気きなことを言うな。すぐに終わらせるぞ」

「クー……スレイ……」

　竜の首をかち上げた閃光───クーとスレイの親子騎士が黒斗の前に降り立つ。クーのほうは多少怪け我がを負っているが、全すべて軽傷。

「クー、結界で二人を守れ。魔ヤ獣ツの相手は俺がする」

「了解。随分と無む茶ちやしたみたいね、クロト」

　クーが《ルドラ》を使って黒斗とイリアを風の結界で囲む。その向こうで、スレイは柄と刀身だけで構成された異形の大剣を手に幼竜と対たい峙じする。

「お、おいおいスレイのやつ一人でやる気か!?　いくらなんでも───」

「平気よ。まあ見てなさいって」

　竜が吼ほえ、戦いが始まった。

　身の丈ほどもある大剣を、刀身が霞かすむような速度で振り回すスレイ。その破壊力や凄まじく一撃ごとに霊装を削り、力尽くで竜の巨体を押おし退のけていく。

　融合を解除した黒斗とフェルも、その鬼神ごとき強さに言葉を失う。

「スレイのやつ、あんなに強かったのか……」

「仮にも隊長だからね。この街じゃ文句なしで最強よ。アタシも今まで何百回と戦ったけど、一度も勝ったことがないわ」

　少しずつ、確実に竜を追い詰めていくスレイ。

　しかし竜の纏まとう霊装は一向に剥はがれず、欠けるたびに再展開される。そのせいで致命的な一打を与えらない。だが───。

「相当霊力を消費したようだな。動きが鈍いぞ！」

　いくら膨大な霊力を誇る竜といっても限界は存在する。

　数十回に亘わたる霊装の展開に《震撃》、そして大量の霊力を必要とする《竜撃砲》───竜の力は確実に弱まっていた。

　やがて十数回目の激突の末、ついに霊装の展開が不安定になる。それを好機と見たのか、大剣の刀身が赤い光を帯びた。

「吼ほえろ───《ニーズヘッグ》!!」

　赤く染まった大剣は竜の胴体を袈け裟さに切り裂き───空間が爆裂した。

　剣の描いた軌跡。赤い光が触れた空間そのものが凄すさまじい衝撃波を放ち、《鋼の竜鱗ドラゴンスケイル》ごと竜の左前脚を切断する。

「なんだあの剣!?　斬きったら爆発したぞ！」

「《ニーズヘッグ》。大気だろうと空間だろうと斬ったものを問答無用で炸さく裂れつさせる精霊剣。代々アヴィオール騎士隊に受け継がれてきた剣よ」

　壮絶な悲鳴を上げる竜。

　その傷口から流れ出る霊力は竜に戻ることなく、いつの間にか四方八方を取り囲んでいた騎士たちの構える精霊機甲に吸い取られていく。

　ついには霊装を保てなくなり、魔獣・幼竜は地に沈んだ。

「お前たち竜の霊力は莫ばく大だいだが、決して無限ではない。これで……終わりだ！」

　スレイが再び《ニーズヘッグ》を構え、地に伏せる幼竜の首に振り下ろす。だが竜は最後の力を振り絞るように全身から大量の瘴しよう気きを撒まき散ちらした。

「無駄な足あ掻がきをっ！　クー、払え！」













　咄とつ嗟さに跳び退のいて竜の巨きよ躯くを覆い尽くす瘴しよう気きから逃れるスレイ。

　すぐさまクーが《ルドラ》を振るって瘴気を上空に巻き上げるも、そこに幼竜の姿は影も形もなかった。

「……消えた？」

　騎士の誰かが呟つぶやく。

　あり得ないことだった。優に十メートルを超える巨体が、一瞬にして掻かき消きえたのだ。しかし辺りには姿が見えないどころか、気配の残ざん滓しすらも感じ取れない。

「……何かしらの精霊術だな。空間移動の類たぐいか」

　周囲を警戒していたスレイだが、完全に気配が消えたことを確認して剣を納める。

　空間移動などの高度な精霊術はたとえ竜であっても簡単に使えるものではない。しかし魔獣が持つ魔神の欠片かけらは、その不可能を可能にする。

　なんにせよ、あれほどの深手を負ったのだ。しばらくは動けないだろう。

　いつの間にか、日は完全に落ちていた。

　夜の闇やみが廃はい墟きよと化した通りを覆い始めたころ、二人を守っていた風の結界が解除される。

　と、緊張の糸が切れたのか、イリアの身体からだがふらりと揺れた。

「イリア！」

　咄嗟に駆け寄ろうとする黒くろ斗と。しかし結界を構築していた風がまるで縄のように黒斗の動きを封じ、無様に倒れこんでしまう。

「が……っ。クー、てめえ何を───ッ」

「…………」

　風の繰り手───クーレルカは何も言わず、黙って騎士たちに目配せする。それを受けたスレイは倒れたイリアを抱え、騎士たちを率いて歩き去っていく。

「待て！　どこに行く!?」

「決まってる。いくら魔獣を撃退したといっても次の襲撃がないという保証はない。その前に特異点を封印する」

　封印───それは言葉通り「封じ込める」という意味だけではない。イリアの命を削り、確実に死に至らしめるもの。

　特異点という、ただそれだけの理由で彼女は死ななくてはならない。

「何か言いたそうな顔だな、クロト」

「当たり前だっ！　魔神の欠片を持ってるだけで死ななくてはならない？　そんなの納得できるか!!」

「納得できるできないの話ではない。やらなくては多くの住民の命が危険に晒さらされる。他に方法がない以上、特異点の犠牲は必要不可欠だ」

「ふざけ───ッ」

「父さん。こいつはアタシに任せて、早く行って」

　黒斗の叫びを遮るように冷たく言い放つクーレルカ。

　スレイはそんな娘の心を推し量るようにじっと見つめていたが、小さく「任せた」と告げて去って行った。

「……さてと。悪いけどクロト、明日の朝まで牢ろう屋やで大人しくしてもらうわ」

「イリアちゃんの封印が終わるまで拘束するつもりですか。そんな命令に従うとでも？」

「言ったはずよ。どんな理由があろうと特異点は封印しなくちゃいけない。さっきの竜もしばらくは動けないだろうけど、霊力が回復すればまた襲ってくるわ。それに魔人化の危険性もある。これ以上あの娘こ一人のために犠牲を増やすわけにはいかないのよ」

「───っ」

　何も言うことができず、黒くろ斗とは強く唇くちびるを噛かむ。

　竜がイリアを狙ねらって襲来し、多くの犠牲者が出たこと───それは厳然たる事実。

　再び襲撃があればさらに多くの犠牲者が出るだろう。それを防ぐには元凶たる特異点イリアを封印するしかない。たとえそれが彼女の命を奪うことになろうとも。

　街全体の安全と少女一人、どちらを取るか───彼らの判断は何も間違っていない。

「……納得できない気持ちは分かるけど、仕方ないことなのよ。ずっと前からアタシたちはそうやって今の平和を守ってきた。だからアンタもあの娘のことは忘れて、これからのことを考えなさい。それが賢明よ」

　それは黒斗を思いやっての言葉だったのかもしれない。

　だけど───。

「わす……れる……？」

　捨てろというのか。あの娘と過ごした記憶を。

　流した涙も、心温まるような笑顔も、ただ普通に生きたかったという想おもいも、全すべて忘れてのうのうと生きていけというのか。

「そんなこと、できるわけねえだろ……っ」

「ええ。そんなことしていいはずがないし、する必要もありません」

　黒斗の想いに応こたえるように、フェルがきっぱりと言い切る。

「……ちびっこ、どういう意味よ？」

「言葉の通りですよ。イリアちゃんが犠牲になる必要はないと言っているんです。黒斗様は先ほど欠片かけらの活性化を防ぎました。イリアちゃんには負担をかけずに。ならば同様に特異点から欠片を抽出することもできるかもしれません」

　黒斗が欠片の力を取り込んだのを見てから、彼女はずっと考えていた。

　あのときは活性化して表に出てきた力を吸収しただけ。魂の奥底に潜り込んだ欠片には干渉できなかった。だけど、もしかしたら方法次第ではそれが可能かもしれない。

「……そんなこと、できるのか？」

「具体的な方法は分かりません。ですが、可能性は十分にあります」

　できるかもしれない、という程度の僅わずかな希望。

　それでも───死なずに済む方法があるかもしれない。それだけでイリアを助ける理由には充分すぎる。

　黒くろ斗とは両腕に力を入れると風の拘束を振り払う。

「……やっぱり素す直なおに諦あきらめてはくれないのね」

「イリアを迎えに行く。だから───そこを通してくれ」

「話にならないわね。魔人化を防げたって話が本当だとしても、そんな確証もない選択肢に賭かけて特異点を解放しろと？　被害を受けるのはアンタたちだけじゃないのよ」

「確証とかそんなの知ったことか。死なずに済むかもしれないなら、誰が何と言おうと俺はイリアを助ける！」

「……そう。なら仕方ないわね」

　瞬間、辺りの空気が変わった。

　全身から肌がひりつくような鋭い殺気を放ち、クーは両手を腰の前で交差させて二振りの精霊剣《ルドラ》と《アグニ》を鞘さやから引き抜く。

「クロト。昨日アタシが父さんに命令されたこと、覚えてる？」

　聖域に侵入した不審者の監視。そして当該人物が都市防衛に危険をもたらすと判断された場合の対処───それが彼女にくだされた命。

　そして彼女が選ばれた理由は、不審な行動を起こしたときに力尽くで制圧するため。

「……黒斗様」

「ああ……どうやら無理やり通るしかなさそうだ」

　フェルが黒斗の左肩に降り立ち、二人は再度融合する。

　この世界に来てからクーには何度も助けられた。それでも───これだけは譲れない。

「領護軍騎士隊の一員として……クロト、アンタを排除する！」

　風と炎を纏まとい、赤毛の騎士クーレルカは凄すさまじい勢いで飛び出した。




　白刃が乱れ狂う。

「ぐう……っ!?」

　ほとんど剣筋の見えない滅め茶ちや苦く茶ちやな速度で叩たたきこまれる乱舞。風と炎が織りなす無数の軌跡を、黒斗は重力障壁で何とか防いでいく。

「黒い霊装……また妙な術を使うわね。でも、いつまで耐えきれるかしら！」

　一撃一撃は大した重さではない。威力ならばスレイのほうが遥はるかに上だろう。

　だが速度───中でも剣速という一点に限れば、クーレルカは他の追随を許さない。

　二剣が交差した一撃を正面から受け、数十メートル後退する黒斗。しかしクーは体勢を立て直す暇ひまなど与えず、反発足甲エアレイドで加速して一気に距離を詰めてくる。

「はああああああああっ！」

　竜巻を纏った振り下ろしに、咄とつ嗟さの判断で腕を構える。

　身体からだごと地面に押し込まれてしまいそうな一撃を何とか堪こらえる黒斗だが、クーはそこに《アグニ》を押し当て───。

「風に炎……まずいっ。黒くろ斗と様、離れ───」

「───《焔爆フレア》」

　シュボッ───嫌な音がした直後、赤い旋風が黒斗の視界を埋め尽くした。

　過剰燃焼は爆炎を巻き起こし、クーの意思によって指向性を持って放たれる。身体からだが千切れそうな衝撃に、黒斗は建物の残ざん骸がいに背中から叩たたきつけられた。

「……これで少しは理解できたかしら？　自分がどれだけ愚かなことをしてるのか」

「ぐ……っ。ごほ……っ！」

　咳せき込こむ黒斗を見降ろし、クーは静かに告げる。

「仮にアタシがここを通したとしましょう。でも、この世界は特異点の生存を認めない。イリアを助けようとするなら、領護軍全すべてがアンタの敵になる。アタシ一人に勝てないようなヤツに何ができるのよ。それに助けた後はどうするの？　あの娘こを連れて当てもなく逃げ続けるとでも？」

　クーの言葉が胸に突き刺さる。

　彼女の言う通りだ。魔人化をどのくらい抑えられるのか、魔獣が襲ってきたらどうするのか、そもそも欠片かけらを取とり除のぞく方法も分からない───不安要素はいくらでもある。

「全て上う手まくいくほど、この世界は優しくない。どんなに理不尽でも……受け入れるしかないのよ」

　何も犠牲にしない未来なんて幻想でしかない。ならばその犠牲を最小限にするのが最善、その考えは何も間違っていない。

　だけど───。

「それ……誰に向かって言ってんだ？」

「……何ですって？」

「何が受け入れるしかないだ……それができてないのは誰でもない、お前自身だろうが！」

　黒斗が吼ほえた。

　全身から力を振り絞って立ち上がり、真っ直ぐクーを睨にらみつける。

「イリアが特異点だって知ってからずっとそうだ！　死人みたいな腐った目しやがって！　納得してないくせに無理やり自分を押し込めて、仕方ないって必死に言い聞かせてるだけじゃねえか！」

　ずっと気に喰くわなかった。

　イリアを見る冷たい瞳ひとみの奥に揺れる、確かな迷い。それをなかったことにしようとする彼女が、誰かに聞かされたような言葉を言い訳にしていることが、一人じゃ何もできない自分自身を見ているようで、どうしようもなく心をざわつかせる。

「借り物の言葉で誤ご魔ま化かしてんじゃねえ！　お前のそれは受け入れてるんじゃない。見たくない現実から目を逸そらして自分を守っているだけの、ただの逃げだ！」

「───ッ」

　その言葉に、クーの中で何かが切れた。

「アンタに……」

　───知らないくせに。

　記憶が蘇よみがえる。むせ返るような血の匂においと、吐き気を催す死臭。

　───あの光景を知らないくせに、何を勝手なことを───ッ！

「アンタに───何が分かるって言うのよ！」

　クーがあらん限りの声で叫ぶ。

　怒りに呼応するように暴風が顕けん現げんし、重力障壁の上から叩たたきこまれた。

「が……ッ!?」

　凄すさまじい威力に腕や膝ひざが悲鳴を上げる。

　距離をとろうとする黒くろ斗とだが、クーはそれさえ許さず連撃を重ねていく。

「特異点を放ほうっておけばどうなるのか、アンタは何も知らない！　十年前、アタシには親友がいた！　一緒に剣の道を志してた女の子、その子がある日、特異点だと分かった！」

　それが彼女の原点。

　まだ幼い彼女が目の当たりにした、非情な現実。

「封印されたらあの子は死ぬ。だからアタシはそれを誰にも言わず、欠片かけらを取とり除のぞく方法を探した！　でもそんな都合のいい選択肢は見つからない！」

　まだ幼いクーレルカがとったのは「誰にも言わない」という安易な選択。それが悲劇を引き起こすことになるとは夢にも思わず。

　暴風はさらに威力を増す。彼女の心を映しているように荒れ狂う風は制御を離れ、辺り一帯を滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊していく。

「結果はどうなったと思う!?　あの子の魂は欠片に呑のみ込こまれて魔人化、殺さつ戮りくの限りを尽くした後に騎士隊に殺された！　そのとき犠牲になった人の中には、アタシの母さんもいた！」

　クーの叫びには他でもない自分自身への怒りや憎しみが込められていた。

　もしかしたら何とかできるかもしれない───そんな曖あい昧まいで不確定なものに縋すがる甘さが起こした惨劇。

「もう二度とあんなことは繰り返さない、そのためにアタシは騎士を目指した！　ようやく、ようやく捨てられたと思ってたのに……どうして今さら、アンタみたいなヤツが現れるのよおおおおおおおおおっ!!」

　爆発的に勢いを増した風に押し負けて吹き飛ばされる。

　重力障壁はもはや意味を成しておらず、跳ね飛ばされた黒斗は地面を転がって派手に血を吐いた。

「黒斗様、もう能力の反動を抑えきれていません。これ以上の戦闘は無理です！」

　フェルが必死に声を張り上げる。

　すでに身体からだは悲鳴を上げつつある。それでも、黒斗は崩れ落ちそうになる身体を支えて立ち上がる。その姿に、クーの中で理解できない苛いら立だちが募っていく。

「どうして立ち上がるのよ……っ。もう分かったでしょ！　アンタじゃイリアを救うことはできない！　特異点は死ぬしかない、そういう運命を背負ってるのよ！」

「運命か……そうやって、友達を救えなかった自分を誤ご魔ま化かしてきたのか？」

　黒くろ斗との言葉に、クーの瞳ひとみが激しく揺れた。

　母親を含めて多くの人を殺してしまった罪悪感だけじゃない。彼女を苦しめているのは、魔人化して憧あこがれていた騎士に殺されるという末路を辿たどらせてしまった親友への懺ざん悔げ。

　そして、そんな道を選んでしまった自分への憎悪。

「過去の自分を否定するのはお前の勝手だ。けどな、必死に友達を助けようとした想おもいまでなかったことにするなよ！　その想いがあるから、今のお前があるんだろうが！」

「……うるさい」

「俺は絶対にイリアを助け出す！　アイツの背負った運命も全部変えて、お前の想いが間違ってなかったって証明してやる！　だから───」、

「うるさい───ッッ！」

　クーは黒斗の言葉を遮るように絶叫し、左右の剣を重ね合わせた。

「イリアを助け出す？　できもしないことを簡単に口にするな！　ここでアタシに殺される程度なら、あの娘を救うどころか父さんにだって勝てやしない！」

《ルドラ》と《アグニ》───二つの精霊剣が纏まとう暴風と炎が混ざり合い、互いの威力を極限まで高めていく。尋常ならざる霊力を贄にえにして、炎は紅ぐ蓮れんの劫ごう火かとなって一振りの巨剣となる。

　側そばにいるだけで灰になりそうな凄すさまじい熱量。それでも、黒斗は一歩も引かない。

「黒斗様……」

「悪いなフェル。もう少しだけ付き合ってくれ」

　黒斗は覚悟を秘めた声で告げる。

　イリアを救うためだけじゃない。迷い苦しむクーレルカのためにも、ここで逃げるわけにはいかない。

　そんな黒斗に、フェルは呆あきれるように溜ため息いきをつく。

「何を今さら……付き合いますよ。たとえ地獄の果てまででも」

　フェルの身体からだが輝き、黒斗の全身が強力な重力障壁に覆われていく。そして───。

「焼き尽くせ───《炉心剣ヘステイア》アアアアアアアアアアアッッ!!」

　叫び声と共に、紅蓮の大剣が振り下ろされた。

　同時に剣の形に抑えられていた熱量が解放、抵抗すら許さず重力障壁を焼き払う。全方位に飛び散った炎の波は触れたものを瞬時に融解させ、辺り一帯に煉れん獄ごくを顕けん現げんさせた。

「はぁ……はぁ……」

　荒れ狂う炎の海の中、クーレルカは荒い呼吸を繰り返す。

　視界は赤に支配されていた。動くものはおろか、形あるものすら残っていない。全すべて炎に呑のみこまれてしまった。

「……あは……あははははは……っ」

　空虚な笑みを貼はり付けて、彼女は壊れたように笑う。

　───殺した。

　他の誰でもない自分の意思で、一人の人間の命を奪った───その事実に、彼女の中で何かが音を立てて崩れ落ちていく。

「……本当は分かってたのよ。自分が、諦あきらめきれてないことくらい」

　でもそんな自分を認めることが怖くて、必死に否定しようとした。それなのに……あの灰髪の少年は、真っ向からぶつかり合ってくれた。

　もしも───

　もしも自分に一歩踏み出す勇気があれば、きっと───。

　そのときだった。

　まるで彼女の想おもいに応こたえるかのように、炎の中から影が起き上がる。

「……あはは、なによそれ……」

　思わず笑いが漏れる。

　───生きていた。

　左腕は完全に炭化しており、それ以外も焼やけ爛ただれて酷ひどい状態。それでも、全すべてを燃やし尽くした最強の一撃を受けてなお、柊ひいらぎ黒くろ斗とは生きていた。

「どう、だ……運命なんて……いくらでも、変えられんだよ……」

　それだけ言って崩れ落ちた黒斗の身体からだを、クーは優しく抱きとめる。

「ええ……アタシの、負けよ」

　その顔は、憑つき物ものが落ちたように笑みが浮かんでいた。




　クーの腕の中で静かに眠る黒斗。

　しかしまるで身代りになったかのように、小さな神霊の姿は何ど処こにもなかった。















［ 第五章 ］　─── 運命を変える者 ───




　黒くろ斗ととクーレルカが激突していたころ、街の中央にそびえ立つ塔《聖域》には騎士隊長スレイと、意識を取り戻したイリアの姿があった。

「ラヴィ様、特異点を連れてきました」

「ご苦労、よくやってくれた」

　スレイが一歩下がると同時に、蒼あおい光が灯ともる。広間の中央、巨大な水晶が安置された場所に現れたのは幻想的な装いの少女。

《蒼の神霊》ラヴィ───世界の管理者たる神霊の少女は、これから封印することになる特異点イリアをじっと見つめる。

「……こうして顔を合わせるのは二十年ぶりか。もっとも時間の止まっていたお前からすれば、つい先日のことだろうが」

「……神様。わたしのこと、覚えてるの？」

　驚いて目を見張るイリア。

　特異点は世界に害を撒まく災厄の種。言うなればこの世界に不要な存在でしかない。その一個体を覚えているとは思わなかった。

「これまでに封印した特異点のことは全すべて記憶している。私がお前たちにできることは、それくらいしかないからな」

　淡々と答えるラヴィだが、その瞳ひとみには僅わずかな感情の揺らぎが見て取れた。

　特異点は封印する───それは絶対。しかし特異点そのものには何の罪もない。

　人類を守護・導くことを己の天命とする彼女にとって、それは到底受け入れられるものではなかった。

「……まさか同じ人間を二度封じることになるとは。これも全て私の責任か」

　それでも、これはやらねばならないこと。誰かが背負わなければいけない業。

　ならば神霊である自分が全て背負う───それがこの世界を守る最良の手段と信じて、五百年の長い時を生きてきた。

「迷うな。迷えば全てが無駄になる」

　ラヴィは心に巣食う感傷を捨てると、イリアの眼めを見て告げる。

「これより再封印を執り行う。今度こそ、二度と目覚めることはないだろう」

　改定者への対策として特異点の意識を深層に閉じ込める。これで術式が破壊されようと精神が浮上することはない。

「───神霊・ラヴィの名において命ずる。我が力の結晶、天霊兵装レガリア《オファニム》展開、空間転移開始！」

　イリアを水晶の前に立たせ、大きく柏かしわ手でを打つ。

　すると《オファニム》が淡く煌きらめき、まるで氷が溶けるように蒼あおい光が生まれる。光はイリアの身体からだに纏まとわりつき、足元から絡みついて結晶化していく。

「その結晶が全身を包んだとき、お前はこの世界から消える。おそらく明け方近くまでかかるだろう。望むなら、すぐにでも意識を封じ込めるが……」

　少しずつ身体の自由が効かなくなる恐怖───それはどれほどの辛つらさだろうか。しかも彼女は二回目、これ以上苦しむ必要はない。

「……ありがとうございます。でも、いいです」

　その申し出を、イリアは迷うことなく断った。

「何な故ぜだ？　わざわざ苦しむ道を選ぶと？」

「時間が欲しいんです。思い出を、しっかり刻み付けたいから」

　短くも幸福に満みち溢あふれていた記憶を、忘れないように。

「……そうか」

　イリアの想おもいを汲くみ取とり、ラヴィは少しずつ結晶化していく少女に背を向ける。

　あと何度、こんなことを繰り返さなくてはいけないのだろうか。いつか全ての欠片かけらを消し去れるときが来る、それだけを救いに今まで耐え抜いてきた。

　だけど───時折思ってしまう。本当にこれで良かったのかと。

　そんなラヴィの心中を察したのか、脇わきに控えていたスレイが前に出る。

「ラヴィ様、お疲れでしょう。私が見ていますので、朝までお休みになられては？」

「……すまない。何かあったら呼べ」

　そう言い残すと、ラヴィは光の欠片かけらとなって消えていく。その姿が完全に見えなくなったところで、スレイは遠話匣アネモスを取り出して領護軍本部に連絡する。

　被害状況の確認、被害地区に送る救援部隊の編成、そして魔獣の再来に備えた警備体制の準備───その全すべてを素早く、的確に整えていく。

「……念のためだ。この周辺にも部隊を配備しておくか」

　スレイは騎士隊に通達し、本部に詰めておくように命じる。

　本来なら最大戦力である騎士隊は魔獣への備えとして外壁付近に配備するべき。しかしスレイには一つの予感があった。

　───あの灰髪の少年は、ここにやってくると。





　　　　◆　◆　◆






　───夢を見ていた。

　まだ彼らが旅立つ前、普通すぎる世界で暮らしていた時の記憶。

「黒くろ斗と様、黒斗様。朝ですよー。いい加減、起きてくださいな～」

　ゆさゆさと身体からだを揺らされる。

　すっかり慣れ親しんでしまった感覚に、黒斗の意識はゆっくりと浮上していく。

「あ、起きましたね。おはようございます、黒斗様」

「……おはよう、フェル」

　薄く目を開ければ、見慣れた少女の顔が可愛かわいらしい笑みをかたどる。

　一説では「美人は三日で飽きる」と言われているが、どうやらフェルは例外らしい。

「朝御飯できてますから、早く来てくださいね」

　ぱたぱたと台所に戻っていくフェル。羽衣の上に愛用のエプロンを着た彼女を見送り、黒斗は大きく伸びをした。

「……この生活にも、すっかり慣れちまったな」

　本当に、彼女が来てから何もかも変わってしまった。

　何日でも何年でも付きまとう───その宣言通りにフェルが住み着き始めてから、すでに一ヶ月近く。倒壊寸前だった家屋は彼女が触れただけで新品同然に戻り、殺風景だった庭は彼女の植えた正体不明の植物で溢あふれていた。

「アイツはここを何にするつもりなんだ……」

　もはや魔境と化した庭を横目に、食欲を誘う匂においを辿たどってリビングに向かう。

　本日のメニューはご飯に味み噌そ汁しる、焼き魚にお浸しと典型的な和の朝食。黒斗が席に着くとフェルも座り、二人そろって手を合わせる。

「いただきます」

　見たところ、今日の食事に怪しいものは入っていない。少し前までは庭で栽培している謎なぞの植物やら粉末やらを仕込まれていたのが、最近はそれもなくなった。

　……実は飲み物に仕込まれていたと知るのは、まだ先のことである。

「お代わり」

「はい。いくらでもどうぞ」

　黒くろ斗とが食べている間、フェルは終始ニコニコと笑っている。

　神霊は本来食事を必要としない。しかし彼女は同居二日目から「黒斗様が寂しそうだったので」と一緒に食べるようになった。

　食事を終えれば、日課である「救世主の下地作り」が始まる。といっても、フェルが持ってきた（生み出した？）大量のゲームや本を消化していくだけ。

　難解な設定や世界観はフェルが口頭で説明し、黒斗はひたすら画面と活字を追う。

「……ずっと思ってたけど、これってなんか意味あるのか？」

「ありますよー。こうして空想の異世界に触れあってるうちに、異世界に行きたいなー、世界を救う大冒険をしてみたいなーとか思いません？」

「思わない。つーか、いい加減諦あきらめろよ。もう一ヶ月だぞ一ヶ月」

　無視していれば勝手に帰ると思っていたのに、一向に立ち去る気配はない。どころか、すっかり生活に馴な染じんでしまっている。

「初めに言ったじゃないですか。黒斗様が首を縦に振ってくれるまで、私は何ヶ月だろうと何年だろうと付きまといますよ」

「酷ひどいストーカー宣言もあったもんだ」

　そして何より問題なのは、黒斗自身がそれを受け入れてしまっていること。

「まだたったの一ヶ月です。黒斗様を見つけるのにかかった時間に比べれば、どうということはありません」

「俺を見つける？」

「苦労したんですよー。色んな世界を一つ一つ巡ってるうちに、なんだかんだで三百年近くかかっちゃいましたから」

「は？　三百年？」

「神様ですからね。不老不死ですし、こう見えて黒斗様の百倍長く生きてますよ」

「……ああ、そういえばあったな。そんな設定」

　神様らしさがないので、すっかり忘れていた。

「設定言わないでください！　どっからどう見ても神様じゃないですか！」

「百歩譲って外見と力はそれらしいと認めてやろう。でも行動と言動が残念すぎんだよ！　どこの世界に堂々とストーカーかます神がいる！」

「黒斗様、神話とか読んだことあります？　もっと酷い神様はたくさんいますよ。対して、私が迷惑をかけているのは黒斗様だけ。ほら、いい神様でしょ？」

「迷惑って自覚があるなら、とっとと帰れ！」

「迷惑以上に役立ってますーっ！　黒斗様、私がいないと何もできないじゃないですか！」

「ぐ……っ。そ、それは……」

　家事も全部任せている以上、何も言い返せない。

「なんにせよ、黒くろ斗と様が意地っ張りなのがいけないんです。早いとこ折れてくれません？」

「自分が引くって選択肢はないのか……」

「神様ですので」

　謎なぞの自信に満みち溢あふれた一言だった。

　分かっていたが、諦あきらめるつもりはないらしい。黒斗は小さく溜ため息いきをついてゲーム画面に視線を戻し───。

「それに、勝算なしってわけじゃありませんから」

「……へえ？」

　聞き流せない台詞せりふに顔を上げる。

　そこにいたのは、黒斗の知っている彼女ではなかった。

「この一ヶ月、私なりに黒斗様を観察してきました」

　神───森羅万象を見通し、生命さえも思い通りに操る超越者。他と一線を画した絶対の「格」を有する存在として、彼女はそこに在る。

「黒斗様、貴方あなたは脅おびえているじゃありませんか？　目的を果たした後、そこに自分の居場所がないことに。自分が必要とされなくなることに」

「何が言いたい？」

「……そんなに怖いですか？　自分自身を見てくれないことが」

「───ッ」

　核心を衝いた一言は黒斗の心を抉えぐり、暴発した異能が家の一角を跡形もなく消し飛ばす。

「……お前に何が分かる」

　誰にも自分を見てくれない。柊ひいらぎ黒斗という人格ではなく、異能というフィルターを通してしか認識されない。

　まるで───柊黒斗という存在には何の価値もないかのように。

「ええ、分かりませんね」

　そんな黒斗の想おもいを、フェルはバッサリと切り捨てた。

「誰かに自分を認めてほしいのなら、必要とされたいのなら、どんなに辛つらくても苦しくても前に進むしかないんです。こんなところで腐っていても何も変わらない……それくらい分かってるはずですよね？」

「…………」

　何も言えなかった。

　彼女の言う通りだ。そんなこと、とっくに分かっている。

　それでも思ってしまう。また喪失の痛みを味わうくらいなら、孤独に生きていたほうがマシなんじゃないかと。独りぼっちの苦しみを嫌というほど知っているというのに。

「俺だって、このままじゃいけないのは分かってる……でも、どうすればいいのか分からねえんだよ……っ」

　想おもいを吐き出し、黒くろ斗とは拳こぶしを強く握りこむ。

　どうしようもない自分を導いてくれるはずだった人はもういない。また一人で生きていかなければならない───そう思うと、前に踏み出す勇気が持てなかった。

「……ならば、誓いましょう」

　そんな迷いを見て取り、フェルは黒斗の手を取って自分の手と重ね合わせる。

「貴方あなたが迷ったときは、私が手を引きます。貴方が立ち止ったときは、私が手を貸します。だから───貴方は思うがままに生きてください」

　それは彼女自身を縛る言葉。

　側そばにいて支えてくれる───たった一人のために自分を捧ささげようとするフェルに、黒斗は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「なんでそこまでして、俺を……」

「目の前に救いを求めている人がいる……手を差し伸べるのに、理由がいりますか？」

　当たり前のようにそう言って、フェルは優しく笑いかけてくる。

「黒斗様。いつか必ず、本当の貴方を必要としてくれる人が現れます。そのときは決して、その手を離さないでくださいね」





　　　　◆　◆　◆






　気が付くと、黒斗は静かに覚かく醒せいしていた。

「……ここ、は？」

「アタシの家よ」

　声に首を傾けると、クーレルカが椅い子すに座って治癒匣ルミナを発動させていた。暖かな緑色の光に包みこまれ、全身が心地良い。

「クー……なんで、お前が……」

「あのまま放ほうっておくわけにはいかないでしょ。アンタ、今にも死にそうだったのよ？」

「死にそう……？」

　思考に靄もやがかかっている。

　何な故ぜベッドに寝かされているのか。どうして治療を受けているのか───記憶と現実が繋つながらない。

「俺はいったい───ぐっ!?」

　起き上がろうと腕に力を入れた瞬間、全身に鋭い痛みが奔はしる。そして同時に記憶が濁流のように蘇よみがえり、思考が一気に鮮明になった。

「イ、リア……」

　思い出した。思い出してしまった。

　痛みに耐えながら起き上がる。《炉心剣ヘステイア》で炭化した左腕は火傷やけどの痕あとこそあるが、ほぼ元通りになっていた。それ以外にも目立った傷はない。

「お前が治してくれたのか？」

「ありったけの治癒匣ルミナを使ったけど、全部は治せなかった……ごめん」

　申し訳なさそうに頭を下げるクー。その横には霊力を使い果たした治癒匣が数十個ほど転がっている。よほどの重傷だったようだ。

　窓の外には朝焼けの空が広がっている。かなり長く眠っていたらしい。

「クー。イリアの封印は……」

「まだ完了してないはずよ。今から行けば、ぎりぎり間に合うかもね」

　それを聞いた黒くろ斗とはすぐに飛び出そうとするが、その手をクーに掴つかまれる。

「また、俺を止めるのか？」

「……いいえ、アタシはもう何もしない。でも、最後にもう一度だけ言わせて。悪いことは言わない。あの娘を助けるのはやめなさい」

　クーは真っ直ぐ黒斗の目を見て告げる。

「仮にイリアを救い出せたとしましょう。その後はどうするの？　特異点は生きているだけで災厄を呼び寄せる。アンタたちの居場所はどこにもない。一つの街に定住することもできず、身を隠しながら各地を転々とすることになる」

「…………」

　それは誇張でも何でもない、純然たる事実。

　特異点は存在してはならないもの。イリアを救うということは、彼女と同じようにこの世界から否定されるのに等しい。

「何より、イリアは自ら望んで封印されようとしている。これ以上自分のせいで傷つく人を増やさないために。そんな娘が、アンタの人生を縛り付けるようなことを望むと思う？　アンタがやろうとしてることは───ただの自己満足でしかない」

「……分かってる。全部、お前の言う通りだと思う」

　きっと誰も、イリア本人でさえも助けなんて望んでいない。

　大勢の人を危険に晒さらすかもしれない。ぎりぎりのところで成り立っていた平和を崩壊させることになるかもしれない。それでも───。

「それでも……イリアには生きて、幸せになってほしい」

　自分勝手なことは百も承知している。ただ自分を重ねているだけかもしれない。

　迷ったときに手を引くと言ってくれたフェルもいない。何となく分かっていた。彼女は黒斗を守るために消えてしまった。

　だけど、彼女の言葉は胸に残っている。

「……じゃあなクー。世話になった」

　何も言わないクーに別れを告げ、黒斗は部屋を後にした。




　それから、どれくらい歩き続けただろう。

　明け方近くで人の少ない大通りを進んでいたところで、黒くろ斗とは小さく咳せき込こんだ。咄とつ嗟さに当てた手のひらには、真っ赤な血がべったりと付いている。

「さすがに無む茶ちやが過ぎたか……でも、間に合った」

　目の前には領護軍本部と、その中央に天高くそびえ立つ塔。

　黒斗が重たい身体からだを引きずりながら門をくぐろうとした、その瞬間───。

「……止まれ。それ以上先へ進めば、問答無用で排除する」

　行く先を封じるように、大勢の兵士たちが立ちはだかる。その先頭には十名近くの騎士。

　スレイの姿はない。おそらくイリアと共に聖域にいるのだろう。

「どけ……って言っても聞いてくれないよな」

「…………」

　騎士たちは無言で武器を取る。

　剣、槍やり、斧おの───形状は様々なれど、それらは全すべて精霊機甲。示し合わせたように向けられた武器の数々が、起動時特有の淡い燐りん光こうを発する。

　一歩。

　あと一歩でも前に踏み出せば、彼らは躊ちゆう躇ちよせずに襲い掛かってくるだろう。

　それが彼らの正義。平和を守るために戦うという覚悟。

「……俺も、覚悟を決めなきゃな」

「なに？」

「覚悟だよ。人一人の運命を背負うんだ。生半可な覚悟でどうにかなるほど甘くねえだろ。だから、何もかも全部懸ける」

「……そうか。ならば力尽くで排除するまでだ」

　宣告と同時に、騎士の一人が飛び出した。

　騎士は身に纏まとった鎧よろい型の精霊機甲で一気に加速。常人を遥はるかに超えた速度で間合いを詰めて剣を振り抜く。

　切っ先は真っ直ぐ首へ吸い込まれ───両断する直前で黒い障壁に阻まれる。

「な……っ」

「はっ───クーに比べたら止まって見えるっての！」

　剣を防がれて動揺する騎士。その隙すきを見逃さず、黒斗は素早く右手を伸ばすと騎士の兜かぶとを掴つかみ、超至近距離から重力波を放つ。

「がふ……ッ!?」

　兜を砕いた衝撃波は頭ず蓋がい骨こつに直撃し、騎士は血を吐きながら地面に沈んだ。しかし同時に黒斗の腹部から大量の血が噴き出る。

「げほっ、がっ……あーくそ、痛くて死にそう……」

　喋しやべるだけで意識が飛びかける。おそらく内臓の一部が破裂したのだろう。だが……耐えられないほどじゃない。

「龍にやられたときの痛みに比べれば、天国だ」

「───ッ。散開！」

　敵の反応は迅速だった。

　仲間がやられるや否いなや、素早く前後左右に回り込み、四方八方から同時に襲いかかってくる。

　黒くろ斗との力が手を使ったものと判断しての行動。一人一人の動きも桁けた外はずれに速い。両腕だけではとても対応しきれないだろう。

　対して、黒斗の取った行動は単純明快。

　捉とらえられないのなら、全部まとめて押し潰つぶすのみ。

「───潰れろ」

　左手に重力を集め、波動にして全方位に放つ。

　可能な限り範囲を絞った黒い波動が、目前まで迫った騎士たちを問答無用で叩たたき伏せた。

「が……っ」

　全身の骨が砕けるほどの圧力に押され、鎧よろい型の精霊機甲が砕け散る。それでも力は弱まることなく、騎士たちは耐えきれずに意識を失った。

「まずは、五人……づぁ……!?」

　黒斗が一歩踏み出そうとした瞬間、左腕が破裂した。

　五指があらぬ方向にひしゃげ、吹き出した鮮血が地面に血の華を咲かせる。肩から指先まで剣で貫かれたような激痛。

「腕、か……動けるだけマシ……だな……」

　頭がおかしくなりそうな痛みを、必死に抑え込む。

　範囲を最小限にしたとはいえ全方位への重力波動。フェルのサポートがないことを考えれば、この程度で済んだのは幸運だった。

「さーて、あと何人だ……」

　大丈夫だ、死なない。この程度では死なない。

　この身体からだは、柊ひいらぎ黒斗という存在は、この程度の傷で死ねるようにはできていない。

　痛みを押して前に踏み出す。

　立ち塞ふさがるのは百に届こうかというほどの領護軍の兵士たち。

「───来い。全員ぶっ飛ばして、俺はイリアのところに行く！」

　それを合図に、武装した大量の兵士たちが黒斗に襲い掛かってきた。
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「……はぁ」

　領護軍本部で戦いが始まったころ、クーレルカは一人外を歩いていた。

　まだ日が昇りきっていないこともあり、通行人はほとんど見当たらない。夜の冷たさが残る閑散とした道を、彼女は当てもなく彷徨さまよい続ける。

「何をしてるんだか、アタシは」

　目的があってうろついているわけじゃない。

　黒くろ斗とが戦っていると思うとじっとしていられず、思わず剣を取って飛び出してしまった。それなのにその場に向かう勇気はなくて、こうして遠くから見ることしかできない。

　可能性を受け入れると決めた。それなのに……ふとした瞬間に十年前の光景が脳裏を掠かすめ、「また同じことを繰り返すのか」と責め立ててくる。

「それでも幸せになってほしい、か。昔のアタシもあんな風に自分勝手だったのかな……」

　分かってる。これは自分の弱さが生んだ幻影だ。

　黒斗たちの味方をすれば世界全すべてが敵となる。幼いときはその意味も分からず、感情のままに行動することもできた。

　けど、今は違う。

　敵かなわない存在も、どうにもならない現実も知ってしまった。

　黒斗が正しいと言う人間は一人もいない。この街に住む全ての人が、彼を平和を脅かす「悪」だと言い切るだろう。それは決して間違いではない。

　でも……たった一人を救おうとする彼の行動もまた、間違ってはいないのだ。

「どっちが正しいとか、そういう話じゃないのかもね」

　結局は自分がどんな選択をするのか───それだけのことなんだろう。

　クーは自分の中の答えを探し求めるように、朝あさ靄もやに覆われた道を歩き続ける。





　　　　◆　◆　◆






「が……っ、ぅぐ……」

　ゆっくりと、覚おぼ束つかない足取りで《聖域》への階段を上っていく。

　一歩進むたびに肺や心臓が軋きしむ。吹き出す血なんてとうに枯れ果て、傷口からフェルに分け与えられた神霊体が剥はがれ落ちていく。

「さすがに……力を、使いすぎたか……」

　騎士隊十三名、警備隊九十四名。その全てを薙なぎ払はらって、ようやくここまで来た。

　左半身はほぼ全て潰つぶれている。生きているのが奇跡のような状態の中、「行かなければ」という想おもいだけが死にかけの身体からだを動かし続ける。

　───ずっと、探し求めていた。

　こんな化け物みたいな自分を受け入れて、必要としてくれる誰かを。だけどフェルと出会って、待ってるだけじゃ何も変わらないと教えられた。

　だから、彼女の誘いに乗って異世界に来た。

　そして───イリアと出会った。

「……づ、がは……っ」

　いつからだろう。あの娘この笑顔を見ていたいと思い始めたのは。

　いつからだろう。側そばにいたいと思うようになったのは。

　いや、答えなんて分かりきってる。

　あの娘こが、イリアが笑ってくれたから。異能なんて無くても誰かを幸せにできると教えてくれたから。

「……ははっ。我ながら……笑えるほど、単純だな……」

　特異点とか、魔神の欠片かけらとか、そんなことはどうでも良かったんだ。

　ただあの娘に笑ってほしかった。幸せに生きてほしかった。

　それだけのことに、どうして今まで気付けなかったのだろう。

「……行くか」

　壁にもたれかかり、何度も何度も崩れ落ちながら階段を上っていく。

　そして───辿たどりついた。

　二日前、フェルと一緒に落ちてきた場所。異空間に通じる【神門】の結晶体、天霊兵装レガリア《オファニム》が安置された塔の頂上───《聖域》。

「……やはり来たか、クロト」

　広間に出た黒くろ斗とを待ち受けていたのは、巨大な水晶を守るように立つ男───アヴィオール最強の騎士・スレイ。

　水晶《オファニム》の真下には、煌きらめくような金髪の少女が眠るように目を閉じている。その身体からだには水晶の欠片が纏まとわりつき、すでに首から下は全すべて結晶化。残された顔にも少しずつ水晶が上がってきている。

「封印は九割がた完了している。後少しで、あの少女は永遠に目覚めなくなる」

「そんなこと……させて、たまるか……っ」

　すでに意識はないのか、イリアが目覚める様子はない。

　直接水晶を破壊するしかない───しかし、その前にスレイが立ち塞ふさがる。

「残念だが、お前をこれ以上進ませるわけにはいかない」

「やっぱ、お前を倒さないとダメか……スレイ」

　身体を起こそうとすると、半分に潰つぶれた視界がゆらゆらと揺れる。

　いくらなんでも血を流し過ぎた。脳に回る血が圧倒的に足りず、五感の機能が恐ろしいほど低下している。とてもじゃないが戦える状態ではない。

「───行くぞ」

　目を鋭く細め、スレイの姿が掻かき消きえる。

「くっ……」

　反応できたのは奇き蹟せきだった。

　頭ず蓋がい骨こつを粉砕せんと繰り出される拳こぶしから、倒れこむような形で逃れる。

　もう拳を握る力も残っていない。黒斗は全方位に重力波を放とうと力を溜ため───尋常じゃない痛みに意識が飛んだ。

　気絶したのは一瞬だけ。

　だが戦いにおいて、それは致命的すぎた。

　再びスレイの姿が掻かき消きえる。そして次の瞬間、鉄さえ砕く強烈な前まえ蹴げりが黒くろ斗との胴体にめり込んだ。

「───ッ[image: ]」

　内臓が潰つぶれる嫌な感覚に、声にならない悲鳴を漏らす。

　さらに追撃の拳こぶしが腹部にめりこみ、黒斗は聖域外周に建てられた支柱に背中から叩たたきつけられた。

「……終わりだな。その傷ではもう動けまい」

　支柱に血の華が咲く。誰がどう見ても死の一歩手前だった。放ほうっておけば一分もたたないうちに死ぬだろう。

　スレイは拳を引くと、倒れたままピクリとも動かない黒斗に背を向ける。

「ぁ……て……」

　待て───そう言ったつもりなのに声が出ない。

　正真正銘、本当に限界だった。

　領護軍を突破した時点で、身体からだは悲鳴を上げていた。今まではそれを無視して気力だけで動いていたに過ぎない。だが、もう口を動かすことさえままならなかった。

　───力が欲しい。

　覚悟を決めてきた。どんなことをしてもイリアを救う覚悟を。

　だけど想おもいだけじゃどうにもならない。覚悟だけじゃ届かない。

　ずっと、この異常な力を疎んでいた。こんなもの要らないと、普通の人生を寄よ越こせと何度思ったか分からない。だけど本当に欲しているときに限って、それはこの手にない。

　悔しくてたまらない。

　あと一歩なんだ。今立ち上がらなければ、いったい何のために生きてきたのか。それなのに、今の自分には力がない。

　何もできない───そうして目ま蓋ぶたが閉じようとしたそのとき。

「……諦あきらめちゃうんですか、黒斗様？」

　声が聞こえた。

　霞かすむ視界に映り込んだのは、熟れた桃を想わせる綺き麗れいな桜色。

　───なんだ、生きてたのか……フェル。

「黒斗様一人じゃ心配ですから、頑張ってバラバラになった身体を再構成したんですよ。ちょっぴり無む茶ちやしちゃいましたけど」

　宙に浮かんだフェルは包みこむような瞳ひとみで見下ろす。

　ちょっぴりと言っていたが、彼女の全身にはノイズのようなものが奔はしっている。身体が崩壊しかけている証拠だ。

　───フェル。俺、何もできなかったよ。

「ええ、全部見てました」

　───お前がいなくても前に進めると思ってたんだ。でも……俺一人じゃ届かなかった。

「かも、しれませんね」

　フェルの声は優しい。情けなくすがりついてしまいそうなほどに。

　だけど、それは許されない。

　フェルはほのかに笑って、黒くろ斗との額に触れた。

「でも、貴方あなたは一人じゃない」

　触れた場所から桜色の光が立ちのぼる。

　フェルの全身が光り輝き、少しずつ黒斗に吸い込まれていく。潰つぶれていた左半身が再生し、身体からだの奥から力が湧わいてくる。

「……黒斗様も私も、一人じゃ何もできません。でも二人ならできる。二人なら届く」

　力を入れて立ち上がる。身体が羽のように軽かった。

　今なら、なんだってできる。

「───行くぞ、フェル」

〈はい、黒斗様〉

　二人で、どこまでも。

　それに気付いたのはスレイだけだった。

　突然背後に生まれた尋常ならざる気配。

　培われた戦闘経験が咄とつ嗟さに身体を動かし、振りむくと同時に精霊剣《ニーズヘッグ》を構えさせる。次の瞬間、重力を纏まとった拳こぶしが大剣の腹に叩たたきこまれた。

「ぐ……っ。この力は……ッ!?」

　ミシミシと剣が軋きしむ。

　尋常ではない膂りよ力りよくだった。精霊術で数倍に強化されているはずの腕力でも押される。

「───おあああああああああああああああああああああああッッ!!」

　気合と共に力が増し、拳が振り抜かれる。

　押し負けたスレイは剣ごと派手に吹き飛ばされ、反対側の支柱に激突して粉ふん塵じんをまき散らす。

「……立てよ。この程度で倒れるほどやわじゃないだろ」

「───クロト。貴様、自分がしていることの意味を理解しているのか？」

　鋭い声と共に柱が砕け散る。

　精霊大剣ニーズヘツグを肩に担ぎ、全身に殺気を漲みなぎらせて立ちはだかるのは、領護軍最強の騎士。

「貴様が救い出そうとしているのは、存在しているだけで人々を危険に晒さらす災厄そのものだ！　この世界の誰一人として受け入れはしない！　それでも、貴様は救い出すなどと世よ迷まい言ごとを言うつもりか！」

「ああ、言ってやる。イリアが暴走したら俺がとめる。魔獣が襲ってきたら一匹残らず叩たたき潰つぶす！　アイツの運命ごと全部、俺が背負ってやる！」

　全身に重力を纏う。

　濃密な黒は急速に密度を増し、可視化されて闇やみのごとく立ちのぼる。

「誰が何と言おうが知ったことか！　イリアを救いだす───そのために、ここに来た！」

「ならばこの街を守護する騎士隊長として、貴様を排除する！」

　同時に繰り出された拳こぶしと剣がぶつかり合い、轟ごう音おんを上げた。




　激しく響き渡る轟音に、イリアの意識はゆっくりと現実に揺り戻された。

　薄れる意識の中、彼女が見たのは死闘を繰り広げる黒くろ斗との姿。

　───どうして。

　水晶が少しずつ身体からだを蝕むしばむ。

　以前にも一度味わった、身体と心が闇に呑のみ込こまれていくような感覚。

　結晶化した部分はすでに感覚も消え、まともに動かせるのは首から上だけ。思考もおぼろげで、浮かんだ端から消えていく。

　───どうして、そこまでわたしを……？

　彼は自分を助けるために命を懸けて戦ってくれている。家族でも何でもない、出会ったばかりの自分のために。

　嬉うれしかった。だけど同じくらい辛つらくて悲しかった。

　彼を巻き込んでしまったのは自分だ。最後にもう一度生きたいなんて思わなければ、諦あきらめて死を選んでいれば、こんな自分に関かかわらなければ、彼はきっと普通に生きていけたのだろう。

　もう自分のせいで傷つく人は見たくない───そう思ったからここに来た。

　それなのに……離れてもまた、彼を危険な目に合わせてしまった。

　───ごめんなさい。

　謝ることしかできず、イリアは戦いの行方を見つめる。




「おおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　何十と激突を繰り返す。

　スレイの繰り出す大剣の一撃。一発一発が大気を貪むさぼるが如ごとき剛撃を、黒斗は重力障壁を施した腕で撃ち落としていく。

　縦横斜め、剣けん戟げきは縦横無尽に張り巡らされる。

　鈍重な大剣にもかかわらず、その連撃は両腕でも間に合わないほど速い。剣の振りだけでなく、次の一撃への繋つなぎが異常なまでに滑らかなのだ。

　修練に修練を重ねたものだけが辿たどりつける、剣技の極致。

「ふんッ！」

　横殴りの一撃が叩たたきこまれ、防いだ腕ごと体勢を崩される。さらにそこから信じられない速度で身体を引き、首への振り下ろしと繋ぐ。

「ぐ……っ。で、りゃああああっ！」

　正面からでは受け切れない───本能的に察知した黒くろ斗とは無理な体勢から強引に身体からだを捻ひねり、真横から《ニーズヘッグ》を膝ひざで打つ。

「ふざけた身体能力だ。まるで獣だな」

　完全な死に体から身体を半回転させるという荒技。そこから繰り出される手と足の連撃を軽く躱かわし、スレイは呆あきれたように呟つぶやく。

　常人なら確実に身体を痛める身体駆動。

　洗練という言葉とは真逆、本能と身体能力に任せた荒削りな攻撃。

　軌道を読むのは容易たやすい。しかし型に嵌はまらない動きと常軌を逸した膂りよ力りよくは、スレイであっても完全には読み切れない。

「だが───もう慣れたぞ！」

　叫ぶと同時に、精霊剣《ニーズヘッグ》が紅あかい光を纏まとって鳴動する。

「───ッ」

　それを見るなり、黒斗は思いっきり距離を取った。

《ニーズヘッグ》の威力は知っている。弱っていたとはいえ《鋼の竜鱗ドラゴンスケイル》を容易く切り裂く一撃───あんなもの喰くらったら一発でお陀だ仏ぶつだ。

　だが弱点もある。精霊機甲は強力であればあるほど、使える回数が少ない。ならば距離をとって一発一発確実に躱せば───。

「逃さん！」

　飛びずさった黒斗を追うようにスレイが肉薄する。

　ほぼ一瞬で目の前に現れたスレイに、黒斗は咄とつ嗟さに右みぎ拳こぶしを繰り出す。が、逆にその腕を取られて宙に投げられてしまう。

　致命的な隙すき。空中では躱すこともできない。

「吼ほえろ───《ニーズヘッグ》ッ!!」

「喰らって、たまるかぁっ！」

　即座に重力球を生成して迫りくる《ニーズヘッグ》に叩たたきつける。

　下向きの力は紅い斬ざん撃げきの軌道を変え、大剣は何もない虚空を切り裂いた。その瞬間、精霊術が発動して剣筋が爆裂する。

　引き裂かれた空間が衝撃波を生み、広間の床が千切れ飛んでいく。

「く……っ」

〈黒斗様、まだです！〉

　フェルの警告に、咄嗟に身体を捻る。

　直前まで頭のあった場所を暴風が薙なぎ払はらい、首筋に裂傷が走る。あと一瞬でも反応が遅れていたら首と胴が分かれていた。

　床を無様に転がりながら、斬撃を躱していく。

　反撃する余裕どころか体勢を立て直す暇ひまさえない。わずかでも動きを止めれば───命を刈り取られる。

　息もつかせない高速の連撃。それを必死に躱かわしながら、黒くろ斗とはその一瞬を見極めるのに全神経を傾ける。

　いつだ。いつ来る───？

　そして連撃が三十に達しようとしたそのとき、精霊剣が再び紅あかく輝いた。

〈来ますよ、また《ニーズヘッグ》です！〉

「分かって───がっ!?」

　躱そうとした瞬間、腹に重い衝撃が突き刺さった。

（ひ、ざ……？）

　精霊剣は虚実フエイント。全身をバネにして垂直に跳ねあがった膝ひざが黒斗の鳩みぞ尾おちにめりこむ。

　内臓をすり潰つぶすほどの壮絶な威力に身体からだがくの字に曲がり、霞かすむ視界の中に大剣を振りかざしたスレイが映り込んだ。

〈左側面、障壁展開！〉

　フェルの叫びに条件反射で応こたえ、全身全霊を込めて重力障壁を展開する。そして次の瞬間、空間炸さく裂れつを伴う紅い斬ざん撃げきが脇わき腹ばらに叩たたきこまれた。

　身体が千切れ飛ぶほどの衝撃。派手に吹っ飛ばされた黒斗は聖域の床を五回も跳ね、塔から落下するぎりぎりのところで停止する。

「ぐっ……があああ……っ!?」

　身体の中で衝撃波が暴れ狂う。

　内臓をミキサーでかき混ぜられるような感覚。それでも即死しなかったのは黒斗の常軌を逸した耐久力があってのこと。重力障壁で威力を削っていたことも大きいだろう。

「……クロト、お前は強い」

　粉ふん塵じんを背負い、スレイが剣を薙なぐ。

「黒い霊装、そして衝撃波……どちらにしても並の騎士を遥はるかに上回っている。俺とて直撃すればただでは済まないだろう。だが───所しよ詮せんは素人だ」

「言ってくれる……ごほっ」

　ズキンズキンと全身が悲鳴を上げる。

　全身全霊の障壁の上から叩き込まれたというのに、身体は一撃で瀕ひん死しまで追い込まれた。素の状態で喰くらっていたら胴体を丸ごともってかれていただろう。

〈分かっていたとはいえ、凄すさまじい強さですね。真に恐ろしいのは精霊機甲ではなく、それを使う彼の並外れた技量です〉

　初撃はわざと正面から。そして警戒を強めたところで連撃から隙すきをつくって当身、必殺の一撃へと繋つなぐ……今まで戦ってきた騎士とは次元が違う。

「お前では俺に勝てない。諦あきらめろ」

　精霊剣ニーズヘツグを突きつけ、スレイは短く言い放つ。

　それは最後の通告だった。これ以上刃向かうなら容赦なく殺す───そんな押し潰すような殺気を叩きつけられる。

　勝てない。

　積み重ねた戦いの歴史、くぐった死線の数……勝てる要素が何一つとしてない。

　それでも、黒くろ斗とは立ち上がろうとする。

「……もう、いいよ……」

　そのとき、小さな声が聞こえた。

「……イリア」

「お願いだから……これ以上、わたしのせいで傷つかないで……」

　───大勢の人が死んだ。

　直接手を下したのは魔獣、だが彼女の存在が魔獣を引き寄せた。ほんの少しだけ普通の生活を送りたい、そんな甘えのせいで。

「いっぱい、いっぱい死んだんだよ……？　誰もわたしが生きることなんて望んでない。生きてても、誰かを不幸にするだけ……」

「でも、俺はお前に生きていてほしい」

　黒斗は痛みに耐えながら顔を上げ、真っ直ぐイリアの眼めを見て告げる。

「……俺もイリアと同じだ。自分は不要な存在だと思い知らされて、ただ死を待つだけの真っ暗な闇やみの中で生きてた。でも……変われた。お前の笑顔で、変われたんだよ」

　守りたいと思える人を見つけた。何の意味もなかった人生に、光を与えてくれた。

　ここで引いたら───自分で自分を許せなくなる。

「俺には、イリアが必要なんだ」

　そう言って、黒斗は再びスレイに突っ込む。

　少しずつ、しかし確実に敗北へ向かっていく黒斗に、イリアは目を伏せる。

「どうして……今さら、そんなこと言うの……」

　ずっと待ち望んでいた言葉。

　そんなこと言われたら……諦あきらめきれなくなってしまうではないか。

「生きていてほしいだと？　勝手なことを言うな！」

　スレイの言葉がイリアの胸を貫く。

「何度言ったら分かる！　特異点は生きているだけで災厄を撒まき散ちらす！　貴様はこの街に住む大勢の人たちを危険に晒さらしても、その娘を生かそうというのか！」

　全身の毛が逆立つような怒気。黒斗が反射的に腕を構えた瞬間、その上から凄すさまじい剛撃が叩たたき込こまれる。

「ぎ、ぁ───っ」

　メキメキと腕の骨が悲鳴を上げる。

　咄とつ嗟さに後ろに飛んで威力を殺すも、スレイは素早く距離を詰めて続けざまに破壊的な威力の連撃を叩き込んでくる。

「我々もずっと考えてきた！　お前よりも遥はるかに長く、誰も犠牲にしない道をどうにかして見つけ出そうとしてきた！　だが、現実はそんなに甘くない！」

　剣けん戟げきを通じて激情が伝わってくる。

　世界のためと割り切った振りをして、何の罪もなく偶然欠片かけらを宿してしまっただけの人間を殺す───それはいったいどれほど辛つらく、苦しいことだろうか。

「大多数を守るために少数を切り捨てる！　その決意が、その覚悟が、間違っているとでも言うつもりかッ！」

「……っ」

　イリアは耐えきれずに目を逸そらす。

　スレイの言っていることは何も間違っていない。それはイリア自身がよく分かっていた。

　だけど───。

「ああ、間違ってねえ……っ。だけどな、そこで妥協してんじゃねえよ！」

　振り下ろしの一撃を横に弾はじき、一歩踏み出して拳こぶしを叩たたき込む。

「なにが守るためだ！　どんな理由があろうと、どんな大義があろうと、泣いている女の子を犠牲にするような世界が正しいわけねえだろうがぁあああああああああっ!!」

　───ああ、もうだめだ。

　分かっている。

　この言葉を口にすれば最後、自分は彼を縛り付けてしまう。課せられた運命を、彼に押し付けてしまう。

　だけど───そうしたいと思ってしまった。それでいいと言ってくれた。

「……たい」

　声が出ない。水晶はもう喉のど元もとまで上がりつつある。

　それでも届けたい、届けなくてはならない。

　自分の口で、彼に伝えなくてはいけない。

「い……たい……っ」

　必死に声を絞り出す。そして───。




「……クロトと一緒に、生きたい！　だから……わたしを助けてえええええええ！」




　運命に背く言葉を叫んだ。

　黒くろ斗とは一瞬だけ攻撃の手を止め、小さく答える。

「待っててくれ……すぐに行くから」

　ぞくりと、スレイの背筋に悪寒が奔はしる。

　それは本能なんて生易しいものではなかった。

　まずい。今すぐにでも息の根を止めなければ───恐怖が命ずるまま《ニーズヘッグ》を起動させようとした瞬間、

「オオオオオオオオオオオッッ！」

　雄お叫たけびと共に、精霊剣の上から黒い剛拳が叩き込まれた。













　常軌を逸した力に、鎧よろいで全身強化されているはずのスレイの身体からだが悲鳴を上げる。

「なんだ、このふざけた力は……っ!?」

　あり得ない力だった。竜の一撃よりもさらに重い。正面から受けるのは不利と判断し、巧みに拳こぶしを受け流す。

　しかし黒くろ斗とは獣じみた体捌さばきで身体を捻ひねると同時に回し蹴げり。スレイは躱かわしきれず鎧を砕かれ、思いっきり蹴り飛ばされた。

　すぐさま体勢を立て直すスレイだが、その目の前に黒斗が文字通り出現する。

「───ッ!?」

「おああああああああああああッッ！」

　凄すさまじい速度で乱打が叩たたきこまれる。一発一発が限界を超えた拳けん撃げきを、スレイは辛かろうじて剣で捌いていく。

「……っ。吼ほえろ───ッ」

　押し切られる───瞬時に判断したスレイは精霊術を発動させ、大剣を紅あかく染め上げる。

　竜ですら地に伏せる必殺の一撃。

　それに対し、黒斗は左腕一本に重力障壁を集約させ、空間炸さく裂れつごと全すべて受け切った。

「馬鹿な───!?」

　驚きよう愕がくで目を見開くスレイ。

　その顔面に腰から捻りだすように放たれた右みぎ拳こぶしが打ち込まれ、スレイは弾丸のような速度で支柱に叩きつけられた。

「がふ……っ」

　頭から全身に衝撃が突き抜け、派手に血を吐く。

　追撃しようとする黒斗だが、走り出そうとした瞬間に凄まじい激痛が全身を駆けめぐり、思わず膝ひざをつく。

〈黒斗様、限界です！　これ以上は身体が持ちません！〉

　頭の中でフェルが警鐘を鳴らす。だけど、今倒れるわけにはいかない。やっと、やっとイリアが生きたいといってくれたんだ。

　全身に力を入れて立ち上がる。

　それと、ほぼ同時にスレイも起き上がって剣を構える。

「《ニーズヘッグ》最大出力……解放！」

　スレイが刀身に指を走らせる。

　ブゥゥゥンと虫の羽ばたきにも似た異音が響き、精霊剣《ニーズヘッグ》が聖域を埋め尽くすほどの紅い光を伴って起動する。

　今までとは桁けた外はずれの霊力。

　最後にして最強の一撃に対し、黒斗は制御可能な重力を両足と左拳に集中させる。

　もう言葉はいらない。互いに互いを認められないのなら、力を持って征するのみ。

　最後に一瞬だけ視線が交わり───二人は全く同時に跳び出した。

　黒の拳けん撃げきと赤い斬ざん撃げきが交こう叉さする。

　衝突の余波で広間の床はひび割れ、支柱は一つ残らず砕け散る。

　威力は全く互角、勝敗を分けたのは想おもいの差。

　目の前の少女を救いたい。その想いが最後の一押しとなり、黒は紅あかい斬撃を打ち破る。

「───らああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　雄お叫たけびをあげて拳こぶしを振り抜く。

　精霊剣の刀身が粉々に砕け散り、スレイは血ち反へ吐どを吐きながら吹っ飛ばされた。

　天霊兵装《オファニム》を制御していた機械に叩たたき込こまれた身体からだはずるずると崩れ落ち、そのまま動かなくなる。

「はぁ……はぁ……」

　だらりと左腕から力が抜ける。《ニーズヘッグ》の直撃を受けて肉は裂け、神経は根こそぎ引き千切れている。もう痛みも何も感じない。

「……黒くろ斗と様、お疲れさまでした」

　戦いが終わり、フェルが融合を解除して出てくる。

　その瞬間どっと疲労が襲ってきて、黒斗の身体がふらりと後ろに倒れていく。その背中を、誰かの両手が優しく受け止めた。

「まさか本当に勝っちゃうなんてね……ちょっと驚いたわ」

「クー……お前、なんでここに……」

「自分がしたいことをした。それだけのことよ」

　崩れ落ちそうになった黒斗を支えたのは、ここにいるはずのないクーレルカ。急いで来たのだろう、首筋には汗のあとが見える。

「アンタのことだから、どうせ後のこと何も考えてないんでしょ？　ひとまずアタシの家で休みなさい」

　クーは黒斗をしっかり立たせると、床に転がる父親スレイのもとへ歩いていく。

「負けちゃったみたいだね、父さん」

「クー……お前は、また……その道を選ぶのか……」

「ずっと迷ってた。十年前、アタシはどうすればよかったのか。今でも答えは分からない。けど、コイツの進む先を見てみたい……そう思ったの」

「……そう、か」

　最後にうっすらと笑みを浮かべ、スレイは気を失った。

　黒斗はそんな親子を横目に一歩一歩、イリアのもとへと歩いていく。

「くろ、と……」

「悪い。待たせちまったな」

「ううん……信じてたよ」

　そう言って柔らかく笑うイリア。すでに顔の半分が水晶に覆われており、声もほとんど出せなくなっている。

　それでも───間に合った。

「フェル、どうすればいい？」

「イリアちゃんに纏まとわりついた水晶を引ひき剥はがしてください。封印が終わってない今なら、黒くろ斗と様の力で破壊できるはずです」

「よし。じゃあすぐに───」

　黒斗はなけなしの重力障壁を纏い、イリアを飲み込む水晶に手をかけようとする。

　しかし、指先が触れそうになった瞬間、




「───そこまでだ、改定者」




　氷のように冷ややかな声が響き、蒼あおい光が壁となって黒斗の前に立ち塞ふさがった。

　光は一点に集中すると人の形を取り、やがて水晶の上にフェルに良く似た装いの少女を顕けん現げんさせる。ただし、その髪は鮮やかな桜色ではなく、深い深い蒼。

「……ラヴィ姉様」

「久しいなフェル。最後に会ったのは五百年前か。その姿も含めて色々と問いただしたいところだが……今は特異点の封印が先だ」

　少女───《蒼の神霊》ラヴィはフェル、そして黒斗を絶対零度の視線で射抜く。

　その瞳ひとみには友好的な気配など欠片かけらもなく、あるのはただ邪魔者を排除しようとする強い意思だけ。

「姉様、イリアちゃんの封印を止めてください。彼女が死ぬ必要はありません」

「話にならないな。全すべての欠片を消滅させなければ、この世界に真の平和が訪れることはない」

「欠片の対処なら私と黒斗様で方法を探します。だから───」

「駄目だ。確かに同じ【改定者】ならば何とかできるかもしれん。だが、もしお前たちが欠片の力を抑えきれなかったらどうなる？　欠片に意識を乗っ取られたら？」

　黒斗が欠片の力を吸収したのと同様に、逆の可能性も充分考えられる。

　もし黒斗が欠片に支配されてしまえば、それは魔神の意思を持った【改定者】の誕生に他ならない。

「正真正銘、神の手にも負えない【魔神】の復活だ。そうなれば今度こそ世界は終わる。ならば確実に大多数が生き残る方法を取る───選択の余地はない」

「でも、彼女は生きたがっています！」

「たった一人の願いを叶かなえて、その他大勢の命を危険に晒さらすつもりか？　それがお前の選択だと？」

「……はい。何の罪もない人を犠牲にするわけにはいきません」

　フェルは視線を逸そらすことなく、真っ向からラヴィと睨にらみ合あう。

　絶対に引かない───そんなフェルの意思を感じ取ったのか、ラヴィは一瞬だけ目を伏せるも鋭い敵意を放つ。

「仕方あるまい……今この瞬間より、貴様らは私の敵だ！」

　それは決別の言葉。

　開戦を告げ、ラヴィはパンッと大きな柏かしわ手でを打つ。

「神霊ラヴィが命じる……我が力の欠片かけら、天霊兵装《オファニム》よ。我が守護者となりて敵を討て！」

　瞬間、水晶が目が眩くらむほどの強い輝きを放つ。

　聖域から溢あふれ出でた光はまっすぐ天を貫き、光の中からイリアの絶叫が響き渡った。

「ああああああああああああああああああああああああああああああっっ[image: ]」

「イリア!?　あの神霊、何をしやがった!?」

「この異常な霊力……っ。黒くろ斗と様、今すぐ天霊兵装を破壊してください！　手遅れになる前に、早く！」

「分かってる！」

　もはや嫌な予感しかしない。黒斗はフェルと融合すると重力障壁を纏まとい、蒼あおい壁ごと全すべてを破壊する勢いで拳こぶしを叩たたきつける。しかし───。

「ビクとも、しねえ……!?」

　水晶から発せられた高々密度の霊装は、黒斗の拳でも傷一つ付かない。さらに反撃とばかりに衝撃波が放たれ、黒斗は空中に投げ出された。

「くそ───っ」

「クロト！　手、伸ばして！」

　スレイを抱えて飛び出してきたクーの手を取る。さすがに大の男二人抱えて飛ぶのは苦しいのか、すぐに高度を落として百メートルほど下の地表に降り立つ。

　無事に脱出した直後、塔は崩壊していく。

　しかも異変はそれだけに留とどまらず、天霊兵装から溢あふれ出だした霊力が結晶化。水晶は塔を覆い尽くし、四肢を形成、全長百メートルにも届こうかという水晶の巨人となる。

「外殻形成完了、天霊兵装レガリア《オファニム》起動！」

　ラヴィは巨人の頭の上、イリアを閉じ込めた蒼い水晶の側そばに降り立つ。

　すると目玉と思おぼしき場所に光が灯ともり、巨人がゆっくりと片腕を振り上げる。

「まずい……二人とも逃げてください！」

「対象確認───殲せん滅めつせよ」

　フェルが叫んだ直後、巨人の腕から分かれ落ちた霊力が無数の光弾となる。雨あめ霰あられと降り注いだ高密度の霊力は着弾と同時に炸さく裂れつ、地表を根こそぎ吹き飛ばした。




　粉ふん塵じんが舞う。

「ぐっ……ごほっ……」

　瓦が礫れきを押しのけて起き上がると、今さらながら痛覚が戻ってくる。

　辺り一帯は灰かい塵じんと化していた。

　ぎりぎりで障壁の展開が間に合ったものの、無数の砲弾による飽和爆撃の威力は甚大。《ルドラ》の風壁で防御したクーレルカも、すぐ横で苦く悶もんの声を上げている。

「あれを受けてまだ生きているのは、さすがといったところか。だが、特異点を逃がそうというなら容赦はしない。跡形もなく消し飛ばす」

　ラヴィの声で再び巨人が腕を振り上げ、数百もの弾丸が形成される。

　一つ一つの大きさが先ほどの倍はあるだろうか。あれを全弾撃ち込まれたら、防壁なんて紙切れのように吹き飛ぶだろう。

「……フェル、もう一回融合するぞ。それで決ケ着リをつける」

「融合って……無む茶ちやです！　これ以上異能を使ったら本当に死んじゃいますよ!?」

「だからって、こんなところで立ち止まっていられるか……ぐっ」

　立ち上がろうとするも、足がもつれて無様に倒れこむ。

　昨日の連戦による疲労、領護軍の制圧、スレイとの死闘───身体からだはとっくに限界を超えていた。

　それでも、引くわけにはいかない。一緒に生きたいと言ってくれた少女を救えなければ、何のためにここにいるのか。

　たとえこの身が朽ち果てようとも───決死の覚悟で力を練ろうとした、そのとき。

「ていっ」

　ぽこんと、頭を軽く叩たたかれた。

「……フェル？」

「何でもかんでも背負い込みすぎですよ、黒くろ斗と様。イリアちゃんを救えても、黒斗様が死んだら意味ないじゃないですか」

「でも、このままじゃ───」

「だから、私にも背負わせてください」

　黒斗の言葉を遮り、フェルは唇くちびるを軽く押し付けてきた。

「────」

　思考が停止する。

　身体の大きさが違いすぎて感触も何も分からない中、身体の奥深くから何か温かいものが湧わきあがってくる。それは繋つながった唇を通じてフェルの中へと流れ込み、彼女の全身が光り輝く。

　そして光が収まったとき、フェルは初めて会った時と同じ十代後半の姿に戻っていた。

「んむ……少しだけ、返してもらいますね。私の身体」

　フェルは黒斗の頬ほおに両手を添え、さらに強く唇を押し付けてくる。重ねた唇は信じられないほど柔らかくて、砂糖みたいに甘い。

　やがてゆっくりと離れたフェルは悪戯いたずらっぽく笑う。

「ちょっと血の味がしますね」

「……そりゃ悪かったな」

「いえいえ、これはこれで思い出になりそうです」

　ころころと笑うフェル。しかし空に構えるラヴィの姿を一いち瞥べつすると、真剣な表情で黒くろ斗とを見つめる。

「黒斗様、私はこれからラヴィ姉様と戦います。ですが、今の私に天霊兵装を破壊できるほどの力はありません。あれにとどめを刺せるのは黒斗様だけです」

「……ああ」

　自分の状態は良く分かっている。異能は使えてあと一回。一回でも使えば、それでこの身体からだは壊れるだろう。

「でも、それだと異能なしでイリアのところまで行かないと……」

「なら、アタシが連れていくわ」

　そう言うのは粉ふん塵じんを払って起き上がったクーレルカ。

「……いいのか？」

「アタシの反発足甲エアレイドなら弾を躱かわしながら近付ける。正直ちびっこの正体とか、聞きたいことはいっぱいあるけど……全部後回しよ。アタシだって覚悟を決めてここに来てるの。今さら怖おじ気けづくわけないでしょ」

　クーの意思は固い。それだけで、覚悟は決まった。

「私が姉様の注意を引きます。お二人は隙すきを見て可能な限り接近してください───では、行ってきます」

　六枚の翼を広げ、フェルは凄すさまじい速度で空を翔かけあがっていく。

　朝焼けを背景に、蒼あおと桜───二人の神霊が向かい合う。

「……見てくれだけは元に戻ったな、フェル。肝心の中身は空っぽそのものだが」

「さすがにお見通しですか」

　ラヴィの指摘に、フェルは苦笑いを浮かべる。

　今のフェルは黒斗の中にあるわずかな余剰分を回収し、辛かろうじて神霊の身体を保っているに過ぎない。とてもじゃないが神霊と呼べるほどの力はないだろう。

「今のお前を見れば何があったか想像はつく。何か事情があって召しよう喚かんの時間軸がずれてしまい、改定者に力を分け与えたといったところか。相変わらず間が抜けているな」

「……確かに今の私に神霊としての力はありません。でも、力を使えないのは姉様も一緒ですよね？」

「……ふん」

　フェルは気付いていた。目の前にいるラヴィが本体ではないことに。

「その身体……天霊兵装に力を分割させたんですね。神の位階を保てなくなるほど消耗するなんて、いったい何があったんですか？」

　もしラヴィが神霊としての力を保っていれば、感知できないはずがない。

　今この世界に神霊の気配はない。それはつまり、ラヴィも神霊の力を失っているということ。それほどまでに消耗するなんて明らかに異常だった。

「……フェル。五百年前、この世界がどんな状態だったか覚えているか？」

　唐突に、ラヴィが尋たずねてきた。

　フェルは質問の意図を測りかねながらも、端的に一言で答える。

「……酷ひどい有様でした」

「そうだ。【魔神】によって世界は蹂じゆう躙りんされ、人々は追い詰められていた。だから彼らは一致団結して【魔神】に抗あらがった───ここまではお前も知っているな？」

「ええ。そして五人の救世主が魔神を打ち倒した……」

「ああ。だが、それで終わりではなかった。魔神は己の死し骸がいを無数の欠片かけらに変え、世界中にばら撒まいた。特異点と魔獣の発生、そして……それが地獄の始まりだった」

「…………え？」

　フェルが言葉を失う中、ラヴィが虚空に蒼あおい円を描く。

「戦後しばらくの間は人々も協力し合っていた。大戦の影響で荒廃した世界では、そうしなければ生きていけなかったからだ。しかし、次第に人々の中に特異点が生まれるようになる」

　ラヴィの声に反応して、円の中にいくつもの黒点が刻み込まれる。

「魔人化する特異点は、すぐに危険な存在だと認識されるようになった。当然排除の動きもあったが、なにせ見かけは普通の人間と全く変わらないからな。人々は家族が特異点でも気付くことができない。外には魔獣、うちには特異点……人々が疑心暗鬼に陥るのに、そう時間はかからなかった」

　黒点は次第に大きくなって円を侵しん蝕しよくしていく。やがて形を保てなくなった円は虚空に溶け、完全に消えてなくなる。

「そして始まったのが、『狩り』だ」

「狩り……？」

「誰が特異点か分からない。信じていた人間がある日突然魔人になって襲い掛かってくる……そんな現実に耐えられなくなったのだろう。人々は怪しいと思った人間を、片っ端から殺し始めた」

「な───っ!?」

　例えば、中世の魔女狩り。

　証拠があるかどうかなんて関係ない。

　危害を及ぼす前に対処する───そのために行われたのは、正義と言う名の大量虐殺。

「本当に酷かった。大戦のときのほうがマシだと思えるほどに」

　吐き捨てるように言い放つ。

　大戦で協力し合った国々はあっという間にバラバラになり、今度は人間同士で殺し合う時代が始まった。

「だから私は自分の力を削って《オファニム》を造った。特異点を感知・封印できる社会のために。人が人を信じられる世界を取り戻すために！」

　パァン───ラヴィが一際大きな柏かしわ手でを打つ。

　音は巨人《オファニム》の全身に響き渡り、霊力を一気に活性化させる。

「特異点は封印しなければならない。この世界を守るためなら、私はどんな罪でも背負う。それを否定しようというのなら、たとえお前であっても容赦はしない！」

　譲れない想おもいを胸に、《蒼あおの神霊》ラヴィはフェルの前に立ちはだかる。

「……姉様のことです。特異点を犠牲にしない方法も探したんですよね。その上で、犠牲は必要不可欠だと判断した」

　彼女はいつだって正しかった。そして目的のために何かを切り捨てられる覚悟と、その痛みに耐えられる強さを持っている。

　だけど───それは最善であっても、最高ではない。

「知ってますよね。私が、目の前の一人を見捨てられない性格だってこと」

「……ああ、良く知っている。お前はいつも全すべてを救おうとしていたな」

「はい。それに私、黒くろ斗と様に言ったんですよ。本当に守りたいと思える人を見つけてください、もし見つけたら、その手を決して離さないでください、って」

　柏手を打ち、両の手を合わせる。

　胸の前で引き離した手の間に広がるのは眩まばゆい桜色の光。それはフェルが触れた瞬間、雷を帯びた槍やりとなって顕けん現げんする。

「その黒斗様が必死になってイリアちゃんを救おうとしている。それなのに……共に歩くと誓った私が引くわけにはいかないんですよ」

　雷らい槍そう【神威の明星ブリユーナク】を構え、フェルは真っ直ぐラヴィの目を見て告げる。

「……やはりお前は、神に向いていない」

　ラヴィも合わせて手をかかげ、巨人の周りに無数の霊力弾が形成される。

「世界の管理者として、神霊フェル。貴様を排除する！」

「姉様、私にも譲れないものがあります。だから───押し通させていただきます！」

　無数の霊力弾と桜色の雷光がぶつかり合い、空が鳴動した。




　朝焼けの空に無数の雷鳴が奔はしり、数十数百と爆発が巻き起こる。

　桜色の少女───神霊フェルは高速で空を翔かけながら壮絶な射撃戦を繰り広げていた。

　張り巡らされる霊力の弾幕を掻かい潜くぐり、必殺の雷槍を連続で投げ放つ。空を一直線に翔ける槍は巨人の展開した霊装に阻まれ、欠片かけらとなって霧散していく。

　戦況は互角だが、状況はフェルのほうが悪い。ラヴィはイリアを封印する時間さえ稼げればいいのだ。

「く……っ」

「どうしたフェル？　力が落ちてきているぞ！」

　少しずつ、しかし確実に【神威の明星ブリユーナク】の威力は弱まっている。それに応じてラヴィの攻撃は激しさを増していく───そんな光景を横目に、地上の二人が動き出す。

「……クロト、そろそろ行くわよ。準備はいい？」

「ああ。いつでも大丈夫だ」

　反発足甲エアレイドを起動させるクーに、黒くろ斗とは迷うことなく首を縦に振る。

　奇妙な感覚だった。

　限界なんてとっくに超えているはずなのに、身体からだの奥からは際限なく力が湧わき上がってくる。今なら何だって変えられる───そんな気さえしてしまう。

「すー……はー……」

　クーは深呼吸を繰り返し、思考を透明にしていく。

　そして頭が空っぽになった瞬間───黒斗を抱えたまま、最大出力で地面を蹴けった。

「なに……っ!?」

　フェルに気を取られ、ラヴィの反応がコンマ一秒遅れる。

　即座に放たれた数百の弾丸の嵐は、縦横無尽に空を駆けまわるクーレルカを捉とらえられない。そしてぎりぎりまで接近したところで、クーは黒斗を思いっきり投げ飛ばした。

　一直線にイリアのもとへ飛んでいく黒斗。その身体を叩たたき落おととそうと、巨人が両腕を振り上げる。

「行かせるか、改定者ぁっ！」

　空中では避けようのない一撃。触れただけで全身の骨が粉々になりそうな攻撃を前にしても、黒斗の目には一切の脅おびえがない。

「焼き尽くせ───」

「我が手に集え───」

　彼女たちを、信じていたから。

「───《炉心剣ヘステイア》ッッ!!」

「───【神威の明星】ッッ!!」

　紅ぐ蓮れんの大剣と桜色の雷らい槍そうが、霊力で構成された巨人の両腕を跡形もなく粉砕する。

「馬鹿な……っ」

　ラヴィが驚きよう愕がくする中、黒斗は巨人の頭の上に着地する。

　行く先を遮るものは何もない。そして───もう一度、イリアのもとに辿たどりつく。

「イリアを返してもらいにきたぞ、神霊ラヴィ」

「改定者……貴様、自分が何をしようとしているのか分かっているのか!!」

　ラヴィが吼ほえた。

「五百年だ！　私たちが、この世界がどれだけの犠牲を払って今の平和を実現したと思っている！　その苦労を、流した血を、積み重ねた歴史を、貴様は一人の少女のために踏ふみ躙にじるつもりかああああああッ!!」

「……さっき、フェルを通じてお前の話が聞こえてきた」

　束ねるのは意思。

　一歩一歩前に踏み出しながら、全身から集めた力を右腕一本に練り上げる。

「お前は凄すごいよ。たった一人で五百年も世界を支え続けた。誰に聞いたってお前が正しくて、俺のほうが間違ってるんだろうな。でも───」

　右腕を天高く振りかざす。

　掌てのひらに凝縮された闇やみより深い虚無の光、全すべてを消し去る黒の極光を握りしめるように拳こぶしを固め───。

「誰が何と言おうと、イリアを犠牲にする世界なんて認めない!!」

　巨人の核たる天霊兵装《オファニム》へと振り下ろした。

　黒い拳けん撃げきは巨人の頭から股下まで一気に貫き通して爆砕。近くにあった領護軍本部はその余波だけで全壊し、荒れ狂う衝撃波は遥はるか上空の雲を一撃で散らす。

　崩壊していく巨人。

　その中から零こぼれ落おちたイリアを優しく抱き留め、黒くろ斗とはラヴィと向かい合う。

「……いずれ後悔することになるだろう」

　まるで未来を予言するように、ラヴィは静かに告げる。その身体からだは依代である《オファニム》を破壊されたことで消えかけていた。

「お前たちが敵に回したのは、この世界そのものだ。私だけじゃない、平和を願う全ての人々がお前たちを排除しようとする。居場所など何ど処こにもない」

　特異点である限り、彼らに生きる権利はない。

　他の大勢を守るために死ぬことを強いられる───それは変えられない現実。

「覚悟しておけ。社会が、時代が───世界がお前たちを否定する」

　突きつけられた言葉は鋭く、そして重い。

　きっといつか、彼女の言葉を本当の意味で理解する日が来るだろう。

「……なら、全部まとめてかかってこい」

　それでも、黒斗は全てを背負う覚悟を持って言い放つ。




「世界なんて知ったことか。俺は、俺が守りたい存も在ののために戦う」




「……自分勝手な答えだな」

　最後にそう言い残し、《蒼あおの神霊》ラヴィの分霊体は消滅した。







［ エピローグ ］　─── 旅立ち ───




　本をめくる音が静かな病室に響く。

「…………」

　正体不明の黒い衝撃波で全壊した領護軍本部の代わりに建てられた仮設本部。その一角に用意された臨時病棟の一室に、騎士隊長スレイは収容されていた。

　相当時間を持て余しているようで、脇わきには読み終えた本が山積みになっている。

　不意に、病室の扉が数回叩たたかれる。スレイが「どうぞ」と告げると、果物を抱えたクーレルカがおそるおそる入ってきた。

「え～っと……父さん、傷の具合はどう？」

「……一週間ぶりに顔を見せたと思えば、第一声がそれか」

　パタンと本を閉じると、それだけで包帯の巻かれた傷口が痛む。

「治癒匣ルミナを使えばいいのに。なんでそのままにしてるのよ？」

「街全体が霊力不足に陥っている今、安易に精霊機甲に頼るべきではない。怪け我がなんて放ほうっておけば治るわけだしな」

「や、普通に重傷のはずなんだけど……相変わらず滅め茶ちや苦く茶ちやな身体からだしてるわね」

　クーは溜ため息いきをつくと窓から外を見やる。そこには粉砕された塔の残ざん骸がいが広がっていた。

　───天霊兵装レガリア《オファニム》の破壊から、一週間が過ぎていた。

　街に送られる霊力の制御を担っていた《オファニム》が破壊されたことで、街の機能も大部分が停止。結果、街の復興もほとんど進んでいなかった。

「それで、何の用だ？　単なる見舞いという雰囲気じゃなさそうだが」

「あー……うん、アイツらもようやく出発して一区切りついたからね。いい加減言っておこうと思ってさ」

　そう言って、クーは深々と頭を下げ───。

「騎士隊預かりの見習いクーレルカ、本日をもって領護軍の職を辞させていただきます。今までお世話になりました」

　迷うことなく、そう言い放った。

「……後悔は、ないのか？」

「ないわね。ていうか、どのみちクビでしょ？　なんたって神様に刃向ったわけだし」

　黒くろ斗とのもとに向かった時点で覚悟は決めていた。

　そして何よりも───可能性を信じる今となっては、騎士隊にいる意味もない。

「あーあ、まさかこんなに早く無職になるなんてね」

「これからどうするつもりだ？　俺はてっきり、アイツらと一緒に行くと思っていたが」

「今のアタシじゃダメよ」

　クーは小さく、しかしはっきりと断言する。

「魔獣はともかく天霊兵装の破壊はアタシも一枚噛かんだ。少なくとも復興がひと段落するまではここにいないと、筋が通らないのよ。自分を見つめ直す時間も欲しいしね」

「……そうか」

　スレイは短く答えると、静かに目を伏せる。その表情は娘の成長を喜ぶように、どこか嬉うれしそうに見えた。

「結局、アイツらの正体って何だったのかしら？　妙な力を使ってたし、普通の人間じゃないことは確かよね」

「そのことだが……一つ気になることがある。クロトが牢ろうの中で言った言葉だ」

「えーっと、確か救世主とか言ってたんだっけ？　でもそんなの口から出まかせでしょ？」

「俺も最初はそう思ったが……こんな学説があるのを知っているか？　五百年前に召しよう喚かんされた救世主は、本当は六人のはずだったという話だ」

「それってあれでしょ。一国だけ救世主を召喚できなかった、ってやつ」

　当時世界に存在していた大国は全部で六つ。しかし救世主を擁したのは五国のみ。

　そのことから、歴史学者の中には「救世主は六人のはずだった」と主張する者もいる。

「そして何よりも、救世主は精霊術とはまるで違う異能を有したと言われている。もしかしたら、あれは嘘うそじゃなく……」

「あのクロトが救世主？　ないない。やってることが全然真逆じゃない」

　ころころと笑いながら、クーは空を見上げる。

　自分勝手で後先考えない夢想家。あんなのが救世主だったら間違いなく世界は滅め茶ちや苦く茶ちやになる。

　だけど───何かを変えられるのはきっと、そういう人間なのだろう。





　　　　◆　◆　◆






　同じ頃、機甲都市アヴィオールから通じる街道。

　列車や飛空挺ていが開発された今でも頻繁に使われている陸路に、彼らの姿はあった。

「ねえクロト、これからどうするの？」

「しばらくは道なりに真っ直ぐ進む。宿場町もあるみたいだし、寝床に困るようなことはないだろうよ」

　地図を確認して、前を歩くイリアの問いに答える。

　ぬいぐるみのようにフェルを抱えたイリアは綺き麗れいな金色の髪を揺らしながら、楽しそうな足取りで街道を進んでいく。

「……けど、まさか一週間も寝たきりになると思いませんでしたね」

「最初の三日なんて指一本動かせなかったしな。こんなに早く回復できたのはイリアのおかげだ、ありがとな」

「どーいたしまして！」

　軽く頭を撫なでると、イリアは嬉うれしそうに笑顔を綻ほころばせる。

　───一週間前にイリアを救いだした直後、黒くろ斗とはその場で倒れた。

　フェルも力を使い果たしてサイズダウン、消耗していたイリアも含め、三人揃そろってクーの世話になった。幸いイリアとフェルはすぐに回復したが、黒斗はイリアの献身的な看病があってなお、今朝ようやく歩けるようになったほど。

　正直、全快とは言い難にくい。それでも急いで街を出たのには理由がある。

「欲を言うなら、もう少し旅の準備を整えたかったですね」

「仕方ないだろ。いくらお前が特異点の気配を遮断しても、あれ以上は魔獣を呼び寄せかねない。領護軍も動き始めてたしな」

　動けなかったとはいえ、ただ寝ていたわけではない。可能な限り特異点について調べ、新たに分かったこともいくつかある。

　その一つが神霊の力で特異点の気配を遮断する方法。効果はあまり長く続くものではないが、これで数日程度なら街に留とどまっても影響はない。

「ごめんね、クロト。迷惑ばっかりかけちゃって……」

「謝るな。何回も言ったろ。そういうのも含めて全部背負うって決めたんだ」

「───うん！」

　元気よく返事をして、イリアはむぎゅーっとフェルを抱きしめる。

　───自分勝手な答え。ふとラヴィの言葉が脳裏をよぎった。

「……必要な犠牲、か」

　特異点───魔神の欠片かけらを宿した者。

　偶然欠片に選ばれてしまった。ただそれだけの理由で、彼らは生きることを否定されてしまう。そんな世界が正しいわけがない。

　ならば、どうする。

　答えは決まっている。この世界を───。




「壊せばいい。貴様の力で」




　瞬間、世界が凍りついた。

　声に乗せて放たれた「力」は一瞬で平衡感覚を狂わせ、圧倒的な威圧感となって黒斗を押し潰つぶす。

「が───っ」

　心臓を鷲わし掴づかみにされるような感覚。

　呼吸さえままならず、それでも肺は酸素を求めて不規則な拍動を続ける。視界が赤と白に点滅し、左半身が痛みを思い出す。

　知っている───ただそこに在るだけで他を押し潰す絶対的な格。

　覚えている───一撃で肉や骨、魂の根源まで刻み込まれた恐怖。

　忘れもしない。柊ひいらぎ黒くろ斗とを殺した、赤き巨龍。

「て、めえ……なんで……ここに……っ」

「あれだけ強力な波動を放っておいて、ばれないとでも思っていたのか？　外の世界まで響いていたぞ」

　背後で嗤わらい声が響く。

　振り返る勇気はなかった。気配が大きすぎていまいち判然としないが、龍───ではない気がする。おそらく人型。

「……はっ」

　腹の底から息を吐き出し、恐怖を飲み込む。それだけで身体からだはだいぶ軽くなった。

「とどめを、刺しに来たのか？」

「そのつもりだったがな。今の貴様を見て、気が変わった」

　押し潰つぶすような圧力が一気に弱まる。

　殺気は───感じない。どうやら「気が変わった」というのは本当らしい。

「どうやら扉は開いたようだが、我と遊ぶにはまだ足りない。貴様が完全に覚かく醒せいし、この世界を破壊したとき……改めて貴様の首を取りに来るとしよう」

「世界を……壊す？　俺が？」

「そうだ。それが貴様の行き着く先。我と同じ破壊者の道だ」

　龍は告げる。

　柊黒斗が選んだ道、その行く末を。

「貴様はこの世界を認められず、世界の行く末を担う神の意思に反逆した。それは奇くしくも我ら【改定者】の本分、世界に属さない《異端者》の道だ」

「……それが、どうして世界を壊すことになる？」

「貴様も分かっているはずだ。神は決して自らの信念を曲げない。それが正義だと理解しているからだ。大多数を守るために少数を切り捨てる───ならば切り捨てられた小数を救おうとする貴様とは、絶対に相あい容いれない」

「…………」

　黒斗は何も言わない。否いな、言えない。

　本当は分かっていた。

　神霊ラヴイは必ず今の世界、特異点を犠牲とした平和を守ろうとするだろう。互いに譲れない想おもいがあるのなら───どちらか片方が消えるしかない。

「覚えておけ。守りたい存在がいるのなら、貫きたい意思があるのなら───貴様はもう二度と、負けることは許されない」

　突然吹いた風に紛まぎれて、龍の気配は消えていった。

　同時に止まっていた時間が動き出し、黒斗は大きく息を吐き出す。

「……上等だ、トカゲ野郎」

　守りたい人は側そばに居る。貫きたい意思はこの手の中にある。

　ならば───迷うことなく歩き出せ。たとえその先に何が待っていようとも。

「黒くろ斗と様、どうかしましたか？」

「……なんでもねえよ」

　黒斗は首を振って思考を捨てると、小走りで前を行く二人に追いつく。

　難しいことはまた後で考えればいい。

「あれ、道が別れてるよ？」

「ほんとですね。黒斗様、どれにします？」

「んー……イリア、好きな道を選んでいいぞ。せっかく自由に世界を回れるんだ。適当にぶらぶらしながら行こうぜ」

「お気楽ですねー……ま、黒斗様らしいと言えばらしいですけど」

　フェルが呆あきれたように呟つぶやき、イリアの手から抜け出して黒斗の頭の上に乗る。

「じゃ、行くか」

　もう二度とこの手を離さない───その誓いを胸に、透けるような青空の下、何ど処こまでも続いていく長い長い道のりを、




　今───歩き出す。








あとがき




　初めましての方は初めまして、前作を読んでくださった方は（たぶん）お久しぶりになるのでしょうか。半年ぶりくらいにここへ戻ってきました。

　まだまだ新人気分でいたい駆かけ出だし作家、上じよう智ち一かず麻まです。

　本作「再び始まる反救世譚エスカトラ」は救世主として召しよう喚かんされる（はずだった）主人公が、少女を救うために戦う異世界×バトルファンタジーです。

　……短くまとめるのって案外難しい。

　さあ、始まったぞ新シリーズ！　このときをどれほど待ったことか！

　いつも何を書こうか迷うあとがきですが、今回は記念すべき第一巻ということで、軽く本作を書くことになった経緯でも語ろうかなと思います。基本的に本文の内容には触れませんので、あとがきから読むという方も引き続きどうぞ。

　……別に書くことが思いつかなかったわけじゃありませんよ？　っていうか、あとがきに一番苦戦するとか何なのこれ。ここまで書くのに数時間かかってるんですけど。

　───こほん。

　異世界ものを書きたい。これはデビュー前からずっと思っていたことでした。

　自分の中でバトルと異世界というのは切っても切れない関係でして、いつか絶対に書こうと心に決めていました。実は僕が一番最初に書いた小説も異世界ものでして、プロットから本文まで一ヶ月で書き上げた上、（締め切りぎりっぎりだったので）一度も見直しをせずに某新人賞に出した苦い思い出です。

　もちろん評価は散々。なので、そのリベンジも兼ねていたりいなかったり。

　そんなこんなで題材は早々に決まったわけですが、初期の構想は今と全く違いました。

　本作との違いをいくつか挙げてみると、





・違う箇所、その①「目的は国の復興」



　……もう主題というか、ジャンルが全然違いますね。

　これはいわゆる「国造り」で、某可愛かわいい錬金術師のゲーム（シリーズ三作目）から影響を受けました。地形や風土が原因で発展が遅れてしまった国を、救世主として召しよう喚かんされた主人公が変えていくといった内容です。戦いというよりは外交や経営、貿易などの要素が主軸の物語ですね。この手の話は書いたことがなかったので、やってみたいなーという気持ちは前々からありました（書けるとは言っていない）。

　国造りが主題ということでバトル要素は薄め、ダイジェストで片付ける───と、過去のプロットには書いてあります。ガン無視ですね、はい。

　この構想がどうやって本作になったんだろう……？　我ながら謎なぞです。





・違う箇所、その②「ヒロイン＝本作のイリアはお姫様」



　この手のファンタジー系ではありきたりな設定。他国より発展が遅れた小国の幼い姫、といった感じで年齢＆容姿は本作と変わりません。ちなみに彼女、次の構想では奴隷になってました。落差が酷ひどすぎるというか、発想が極端。

　初期の名前はイルクリア＝アヴィオール（アヴィオールが国の名前）で、愛称がイリア。イルクリアは治癒能力からイル（病気とか）＋クリア（除去や消去）という感じの意味合いで命名しました。主人公の黒くろ斗とやフェルなど、主要人物の名前は基本的に初期から変わっていません。他キャラの名前の由来については、また次の機会にでも。




　大きな違いはこんなところです。もはや初期構想とは完全に別物ですね。

　話が二転三転するのは良くあることなのですが、ここまでがらりと内容が変わったのは初めての経験でした。他ひ人と事ごとみたいに言ってますが、変えたのは他でもない僕自身です。いつだって自分を追い詰めるのは自分自身なんだなー、と実感しました。

　大筋が決まって担当さんのＧＯサインが出たあとも、困難の連続でした。思うように頭の中のイメージを文章にすることができず、まだ作家二年目だというのに「やっべ、これが噂に聞くスランプってやつか……っ」とか言ってました。

　そんな感じで新シリーズ一冊目にも関かかわらず締め切りをぶっちぎり、幾多の困難を乗り越えて完成させた本作。少しでも楽しく読んでいただけたら幸いです。

　これからもっともっと面白くしていく予定なので、どうぞよろしくお願いします！




　謝辞です。新シリーズを始めるに当たって、多くの方のお世話になりました。

　イラストのｎａｕｒｉｂｏｎ様。前作から引き続きイラストを担当してくださり、魅力的なキャラクターを描いていただきました。ありがとうございます。新しいラフが送られてくるたび、にやけながら拝見させていただいています。

　担当編集のＴ様。何度も原稿を確認してくださり、執筆が滞っていたときには貴重なアドバイスをいただきました。ありがとうございます。

　編集長、装丁様、校正様、営業様、その他この本に関かかわった全すべての方に感謝を。

　そして、この本を手に取ってくださった読者の皆様。本当にありがとうございます。こうして作家として活動できるのも、ひとえに皆様のおかげです。

　それでは、また二巻でお会いしましょう！









　著者

　上智一麻（じょうち・かずま）

　　まだまだ新人のライトノベル作家。

　　暇があれば寝ている怠け者。ゲームや漫画を与えると動き出す。

　　冬は一日の活動時間が短くて、何だか損した気分になったりならなかったり。

　　みかん美味しいです。




　　第９回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞受賞。

　　同受賞作「仮想領域のエリュシオン」で作家デビュー。




　イラスト

　ｎａｕｒｉｂｏｎ（なうりぼん）

　　上智先生作品の挿絵を引き続き担当させて頂くことになりました。

　　若干ぷよってきたお腹の肉に危機感を覚えつつ今作も気合入れて頑張ります。
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